


　本年度は人の動きがめまぐるしい一年であった。

　FSC内でのパート職員を含む採用や異動がこれまでになく多くあったということである。それぞれ事情

があり、良いとも悪いとも評価出来ない部分があるが、いずれもFSC業務の効率化のために行ったと理解

していただきたい。

　長年の課題であった八雲牧場の収益を改善する事業が、いよいよ本格化し、2019年度から増頭が始まった。

ほぼ予定通りに120頭を増やし、３年後には年間の出荷頭数を現在の２倍に当たる120頭にすることで、八

雲牧場単体としての赤字を大幅に縮小し、できれば黒字化する計画である。このためには実は様々な苦労

がついてまわる。繁殖成績を確実に向上させ、10ヶ月後に無事に分娩させ、その後の肥育に繋げることに

尽きるが、まず、そのスペースの確保、つまり牛舎の工夫が欠かせない。元々300頭規模仕様である現状

の牛舎をうまく使いこなすことだけではもちろん足りず、新たなスペースを確保しなければならない。乾

草庫を改修する作業はまだ途中である。増えた牛たちは、夏場は放牧地で過ごすが、放牧地面積も足りな

い。冬場の餌となる採草地の面積も足りない。町営の育成牧場の草地を借りる計画で、八雲町との連携が

欠かせない。さらに冬場の牛舎の確保も大きな問題である。当面は使わなくなった牛舎をお借りして、や

り過ごすことになるが、数年以内に新たな牛舎が必要になる。これも八雲町との連携で何とかしたいと計

画している。

　本年度は長年の課題であったサレール牛精液の輸入のめどが立った。フランスを原産地とする乳肉兼用

種サレール牛の精液は、かなり以前から輸入することが出来なくなっていた。主たる理由は需要が少なく、

商売にならなかったことにあると思われる。その後何年もかけてサレール精液を輸出してくれる業者を探

していたが、本年、偶然にオーストラリアのサレール専門の肥育農家と連絡が取れ、協力しても良いとい

う話になった。輸入代理店の勧めで、現地確認をした方が良いというので、実際にオーストラリア・メル

ボルンに行って見たところ、サレール農家の本業はメルボルン大学の産婦人科教授であった。先方の理解

は早く、きわめて協力的に優秀なサレール牛精液の輸入手続きが開始され、2020年度中には300本のサレー

ル精液が届く予定である。

　本年度はテレビ番組で取り上げられる機会が多かった。

　ひとつは「満天 青空レストラン」（日本テレビ系列）で2019年７月に２日かけて撮影が行われ、８月に

全国放映された。宮川大輔氏とDA PUMPという豪華な芸能人が主役で、牧場の様子と、北里八雲牛の料

理を上手に紹介してもらった。大学院生たちや指導の先生たちにもご協力をいただき、おかげで北里八雲

牛は一気に有名になり、その後の販売も好調である。

　もうひとつは「遠くへ行きたい」という老舗旅番組で（これも日本テレビ系列）、12月に半日の撮影が

行われ、俳優の大東駿介氏が牧場の特徴と北里八雲牛を紹介してくれた。ただし、30分番組の中のわずか

５分間で、１月早々に放映されたが、これも牧場のPRには絶好であった。

　十和田農場、八雲牧場とも気象観測装置を設置しており、学部のホームページ上に 1時間単位で気温、

地温、降水量、積雪深、土壌水分、風向、風速を掲載している。このことも意外と知られていないが、八

雲と十和田の気候現状を知るには良いツールであるので、多くの人の利用を期待している。

　FSCの行方は不安要素が多いが、教職員一同、大学の教育・研究に貢献したいと一丸となって取り組む

所存である。

は　し　が　き

フィールドサイエンスセンター長　寳示戸 雅之
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十和田農場の教育・研究に係わる活動

１．教育活動

　１）獣医学科

学年 科目名　 担当教員 主 な 内 容

２ 獣医学入門実習 坂口教授
渡辺教授
菊池教授
髙橋（史)准教授
三浦講師
前田(洋)助教
鹿野助教

農場施設の紹介、牛、豚、馬、羊、山羊の品種
と特徴

２ 獣医生化学実習 折野教授
吉川講師

牛血漿タンパク質定量、血漿グルコースおよ
びケトン体の定量

２ 獣医細菌学実習 佐藤教授
田邊准教授
山本助教

細菌培養のための血液寒天培地作成

２ 獣医生理学実習Ⅱ 久留主教授
寺島助教

牛の血液凝固の実験

３ 獣医伝染病学実習 佐藤教授
田邊准教授
山本助教

細菌培養のための血液寒天培地作成、病原微
生物の分離、病原体の遺伝子検出による感染
症診断など

４ 獣医衛生学実習 角田准教授 畜舎内の環境因子（温度、湿度、臭気、細菌
数等）の測定

４ 獣医臨床繁殖学実習 菊池教授
三浦講師

超音波画像診断装置を用いた牛、豚の妊娠診
断
雄畜の生殖器検査法のデモンストレーション
と精巣の触診

４ 大動物総合臨床学実習Ⅰ
（家畜の繁殖学）

菊池教授
三浦講師

牛、豚の精液採取法のデモンストレーション

５ 大動物病院実習 渡辺教授
三浦講師

牛、豚の採血、血液検査、牛の除角、去勢な
ど

５ 大動物総合臨床学　Ⅱ
（家畜の外科学）

渡辺教授
髙橋(史)准教授
前田(洋)助教
鹿野助教

豚、羊、山羊の去勢、牛の削蹄、馬の行動学
実習

５ 大動物総合臨床学　Ⅲ
（家畜の内科学）

渡辺教授
鹿野助教

豚の保定と採血など
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　３）生物環境科学科

学年 科目名　 担当教員 　　　　　　　 主 な 内 容

２ 動物飼育管理学実習 杉浦教授
畔柳准教授
山﨑准教授
鍋西講師

畜体の外貌名称、草地管理、羊の剪毛、保存粗
飼料の調整、個体識別、家畜の取り扱い（牛体
洗浄と体重測定）、豚の体重測定、家畜の行動制
御、家畜の健康観察、家畜のスケッチ

２ 動物栄養学実習 黒瀬教授
髙橋(辰)助教

羊の消化試験など

３ 動物感染予防学実習 髙井教授
角田准教授

牛の血液培養など

３ 動物生殖学実習 佐々田教授
桃沢講師

牛の精液採取および精液性状検査

３ 応用動物行動学実習 松浦准教授
小倉助教

ウマの日常管理とトレーニング１・２、ハズバ
ンダリートレーニング、行動観察、刺激による
ウマの反応、行動記録技術の発展

３ 動物生化学実習 折野教授
吉川講師

牛の血漿タンパク質定量、血漿グルコースおよ
びケトン体の定量

４ 家畜審査論実習 山﨑准教授
鍋西講師

牛の体尺測定、部位名称、外貌審査
豚の体尺測定、部位名称、外貌審査

４ 家畜人工授精及び受精卵
移植講習会

桃沢講師
鍋西講師

牛の発情観察、直腸検査、精液注入
豚の発情観察、精液採取、精液性状検査、
精液注入、牛の受精卵移植

学年 科目名　 担当教員 　　　　　　　 主 な 内 容

２ 緑地環境保全学実験 杉浦教授
馬場准教授
島本助教

土壌断面調査、植生調査など

２ 野生動物学実習 進藤教授
岡田准教授

鳥類の定点観察

２ 土壌環境学実験 森教授
髙松講師
落合（博）講師

圃場内の土壌断面調査など

３ 環境情報学実験 田中教授
皆川准教授
大出助教

十和田農場の見学（牛舎見学を含む）
採草地での調査（土壌サンプリング、SPAD値、
現存量など）
牧草の機械収穫・調整作業の見学
無人航空機（UAV）によるリモートセンシング
施肥条件の異なる採草地の分光反射特性の調査

３ 動物総合科学実習 渡辺教授
畔柳准教授
松浦准教授

個体識別・外貌名称・家畜の行動制御など

　２）動物資源科学科
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２．研究活動（卒業論文、修士論文、博士論文のリスト）

１）獣医学科

研究室名：獣医衛生学

〈卒業論文〉

Rhodococcus equi組換えVapN抗原を用いたELISAの確立と沖縄県におけるヤギの疫学調査　　　　　

 ……………………………………………………… 高橋　　啓

研究室名：大動物臨床学

〈卒業論文〉

FSC十和田農場の綿羊（サフォーク種）への駆虫が消化管内線虫卵排出と末梢血単核球及び血液性状に

及ぼす影響 ……………………………………… 落合　慈人・小林　凌士

研究室名：獣医臨床繁殖学

〈卒業論文〉

hCGによる未経産雌豚の発情誘起に関する研究　特にエストロジェン投与による黄体退行の阻止につい

て ……………………………………………………… 百溪　隆志

　　

２）動物資源科学科

研究室名：動物生殖学

〈卒業論文〉

めん羊の精巣上体精子の凍結保存におけるOrvus ES Pasteの影響 …………… 和泉　海里・中村　悠人

マンクス・ロフタン種めん羊の発情同期化および人工授精

 ……………………………………………………… 黒崎　　静・齋藤　希実・徳永　　文

研究室名：動物代謝機能学

〈卒業論文〉

ヒツジへのセレン酵母給与がインスリン分泌および感受性に及ぼす影響

 ……………………………………………………… 長谷川　巧人・渡邊　介・中村　翔平

研究室名：動物飼育管理学

〈卒業論文〉

画像解析による黒毛和種繁殖雌牛の分娩兆候の検出 ………………………………………… 郡司　かのん

取り扱い訓練によるヒツジの人への許容性向上についての評価 …………… 後藤　沙希・半田　理紗子

家畜羊の音響誘導に用いる最適音域の選定 ……………………………………… 寺門　優太・藤平　匠海

代謝プロファイルテストの簡易化および尿中成分活用の可能性について …… 山田　美紀・林　　大貴

マンクスロフタン種のCT撮影時における鎮静剤投与量の選定 ……………………………… 松本　恭平

研究室名：細胞工学

〈卒業論文〉

ブタゴノサイト培養系における模型KITL発現フィーダー細胞の効果 …………………… 瀬古　諒太朗

増殖活性を指標とした模型ブタKITL発現細胞株の機能評価 ………………………………… 武市　佳佑

新規ブタゴノサイトマーカータンパク質の同定 ………………………………… 海部　雄太・吉井　健人
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研究室名：栄養生理学

〈卒業論文〉

地域ブランド牛に給与される清酒粕のルーメン内発酵特性の解析 ………… 田中　公基・本澤　佐和子

清酒粕のin vitroルーメン発酵に及ぼすその種類または飼料添加の影響 ……………………… 下西　俊也

研究室名：動物健康情報学

〈卒業論文〉

ブタ精子凍結保存における個体差の影響 …………………………………… 飯嶋　久留美・佐藤　功暉

ブタ精子のガラス化凍結保存の試み ……………………………………… 前木　七奈・大野　群青

３）生物環境科学科

研究室名：土壌環境学

〈卒業論文〉

草地の更新が土壌中の水・溶質移動に与える影響 ……………………………………………… 河野　隼輔

草地の更新がN2Oガスフラックスに与える影響 ……………………………………………… 大森　加奈子

採草地斜面における平面的な水移動の評価 ……………………………………………………… 川村　知也

負圧浸入計を用いた黒ボク土畑の排水性の評価 ……………………………………………… 峰晴　菜々子

環境調査における簡易な測定機器の精度の検証 ………………………………………………… 栗田　直季

黒ボク土における熱水の温度変化が透水性に与える影響 ……………………………………… 永田　悠人

研究室名：植物生態学

〈卒業論文〉

養分転流に着目したオオハンゴンソウの７月刈取りの効果 …………………… 小林　愛実・立見　千尋

十和田市における薬用作物の栽培技術の確立　―センキュウに対するカリウムの追肥効果―

 …………………………………………………… 山下　百合恵

十和田市における薬用作物の栽培技術の確立　―栽培２年目のホソバオケラに対する摘芽、摘蕾処理の

効果― ……………………………………………………… 中村　実祈

十和田市における薬用作物の栽培技術の確立　―ウイキョウの種子について― ……………… 堀口　輝

十和田市における薬用作物の栽培技術の確立　―チョウセンゴミシの集合果実の形成について―

 ……………………………………………………… 持田　憩吾

研究室名：動物生態学

（卒業論文）

畜舎への鳥類侵入防除柵の効果の検討 ……………………………………… 井上　智香・上原　一紗

十和田市におけるアライグマの有効なベイトの検討 …………………………………………… 伊藤　大智

研究室名：環境情報学

〈卒業論文〉

豚の２次元画像から３次元画像の復元処理とその体重推移 …………………… 阿部　航也・大森　友佑

空間モデリングによるエゾノギシギシの凝集性の検証 ……………………………………… 及川　奈津子

マメ科混播草地におけるUAVを用いた草種の識別 ………………………………………………… 原　彪馬

エゾノギシギシの自動識別法の高精度化に向けた特徴量の検討 …………………………… 半澤　司温理

家畜ふん混合培地におけるふん微粒子のユーグレナ細胞数計測に与える影響 ……………… 清水　紗世
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３．その他の利用

　１）学　内

　２）学　外

日　時 研究室、担当教員 人数 内　容

５月27日 動物飼育学研究室

山﨑　淳　准教授

鍋西　久　講師

20名 北園幼稚園園児12名と随伴者数名

への羊の毛刈り体験学習の対応

10月11日～

　　10月14日

動物飼育管理学研究室

山﨑　淳　准教授

鍋西　久　講師

18名 紅葉祭の研究室展示

日　時 学校、団体 人数 内　容

ⅰ）見　学

６月25日 十和田市立法奥小学校１・２年生 20名 動物見学と動物とのふれあい

８月28日 学校法人さつき学園認定こども園

さつき幼稚園　５歳児クラス

48名 同上

８月29日 学校法人さつき学園認定こども園

さつき幼稚園　４歳児クラス

53名 同上

８月30日 学校法人さつき学園認定こども園

さつき幼稚園　３歳児クラス

43名 同上

ⅱ）体験学習

７月５日 十和田市立三本木中学校３年生 ４名 動物の給餌、牛の治療の見学、

ロープ編み

８月30日 十和田市立東中学校３年生 ５名 山羊、羊を畜舎へ戻す作業、羊毛

の手洗い、羊の給餌

９月４日 十和田市立甲東中学校３年生 ２名 動物の給餌、羊毛の手洗い

10月11日 青森県立三本木高等学校附属中学

校３年生

６名 動物の給餌、農場見学、ロープ編

み

高濃度オゾン水溶液による家畜排せつ物の再資源科　―牛糞浄化水を用いた白色腐朽菌の液体培養とリ

グニン分解酵素の抽出― ……………………………………………………… 柏倉　日向

ホタテ貝殻の再資源化に関する研究　―貝殻タイルの機能性の評価，貝殻溶解液の脱臭効果実験および

人工貝殻の作出― ……………………………………… 小林　美慧・佐藤　瑞紀

リモートセンシングによる飼料用トウモロコシの収量推定法の開発 ………………………… 谷口　北斗

飼料用トウモロコシ畑におけるUAVを用いた雑草診断法の検討 ………………………………… 濵田　凜

スペクトル特性を用いたマツ枯れ被害木の早期検出法の開発 ………………………………… 藤野　宏元

研究室名：動物生態学

〈卒業論文〉

畜舎への鳥類侵入防除柵の効果の検討 ……………………………………… 井上　智香・上原　一紗

十和田市におけるアライグマの有効なベイトの検討 …………………………………………… 伊藤　大智
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日　時 学校、団体 人数 内　容

ⅲ）その他来場者

６月１日 レア・シープ研究会　中川勤氏ほか ２名 凍結精液の輸送、実験の打ち合わせ

７月８日 スピニング中川麻子織物教室中川

麻子氏ほか

２名 羊毛の受け取り、場内見学

９月２日 同上 ２名 マンクス・ロフタン種譲渡につい

ての打ち合わせ

10月12日 同上 ２名 紅葉祭のワークショップ講師

10月17日 レア・シープ研究会　中川勤氏

有限会社ジャパン・ラム　河野博英氏

２名 マンクス・ロフタン種のラパAI
実施

１月31日 日本経済新聞　嶋田航斗氏 １名 マンクス・ロフタン種についての

取材



八雲牧場の教育・研究活動
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八雲牧場の教育・研究活動

１．教育活動

　１）実習

                                                                               

　学年　　 　科目名　　　　　　　期　　日　　　　　　学生　　　　指導（引率）教員　　　合計

                                                                               

　１）学内実習

　　２Ｅ　 　 実習　　　　　７月１日～７月３日　　　 42名　　　　　 　３名　　　　　 45名

　　　　　　　  　　　　　　７月３日～７月５日　　　 41名　　　　　 　２名　　　　　 43名　

　　２Ｚ　 　 実習　　　　　７月31日～８月３日　　　 34名　　　　　 　２名　　　　　 36名

　　　　　　　  　　　　　　８月５日～８月８日　　　 35名　　　　　 　２名　　　　　 37名

　　　　　　　  　　　　　　８月26日～８月29日　　　 35名　　　　　 　２名　　　　　 37名

　　　　　　    　　　　　　９月２日～９月５日　　　 34名　　　　　 　２名　　　　　 36名

　　１Ｍ　 　 実習　　　　　８月18日～８月21日　　　 33名　　　　　 　７名　　　　　 40名

　　　　　　    　　　　　　８月21日～８月24日　　　 14名　　　　　 　６名　　　　　 20名

　２）学外実習

　　ヤマザキ学園　　　　　　９月10日～９月11日　　　 20名　　　　　　 ２名　　　　　 22名

　　神戸大学　　　　　　　　９月12日～９月15日　　　 １名　　　　　　 １名

　　酪農学園大学　　　　　　９月12日～９月15日　　　 １名　　　　　　 １名

　２）卒業論文研究

研究室名：動物生殖学

附属FSC八雲牧場における過去10年間の日本短角種繁殖成績の分析 ………………… 添島　拓未

研究室名：動物代謝機能学

放牧牛肉への熱処理が脂肪滴含有筋線維の発現に及ぼす影響 ……………………………… 佐藤　江莉

放牧飼養した日本短角種の大腿二頭筋におけるDGAT2の発現 …………………………… 瀬尾　昂佑

北里八雲方式による耕作放棄地再生評価とその増体特性 …………………………………… 中村　明未

研究室名：栄養生理学

北里八雲牛の脂肪部位は人の機能性食品素材として利用できるか ………… 岩前　勇輝・河村　大樹

研究室名：食品機能安全学

日本短角種の牛肉における香気成分および呈味性への放牧飼養による影響 ……………… 岩城　祐奈
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２．研究室関係利用

   　 研　究　室　　　　　　　 期　　日

１）学部内

　動物代謝機能学　　　　４月10日～４月11日　　　　　髙橋(辰)助教

　　　　　　　　　　　　５月22日～５月26日　　　　　髙橋(辰)助教　　学生３名

　　　　　　　　　　　　７月17日～７月19日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　７月23日～７月26日　　　　　髙橋(辰)助教　　学生２名

　　　　　　　　　　　　10月28日～11月５日　　　　　学生１名

                  　    11月４日～11月５日　　　　　髙橋(辰)助教　　学生２名

　　　　　　　　　　　　11月７日～11月９日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　11月７日～12月６日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　11月18日～11月22日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　12月１日～12月14日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　12月９日～12月21日　　　　　学生１名

　生物環境解析学　　　　５月29日～５月30日　　　　　大出助教　　学生２名

　食品機能安全学　　　　７月18日～７月19日　　　　　学生１名

　　　　　　　　　　　　７月19日　　　　　　 　　　 有原教授

　動物生殖学　　　　　　９月13日　　　　　　　　　　永野教授　　桃沢講師

３．来訪者・視察・研修受け入れ

　 　期　日　　　　　　　 　視察・来訪者

４月27日　　　　　社会福祉法人月山福祉会３名

５月13日　　　　　日本畜産種子協会　２名

６月６日　　　　　みどりの森どうぶつクリニック　４名

６月13日　　　　　日本テレビ（spice factory）　２名

７月11日　　　　　Gladney Ranch 共同経営者・牧場長　２名

７月16日　　　　　小島商店様ご紹介者　加藤俊之氏　１名

７月16日　　　　　ヘルスコーチ　武川あい氏　２名

７月17日～19日　　日本テレビ撮影スタッフ　30名

７月23日　　　　　渡島農業委員会　31名

９月６日　　　　　大間農業委員会　７名

９月７日　　　　　ビオマーケット　２名

９月12日　　　　　北海道大学農学部　14名

９月17日　　　　　上智大学　17名

９月24日　　　　　北海道農業公社　２名

10月８日　　　　　八甲田牛関係者他　７名

10月９日　　　　　新函館農協長万部酪農生産部会　３名

10月９日　　　　　岩手県立盛岡農業高校　13名

10月17日　　　　　苫小牧農業委員会　14名

10月19日～20日　　東都生活協同組合　７名

10月24日　　　　　リボーンエコツーリズム　10名
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４．諸　活　動

　生産・販売活動など

６月６日　　　北里八雲牛普及推進協議会実行委員会（八雲）

６月26日      北里八雲牛産直会議(東京)

11月６日　　　北里八雲牛産直会議（帯広）

１月21日　　　北里八雲牛普及推進協議会実行委員会（八雲）

３月19日　　　北里八雲牛普及推進協議会総会（八雲）　中止

３月20日　　　北里八雲牛産直会議（八雲）　　　　　　中止　

　各種役員など

北里八雲牛普及推進協議会会長（寳示戸）

日本産肉研究会評議員（寳示戸）

日本産肉研究会評議員・企画担当（小笠原）

放牧型有機畜産推進委員会委員（小笠原）

全国放牧畜産ネットワーク協議会理事（小笠原）

北海道オーガニックビーフ振興協議会会長（小笠原）

鶴岡市障がい者の工賃向上の取り組み助言アドバイザー（小笠原）

八雲町総合開発委員会委員（小笠原）

八雲町獣医師会理事（小笠原）

八雲町農業振興協議会役員（小笠原）

八雲町農業振興協議会幹事（小野、山田）

八雲町家畜ふん尿バイオマス事業推進協議会（小笠原）

八雲町育成牧場運営委員会委員（小笠原）

八雲町産業連携推進協議会異業種交流部会委員（小野）

八雲町産業連携推進協議会都市・農山漁村交流推進部会委員（小野）

北海道家畜人工授精師協会代議員（山田）

道南家畜人工授精師協会理事（山田）

　　

　その他

４月８日　　　　　北海道短角牛振興協議会定期総会（札幌）　　

４月11日　　　　　北海道オーガニックビーフ振興協議会総会（帯広）

４月12日　　　　　農畜産振興機構事業ヒアリング（東京）

５月８日　　　　　第36回人工授精師協会代議員会（札幌）

５月９日　　　　　全国大学附属農場協議会春季全国協議会（東京）

６月16日　　　　　八雲町内イベント「世界耳釣り選手権大会」出店（八雲）

10月29日　　　　　北海道有機認証協会他　11名

10月29日　　　　　マルハニチロ他　10名

11月16日　　　　　日本テレビ　２名

12月５日          日本テレビ撮影スタッフ　６名

12月12日          テロワール・ドゥ　２名

２月３日　　　　　渡島総合振興局　２名

２月25日　　　　　渡島総合振興局　２名
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８月17日　　　　　東都生協新世代チャレンジプロジェクト組合員交流イベント（東京）

９月17日　　　　　日本畜産学会第126回大会２題発表（岩手）

９月18日　　　　　日本産肉研究会第24回大会（岩手）

10月12日　　　　　獣医学部紅葉祭出店（十和田）

10月17日～18日 　 第75回北海道家畜人工授精技術研修大会（帯広）

10月27日　　　　　八雲町内イベント「ハロウィンイベント」出店（八雲）

11月６日　　　　　北海道オーガニックビーフ振興協議会役員会（帯広）

11月６日　　　　　アニマルウェルフェア認証検討会（帯広）

11月７日　　　　　北海道肉専用種枝肉共励会（帯広）

11月７日　　　　　環境リサイクル肉牛協議会シンポジウム（帯広）

11月27日　　　　　日本産肉研究会赤身肉評価基準策定会議（仙台）

２月９日　　　　　八雲町さむいべや祭出店（八雲）

２月18日　　　　　全国放牧畜産ネットワーク協議会（東京）

３月27日　　　　　日本畜産学会第127回大会（３題発表予定）（京都） 　中止

３月28日　　　　　日本産肉研究会第25回大会（京都）　　　　　　    　中止



八雲牧場実習報告
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2019年度　動物資源科学科２年生　牧場実習報告

動物資源科学科２年　クラス主任　黒　瀬　陽　平
山　﨑　　　淳

１．初めに

　2019年度動物資源科学科２年生を対象とした牧場実習（１単位）が、１クラスを４班に分け、７月31日

から９月５日の間に、４期にわたり本学部附属フィールドサイエンスセンター八雲牧場において実施され

た。

　以下に実習の概要を記す。

２．目　的

　獣医学部附属フィールドサイエンスセンター八雲牧場における体験学習を通じて、肉牛生産牧場での作

業体系、作業機械・管理器具等の用途・取り扱い、家畜の管理法について学ぶとともに、資源循環型畜産

の実践牧場である八雲牧場の特徴を理解することを目的としている。また、酪農家や畜産施設の見学を通

して動物資源科学の一翼を担う畜産全般に対する理解を深めることも目的の一つである。

３．日程・実習参加者・引率教員

４．実習内容

１）事前説明

　八雲牧場および公共育成牧場の概要、八雲牧場と八雲町の共同事業に関した講義を受け、また、見学

先である佐藤牧場の佐藤氏から牧場概要の説明を受けるとともに、生産・加工方式の違いによる牛乳の

風味について、実際に全員で試飲しながら比較をおこなった。

２）牧場案内

　八雲牧場の概要（牛舎・作業機械・耳標・堆肥処理など）について、牧場内を歩きながら説明を受け

た（スタディウォーク）。八雲牧場が作成した実習のしおりに、説明を受けた事項について穴埋め形式

で記入し、確認をおこなった。次に八雲牧場展望台に行き、牧場全体の配置・面積などの説明を受け

た。

３）家畜

　実習内容は、①除角・去勢、②牛の保定方法と牛体観察の２つに大別された。

①除角・去勢：実習内容(作業の目的・畜産的意義）についての説明を受けた後、除角および去勢作業

をおこなった。

②牛の保定方法と牛体観察：実習内容の説明を受けた後、保定方法、体重および各種体部位の側尺をお

こない、さらに牛体表面部の観察をおこなった。

４）草地

　実習内容は、①簡易電気牧柵の設置および放牧牛の追い込み、②植生調査の２つに大別された。

班 出発日 帰着日 人数 引率教員

Ａ ７月31日（水） ８月３日（土） 35名（男子12名・女子23名） 黒瀬・山本

Ｂ ８月５日（月） ８月８日（木） 35名（男子13名・女子22名） 山﨑・長竿

Ｃ ８月26日（月） ８月29日（木） 35名（男子12名・女子23名） 髙橋・鈴木

Ｄ ９月２日（月） ９月５日（木） 34名（男子12名・女子22名） 桃沢・小宮
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①簡易電気牧柵の設置：実習内容の説明を受けた後、30ｍ×30ｍの正方形となるように簡易電器牧柵の

設置を工夫し、次に、その中へ牛を追い込む作業を試みた。

②植生調査：採草地または放牧地の植生調査をおこなった。１㎡内の冠部被度を測り、その中の牧草を

刈り取り、全体の重量、また、それぞれの草種に分け、草種ごとの重量を測定した。冠部被度と実際

の重量の整合性を確認した。

５）牛群大移動

　全班員により放牧地（４牧区）から牛群を牛舎まで移動させた。最初に内容の説明を受けたが、作業

自体は学生自らが考え、行動する形とし、団体作業の習得・実践を目的とした。

６）食肉（官能試験）

　最初に食肉に関する講義（簡単な食肉に関する情報、北里八雲牛の出荷や官能試験の意義など）を受

けた後、北里八雲牛と市販の一般的な牛肉と食べ比べ、用意されたアンケート用紙に記入した。

７）実習総合テスト

　牧場ラリー形式の実習修得度をはかるテストを受けた。テスト終了後、全体で各項目の報告を行い、

実習修得度を把握した。また、実習全体に関する質疑応答の時間を設けた。

【実習日程】

日程 時刻 １班 ２班 ３班 ４班

１日目
14：30～15：30 ガイダンス

15：30～17：30 スタディウォーク

２日目

 8：45～10：15 除角 ･去勢 牛体観察 牛の追い込み ･頭絡

10：15～11：45 牛体観察 除角 ･去勢 植生調査

12：00～13：00 昼食

13：15～14：45 植生調査 除角 ･去勢 牛体観察

14：45～16：15 牛の追い込み ･頭絡 牛体観察 除角 ･去勢

19：30 酪農家 (佐藤正之氏 )講義

3日目

 8：30～11：45 学外見学

11：45～12：30 食味試験

12：30～13：15 昼食

13：30～16：00 実習テスト

16：10～16：40 農業改良普及センターの説明会

16：40～17：30 講義（小笠原講師）

  18：00～ 懇親会

４日目
 8：45～9：45 牛群大移動

10：00～10：45 牧場実習反省会

【実習指導担当者】

○農場教員：小笠原英毅（講師）、牛木信夫獣医師（非常勤講師 ･開業獣医）、佐藤正之（非常勤講師 ･佐

藤牧場）

○農場職員：小野　泰（教育系技術職係長）、山田拓司（教育系技術職主任）、森岡　愛（教育系技術職主

任）、庄司勝義（教育系技術職）、西澤和也（教育系技術職）、久保裕一（教育系技術職）、板木海斗

（臨時職員）

○実習所管理兼事務：富澤祐二（技能職）、冨澤芳子（技能職）
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５．実習を終えて

　本年度の牧場実習において、実習内容に関する大きな事故はなく、参加者全員が無事実習内容を終える

ことができた。

　実習では、除角、去勢などの肉牛管理作業や牧柵の設置、植生調査などの草地管理作業を２日間にわたっ

て体験し、八雲町内にある本学卒業生が経営の中心となっている株式会社 学林ファームと町営の育成牧

場も見学した。学林ファームは搾乳ロボットの導入、「農場 HACCP」や「JGAP」の認証を受けており、

学生は最先端の酪農場の施設や生産に取り組む意識にも触れることができた。

また、八雲牧場で生産された牛肉と市販の牛肉との比較、搾りたての牛乳と市販乳との比較といった生産

物に関する実習もおこなった。

　八雲牧場は、資源循環型畜産経営を実践する牧場で、完全自給飼料による肉牛生産を行っており、化学

肥料や農薬を一切使わない有機畜産の認定も受けている。そのためか、近年はイナゴやヒナバッタが大量

発生して牧草を食い荒らし、飼料の収量が減少するなどの問題が発生したが、刈り取り時期などを工夫す

ることで被害抑制に目途が立ってきたとの話を聞くことができた。このような日本国内での先進事例を実

践する上で生じた問題とそれに対する農場の対策も学生の印象に残ったのではないだろうか？

　実習は泊まりがけでおこなうため食事および宿泊施設の提供も伴う。今回の実習では予め、学生全員に

食物アレルギーや要配慮事項の調査をおこない、十分対応して学生を迎え入れたが、食物由来のアレルギー

による事故が発生した。原因は、学生本人が自覚していなかった食物由来のアレルギーによるものであっ

た。幸い、牧場教職員および引率教員の適切な対応により大事には至らなかった。

　今後は、アレルギーを疑われる学生には事前に、正確なアレルゲン試験を受けてもらうなどの対応が必

要であろう。

　附属牧場での実習は、携帯電話もつながりにくいような、日常生活から離れた環境で行われるが、北海

道の自然の中でのびのびと作業ができて、良い経験になったのと考えられる。

　牧場実習は八雲総合実習所での３泊４日というスケジュールでおこなわれるため、十和田キャンパスで

通常おこなわれる実習と異なり、学生同士の距離も縮まり、親密さが増したように感じられた。学業とい

う面にとどまらず大学生活全般にわたり、残りの大学生活をより充実させるきっかけになったと思われた。

　最後に、今回、動物資源科学科２年次学生全員が実習を終えることができました。実習内容の立案から

指導までを担当した八雲牧場の教職員の皆様、非常勤講師として指導された牛木信夫獣医師・佐藤正之氏、

引率教員の皆様ならびに関係各位に対して、ここに記して感謝いたします。
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2019年度　生物環境科学科２年生　生物環境科学実習報告

生物環境科学科　森　　　　　淳
岡　田　あゆみ

１．はじめに

　2019年７月１日（月）から５日（金）まで、FSC八雲牧場および北海道道南部地域で、生物環境科学科２年

生を対象に「生物環境科学実習」が行われた。当初の参加予定は84名であったが、１名が急病により実習

を欠席したため、Ａ班42名・Ｂ班41名となり、Ａ班は７月１日（月）～３日（水）、Ｂ班は７月３日（水）～５

日（金）の期間でそれぞれ実習を行った。なお、引率教員はＡ班は森教授、樽屋教授、落合講師、Ｂ班は岡

田准教授、馬場准教授であった。

　本実習は、生物環境科学に関連する複数の施設で見学・実習を行う。野生動物飼育施設や水利施設では

見学によって各事業の全体像と意義を学び、FSC八雲牧場では資源循環型畜産およびそれを取り巻く環境

について学ぶことを目的としている。学生の理解を深めるため、１年次の生物環境科学概論Ⅰ・Ⅱや２年

次の生物環境科学実習の時間内に各系が関連する内容の講義を行っている。その後に学外実習を行い、実

際に聴き取り、質問、体験することによって、それぞれの施設の役割について学生が理解を深める構成に

なっている。 

 

２．実習内容

　Ａ・Ｂ班ともに、１日目に野生動物保護・飼育施設としての浅虫水族館を見学した。つぎにFSC八雲牧

場に向かい、寶示戸フィールドサイエンスセンター長より講義を受けた。講義では、日本の低い食料自給

率と余剰窒素問題に関連して、八雲牧場で実施している資源循環型畜産の意義が説明された。２日目の午

前には、両班ともさらに２つのグループに分かれ、１つのグループは最先端設備を備えた八雲町内の大規

模酪農施設（学林ファーム）と八雲町育成牧場を見学した。２つ目のグループは３つの班に分かれ、八雲

牧場内で牧場の教職員の指導のもと、それぞれ牛の追い込み、牛体観察、堆肥観察を順に行った。昼食前

に小笠原講師の指導により、八雲牛肉を含めた畜肉の官能試験を行った。午後からは、午前とグループを

入れ替えて同様に実習を行った。夕食前に八雲町農林課の担当者から八雲町の概要および産業について講

義があった。最終日である３日目は、午前に八雲牧場のスタディウォークを行い、牧場の広大な風景を堪

能するとともに、クローバーの根粒を観察して根粒菌が八雲牧場の資源循環型畜産に果たしている役割を

学んだ。その後牧場を広く使って牛群大移動を行った。午後からはバスで北斗市に移動し、きじひき高原

に立ち寄った後、農業用水の確保と水道用水の安定供給を目的として建設された重力式コンクリートダム

（大野ダム）を見学した。現地でダムの構造と意義の解説を聞き、施設を見学した。

 

３．実習および課題・成績評価

　一時的な体調不良で実習の一部を欠席した学生はいたが、全体としては大きなトラブルもなく順調に進

行した。実習後に「生物環境科学実習で学んだこと」のレポート課題を課し、水族館見学、八雲牧場実習、

八雲町内での牧場見学、農業水利施設見学の項目ごとに報告や意見を整理して記述し、A4レポート用紙

で提出することとした。なお、成績は提出されたレポートの内容に基づいて学生ごとに評価した。

 

４．さいごに

　本実習の最大のメリットは、学生個人が実際に観たり、聴いたり、触ったりなどすることで、これまで

学んだ種々の諸知識が連結したり、卒業後の社会実装を見通すきっかけを抱ける点が含まれると思われる。

なぜなら、学生の多くがレポートにこれらの内容が反映されていたことや実習中での所感を学生から聞い

たからである。このことは、毎年の本報告でも同様に評価されており、多くの学生にとって貴重な機会で

あったと推測される。今後も、生物環境科学科において、本実習が学生に高い教育効果が得られ続けるこ

とを期待したい。最後に、本実習にご協力頂きましたFSC八雲牧場の教職員の皆様、八雲町、北海道渡島 

総合振興局の担当者方々に厚くお礼を申し上げます。
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2019年度　八雲牧場学生実習アンケート結果報告

講師　小笠原　英　毅

１．はじめに

　八雲牧場では2015年度より学生への実習内容の充実を図るため、学生実習のアンケート調査を開始し

た。2019年度の調査内容は以下の通りである。

　八雲牧場　実習アンケート2019

　記入月日　　年　　月　　日

質問１

あなたは今回の実習を体験してどう感じましたか。

１．とても良かった

２．良かった

３．普通

４．悪かった

質問２（複数項目可）

とくに印象的な実習項目は何ですか？

質問３

今後の八雲牧場での実習について要望があれば書いてください。

２．アンケート結果

　１）生物環境学科

　「あなたは今回の実習を体験してどう感じましたか」は、「とても良かった」が59名（71％）、「良かっ

た」が15名（18％）、「普通」が９名（11％）であった。

　「特に印象的な実習項目は何ですか」では「簡易電気牧柵の設置と牛の誘導方法の習得」が35％、「牛

群大移動」が28％、「牛体と部位説明」が22％、「食味調査実習」が５％、「堆肥実習」が５％、「スタ

ディウオーク」４％、「佐藤牧場」が１％であった。

　「実習についての要望」は多くがモバイル通信の環境改善、食事の量が多いなどであった。

　２）動物資源学科

　「あなたは今回の実習を体験してどう感じましたか」は、「とても良かった」が120名（86％）、「良かっ

た」が15名（11％）、「普通」が４名（３％）であった。

　「特に印象的な実習項目は何ですか」では「除角・去勢実習」が71％、「牛群大移動」が７％、「簡

易電気牧柵の設置と牛の誘導方法の習得」が11％、「佐藤牧場」が３％、「食味調査実習」が２％、「牛

体と部位説明」、「頭絡作り」、「スタディウオーク」、「講義」などがそれぞれ１％であった。

　「実習についての要望」は実習所の部屋が暑い、虫が部屋に入ってこないようにしてほしいなど、

建物に対する要望とスケジュールに余裕がないという声が多かった。
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　３）医学部

　医学部の実習は生物資源学科および動物資源学科の実習項目とは大きく異なるが、同様のアンケー

ト調査を行った。

　「あなたは今回の実習を体験してどう感じましたか」は、「とても良かった」が39名（83％）、「良かっ

た」が８名（17％）であった。

　「特に印象的な実習項目は何ですか」では「簡易電気牧柵の設置と牛の誘導方法の習得」が44％、「牛

群大移動」が11％、「渓流釣り実習」が22％、「牛体と部位の説明」が10％、「BBQ」、「頭絡作り」で

それぞれ５％以下であった。

　「実習についての要望」は実習期間を増やしてほしいという声が多かった。

　４）ヤマザキ学園大学

　ヤマザキ学園大学の実習は医学部実習とほぼ同様である。

「あなたは今回の実習を体験してどう感じましたか」は、「とても良かった」が19名（95％）、「良かった」

が１名（５％）であった。

　「特に印象的な実習項目は何ですか」では「簡易電気牧柵の設置と牛の誘導方法の習得」が59％、「渓

流釣り実習」が７％、「牛体と部位説明」が20％、「講義」、「牛群大移動」がそれぞれ６％であった。

　「実習についての要望」は特になかった。



フィールドサイエンスセンター業務報告
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2019年度　ＦＳＣ教職員組織

 （2020年３月31日現在）

センター長 ： 寳示戸　雅　之（教授・兼任）

教育・研究支援農場

（十和田農場）

農　場　長：黒　瀬　陽　平（教授・兼任）

教　　　員：畔　柳　　　正（准教授）

教育系技術職員：久保田　博　昭（主　任）

教育系技術職員：久保田　昭　二（主　任）

教育系技術職員：南　部　剛　寛（主　任）

教育系技術職員：久　保　祐　一 

教育系技術職員：岩　城　ゆ　い 

環境保全型畜産研究牧場

（八雲牧場）

牧　場　長：寳示戸　雅　之（教授・兼任）

教　　　員：小笠原　英　毅（講　師）

教育系技術職員：小　野　　　泰（係　長）

教育系技術職員：山　田　拓　司（主　任）

教育系技術職員：森　岡　　　愛（主　任）

教育系技術職員：庄　司　勝　義 

教育系技術職員：西　澤　和　也

技 能 職 員：冨　澤　祐　二
（実習所職員兼事務職員）

技 能 職 員：冨　澤　芳　子
（実習所職員兼事務職員）

臨 時 職 員：板　木　海　斗

研究補助員：石　井　絵　梨
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十　和　田　農　場

十和田農場長　教授　黒　瀬　陽　平

１．教育・研究支援部門（十和田農場）概況（黒瀬）

　１）人　事

　４月１日付けで技能職員３名（久保田博昭主任、久保田昭二主任、南部剛寛主任）が教育系技術職

員に職種変更された。４月１日付で臨時職員として赤石明浩氏が採用された（５月30日退職）。学生

アルバイト８名（４Ｚ：１名、３Ｖ：１名、３Ｚ：２名、３Ｅ：１名、２Ｖ：２名、２Ｚ：１名）が

土日・休日の作業補助として雇用され、４月12日から仕事をスタートした（2021年３月末まで雇用延

長）。８月１日付で臨時職員として吉田浩二氏が採用された（９月９日退職）。12月９日から佐々木康

徳氏が臨時職員として入職した（１月31日退職）。３月１日付で教育系技術職員として久保裕一氏が

FSC八雲牧場から着任した。FSCセンター長寶示戸雅之教授およびFSC教員の畔柳正准教授が３月

31日付で退職された。

　２）特記事項

　９月13日に北海道白糠町茶路めん羊牧場で開催された羊の人工授精実技講習に久保田昭二主任と岩

城ゆい教育系技術職員が参加した。９月19日、20日開催の全国農場協議会秋季大会に、十和田農場か

ら久保田昭二主任が参加した。パナソニック株式会社およびライフソリューションズ社との間で共同

研究（動画連続撮影による豚の体重推定システムに関する研究、研究代表者：黒瀬陽平、研究方法の

実施：皆川秀夫、技術評価・豚房試験管理：南部剛寛）の契約が交わされた（2020年12月31日まで）。

２.実験実習家畜棟　（久保田　昭二・岩城　ゆい）

　１）家畜棟の利用状況

　実験実習家畜棟（牛・羊・山羊）を利用した実習および実験・研究の概要を表１および表２にそれ

ぞれ示した。実習の利用では獣医学科10科目、動物資源科学８科目、生物環境科学科１科目であり、

前年と比べ獣医学科、動物資源科学科および生物環境科学科ともに増減はなく昨年度と同じであった。

試験・研究の利用は動物資源科学科の４研究室（動物飼育管理学、動物生殖学、栄養生理学および動

物代謝機能学）と獣医学科３研究室（獣医微生物学、獣医衛生学および大動物臨床学）、生物環境科

学科２研究室（動物生態学および環境情報学）が主に利用した、修士課程および学外からの利用はな

かった。

　一方その他の利用として、動物飼育管理学研究室が５月27日に学校法人青森山田学園青森大学附属

北園幼稚園（園児12名と随伴者数名）の羊の毛刈り体験のために、また10月11日から10月14日には紅

葉祭の研究室展示のため利用した。

　学外の利用としては、６月25日に十和田市立法奥小学校１・２年生20名が、８月28日から30日の３

日間に認定こども園さつき幼稚園の園児と随伴者計144名がそれぞれ動物の見学とふれあいのため来

場した。また職場体験学習として、７月５日に十和田市立三本木中学校の３年生４名、８月30日に十

和田市立東中学校の３年生５名、９月４日に十和田市立甲東中学校の３年生２名、10月11日に青森県

立三本木高等学校附属中学校の３年生６名が、それぞれ動物の給餌や畜舎の清掃などを体験した。さ

らに、６月１日にレア・シープ研究会の中川氏らが凍結精液の輸送などのため来場し、７月８日、９

月２日、10月12日にはスピニング中川麻子織物教室の中川氏らが羊毛の受け取りや紅葉祭でのワーク

ショップ開催のために来場、10月17日にはレア・シープ研究会の中川氏、有限会社ジャパン・ラムの

河野氏２名がマンクス・ロフタン種のラパ AI 実施のために来場した。加えて、１月31日に日本経済

新聞社の嶋田氏が、マンクス・ロフタン種についての取材に訪れた、その記事は２月９日の日経 MJ
に掲載されている。
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　２）牛の飼養状況

　牛の飼養状況を表３に示した。牛の生産状況は分娩数が５頭で７月に１頭（B7326）、８月に１頭

（N8106）、２月に３頭（B0302、B5321およびB5319）が分娩した生産頭数は雄４頭、雌１頭で内雄１

頭が逆子により死産だった。生まれた子牛は５頭が人工授精で、受精卵移植はなかった。一方、出荷

の頭数は経産牛１頭（N8106）および子牛１頭（N8834）を日本短角推進協会へ販売した、青森県家

畜市場への出荷はなかった、学内への供給は２Ｚ解剖学実習へ１頭（C7227）を供給した。繁殖関係

では人工授精で２頭（B3314およびB3315）が受胎し１頭（N5118）が不受胎であった。受精卵移植

は実施しなかった。

　2020年３月31日現在の牛飼養頭数は日本短角種 4 頭（雌２頭、雄２頭）、黒毛和種９頭（雄２頭、

雌７頭）、褐毛和種雌１頭（雌１頭）、ヘレフォード種２頭（雌２頭）、シャロレー種１頭（雌１頭）

の合計17頭と前年に比較して１頭増であった。

　３）緬羊の飼養状況

　サフォーク種の繁殖羊の分娩、飼養状況を表４に、実験・実習供給羊の飼養状況を表５に、マンク

ス・ロフタン種の飼養状況を表７に示した。羊（サフォーク種）の実験・実習への供給は動物代謝機

能学研究室へ４頭（去勢雄４頭）を供給した、学外への供給はなかった。一方、出荷の頭数は７頭（雌

羊７頭）を十和田市内のラム善へ２頭、日本短角推進協議会へ５頭出荷した。

　繁殖状況は９月から10月に繁殖雌10頭に対し自然交配を行い、10頭が受胎した、２月から３月に10

頭が分娩した、産子数は17頭で死産はなかった、生存頭数は17頭で雄５頭、雌12頭であった。双子が

７腹、単子が３腹であった。

　2020年３月31日現在の飼養頭数は雄２頭、繁殖用雌９頭、当歳雌６頭の合計17頭であった。

　マンクス・ロフタン種の繁殖状況は10月から11月に繁殖雌５頭に自然交配を行い、５が受胎し３月

に３頭、４月に２頭が分娩した、産子数は９頭（雄３頭、雌６頭）であった。出荷の頭数は８頭（雄

１頭、雌２頭、去勢５頭）で、十和田市内のラム善へ２頭（雄１頭、雌１頭）、日本短角推進協議会

へ４頭（去勢４頭）、大鰐自然村へ２頭（雌１頭、去勢１頭）出荷した。

　2020年３月31日現在の飼養頭数は雄２頭、雌10頭の合計12頭であった。

　４）山羊（日本ザーネン種）の飼養状況

　山羊の飼養状況および分娩状況を表６に示した。繁殖状況は５月に１頭が分娩した、産子数は２頭

（雄１頭、雌１頭）であった。学科への供給は動物資源科学科へ１頭（雄１頭）を供給した。出荷の

頭数は６頭（雄１頭、雌２頭、去勢３頭）で、十和田市内のラム善へ出荷した。

　2020年３月31日現在の飼養頭数は雄１頭、雌３頭の合計４頭であった。
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表１　実験実習家畜棟（牛・羊・ヤギを含む）を利用した実習科目名および内容

実 習 学 科 目 名 対象学年＊ 実　　習　　内　　容 期　　間

動物飼育管理学実習 ２Ｚ 羊の剪毛（羊）、家畜の行動制御（牛） ４～７月

個体識別（羊への耳標装着）、牛の鼻紋採取

家畜の健康（牛、羊、ヤギ）、家畜の扱い（牛）

家畜のスケッチ（牛、羊、ヤギ）

牛の肢蹄管理と削蹄（牛）

動 物 栄 養 学 実 習 ２Ｚ 羊の消化率測定 12月

応用動物行動学実習 ３Ｚ ヒツジの行動調査 ５月

動 物 生 殖 学 実 習 ３Ｚ 牛の精液採取、検査 ５月

動物感染予防学実習 ３Ｚ 牛血液培養など ６月

動 物 生 化 学 実 習 ３Ｚ ウシ血漿タンパク質定量、グルコース、ケント体定量 ４～７月

家 畜 審 査 論 実 習 ４Ｚ 牛の体尺測定と外貌審査、得点など ４月

家 畜 人 工 授 精 及 び
受 精 卵 移 植 講 習 会

４Ｚ 牛の発情観察と直腸検査、牛の精液注入等の実習 ９～２月

獣 医 入 門 学 実 習 ２Ｖ 牛の飼育方法、品種、特徴、差異の説明など ５月

獣 医 生 化 学 実 習 ２Ｖ ウシ血漿タンパク質定量、グルコース、ケント体定量 ４～７月

獣 医 生 理 学 実 習 Ⅱ ２Ｖ 血液凝固の実験（牛の血液使用） 12月

獣 医 細 菌 学 実 習 ２Ｖ 細菌学実習、細菌培養など（羊の血液使用） 通年

獣 医 感 染 病 学 実 習 ３Ｖ 伝染病学実習、細菌培養など（羊の血液使用） 後期

大動物総合臨床学Ⅰ 
（ 家 畜 の 繁 殖 学 ）

４Ｖ 牛の精液採取法の見学および精液性状検査 12月

獣 医 衛 生 学 実 習 ４Ｖ 畜舎内の環境因子の測定（温度、湿度、臭気、細菌数） ４月

獣 医 繁 殖 学 実 習 ４Ｖ 雄畜の生殖器審査法と触診（牛、ヤギ） ７月

牛の妊娠診断法の見学

大 動 物 病 院 実 習 ５Ｖ 牛の採血 後期

大動物総合臨床学Ⅱ 
（ 家 畜 の 外 科 学 ）

５Ｖ 牛の削蹄、山羊、羊の去勢 ６月

動 物 総 合 科 学 実 習 ３Ｅ 家畜管理、草地管理、畜舎の環境、ヒツジの毛
刈など

４～７月

　＊数字は学年を示す。Ｚ：動物資源科学科　Ｖ：獣医学科　Ｅ：生物環境科学科
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表２　試験・研究で実験実習家畜棟（牛・羊・ザーネンを含む）を利用した研究室および研究課題名

利 用 研 究 室 名 研　　　　究　　　　課　　　　題　　　　名

動 物 飼 育 管 理 学 画像解析による黒毛和種繁殖雌牛の分娩兆候の検出

取り扱い訓練によるヒツジの人への許容性向上についての評価

家畜羊の音響誘導に用いる最適音域の選定

代謝プロファイルテストの簡易化および尿中成分活用の可能性について

マンクスロフタン種のCT撮影時における鎮静剤投与量の選定

中学校技術科生物育成分野における「動物の飼育」に対する青森県内中学教
員・生徒・保護者の意識調査

動 物 生 殖 学 めん羊の精巣上体精子の凍結保存におけるOrvus ES Pasteの影響

マンクス・ロフタン種めん羊の発情同期化および人工授精

動 物 代 謝 機 能 学 ヒツジへのセレン酵母給与がインスリン分泌および感受性に及ぼす影響

栄 養 生 理 学 地域ブランド牛に給与される清酒粕のルーメン内発酵特性の解析

清酒粕のin vitroルーメン発酵に及ぼすその種類または飼料添加の影響

大 動 物 臨 床 学 FSC十和田農場の綿羊（サフォーク種）への駆虫が消化管内線虫卵排出と
末梢血単核球及び血液性状に及ぼす影響　

獣 医 衛 生 学 Rhodococcus equi組換えVapN抗原を用いたELISAの確立と沖縄県における
ヤギの疫学調査

獣 医 微 生 物 学 細菌培養のための血液寒天培地作成

動 物 生 態 学 畜舎への鳥類侵入防除柵の効果の検討

環 境 情 報 学 家畜ふん混合培地におけるふん微粒子のユーグレナ細胞数計測に与える影響

高濃度オゾン水溶液による家畜排せつ物の再資源科
―牛糞浄化水を用いた白色腐朽菌の液体培養とリグニン分解酵素の抽出―

ホタテ貝殻の再資源化に関する研究
―貝殻タイルの機能性の評価，貝殻溶解液の脱臭効果実験および人工貝殻の
作出―
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表３　牛の飼養状況（2019年度）

品　　種 個体番号 性別 生年月日 産暦 備　　　　　考

日本短角種 Ｎ　9805 ♂ 09.09.20 - 種雄牛

日本短角種 Ｎ　5118 ♀ 15.04.26 1 19.11.21AI（国灰）　不受胎

日本短角種 Ｎ　8133 ♀ 18.08.15 0

日本短角種 Ｎ　9836 ♂ 19.08.10 -

黒 毛 和 種 Ｂ　0302 ♀ 10.08.30 3 19.04.19AI（福之姫）　20.02.02♂39.4㎏（逆子死産）

黒 毛 和 種 Ｂ　3314 ♀ 13.09.16 1 19.11.21AI（福之姫）

黒 毛 和 種 Ｂ　3315 ♀ 13.10.29 2 19.11.21AI（茂花国）

黒 毛 和 種 Ｂ　5319 ♀ 15.05.24 0 19.04.28AI（美津照重）　20.02.14♂分娩27㎏

黒 毛 和 種 Ｂ　5321 ♀ 15.11.02 0 19.04.26AI（福之姫）　　20.02.13♂分娩36㎏

黒 毛 和 種 Ｂ　7326 ♀ 17.02.10 0 18.10.09AI（美津照重）　19.07.23♀分娩22.6㎏

黒 毛 和 種 Ｂ　9335 ♀ 19.07.23 0

黒 毛 和 種 Ｂ　0801 ♂ 20.02.13 -

黒 毛 和 種 Ｂ　0802 ♂ 20.02.14 -

ヘレフォード種 ｈ　1601 ♀ 11.07.24 2

ヘレフォード種 ｈ　6623 ♀ 16.09.05 0

褐 毛 和 種 Ｒ　2012 ♀ 12.10.04 0

シャロレー種 Ｃ　2201 ♀ 12.04.03 1

日本短角種 Ｎ　8106 ♀ 08.12.14 6
18.10.31AI（幸伯）　19.08.10♂分娩39㎏
20.03.19日本短角推進協議会へ出荷

日本短角種 Ｎ　8834 去 19.02.22 - 20.03.19日本短角推進協議会へ出荷

シャロレー種 Ｃ　7227 ♀ 17.04.22 0 20.03.13　２Ｚ解剖学実習へ供給

2020年３月31日現在の頭数　　♀14頭　　♂２頭　　合計16頭
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個体番号 性別 生年月日 分娩日 産暦
出生頭数

備　　　考
頭数 ♂ ♀

1502 ♀ 15.03.23 19.03.08 3 2 2

1504 ♀ 15.03.23 19.02.23 3 2 2

1505 ♀ 15.03.23 19.02.26 3 1 1

1509 ♀ 15.04.06 19.02.24 3 2 2 19.12.05ラム善へ出荷

1601 ♀ 16.03.18 19.03.02 2 1 1 19.03.06子羊死亡　19.03.07親羊死亡

1602 ♀ 16.03.18 19.02.19 2 2 1 1

1605 ♀ 16.03.19 19.02.23 2 2 1 1

1607 ♀ 16.03.20 19.02.23 2 2 2

1705 ♀ 17.04.07 19.02.21 初 1 1 19.12.05ラム善へ出荷

1707 ♀ 17.04.07 19.02.24 初 2 1 1

2013-32 ♂ 13.02.23

1951 ♂ 19.02.19

表４　繁殖めん羊の分娩および飼養状況（2019年度）
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個体番号 性別 生年月日 備　　　　　　　考

1803 ♀ 18.04.07

1804 ♀ 18.04.07

1902 去勢 19.02.23 20.03.27動物代謝機能学研究室へ供給

1903 去勢 19.02.23 20.03.27動物代謝機能学研究室へ供給

1904 去勢 19.02.23 20.03.27動物代謝機能学研究室へ供給

1905 去勢 19.02.24 20.03.27動物代謝機能学研究室へ供給

1901 ♀ 19.02.19 繁殖候補育成

1902 ♀ 19.02.21 繁殖候補育成

1903 ♀ 19.02.23 繁殖候補育成

1904 ♀ 19.02.23 19.12.17日本短角推進協議会へ出荷

1905 ♀ 19.02.23 繁殖候補育成

1906 ♀ 19.02.24 19.12.17日本短角推進協議会へ出荷

1907 ♀ 19.02.24 20.01.14日本短角推進協議会へ出荷

1908 ♀ 19.02.24 繁殖候補育成

1909 ♀ 19.02.26 繁殖候補育成

1910 ♀ 19.03.08 20.01.14日本短角推進協議会へ出荷

1911 ♀ 19.03.08 20.01.28日本短角推進協議会へ出荷

表５　実験・実習供給めん羊の飼養状況（2019年度）
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個体番号 性別 生年月日 分娩日 産暦
出生頭数 備　　　考

頭数 ♂ ♀

1508 ♀ 15.04.15 1

1708 ♀ 17.06.15 19.05.29 1 2 1 1

1901 ♂ 19.05.29 -

1902 ♀ 19.05.29 0

1312 ♀ 13.04.17 1 19.07.09ラム善へ出荷

1314 ♀ 13.04.19 1 19.06.06ラム善へ出荷

1701 ♂ 17.03.27 - 19.07.09ラム善へ出荷

1703 ♂ 17.04.27 - 19.07.17動物資源科学科へ供給

1704 去勢 17.04.27 - 19.06.06ラム善へ出荷

1705 去勢 17.06.12 - 19.05.21ラム善へ出荷

1707 去勢 17.06.15 - 19.05.21ラム善へ出荷

　表６　山羊（日本ザーネン種）の分娩および飼養状況（2019年度）
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表７　めん羊（マンクス・ロフタン）の分娩および飼養状況（2019年度）

個体番号 性別 生年月日 産暦
出生頭数

備　　　考
頭数 ♂ ♀

1601 ♂ 16.03.27 -

青119 ♂ 17.04.27 - 17.09.30北海道ハイジ牧場から転入

1301 ♀ 13.03.15 4 2 1 1 19.03.27分娩　　20.01.13交配

1304 ♀ 13.05.01 3 2 1 1 19.03.31分娩

1505 ♀ 15.04.10 2 2 1 1 19.03.31分娩　　20.01.12交配

1602 ♀ 16.04.03 0 20.10.18AI

1802 ♀ 18.04.05 0 20.10.18AI

1901 ♀ 19.03.27

1903 ♀ 19.03.31

1907 ♀ 19.04.06

1908 ♀ 19.04.06

1909 ♀ 19.04.15

1902 去勢 19.03.27 19.09.18大鰐自然村へ出荷

1036 ♂ 10.03.06 - 19.10.12死亡（老衰）

1037 ♀ 10.03.07 5 1 1 19.04.15分娩　　19.11.11病理解剖へ提供

1905 ♀ 19.03.31 19.12.02大鰐自然村へ出荷

1803 去勢 18.04.10 - 19.12.10日本短角推進協議へ出荷

1804 去勢 18.04.10 - 19.12.10日本短角推進協議へ出荷

1302 ♂ 13.03.15 - 20.01.23ラム善へ出荷

09311 ♀ 09.03.11 5 2 2 19.04.06分娩　20.01.23ラム善へ出荷

1904 去勢 19.03.31 - 20.02.04日本短角推進協議会へ出荷

1906 去勢 19.03.31 - 20.02.04日本短角推進協議会へ出荷
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３．豚舎（南部　剛寛）

　１）豚舎および豚を用いた教育・研究での利用状況

　豚舎および豚を用いた実習および試験・研究の利用状況を表８および表９にそれぞれ示した。実習

での豚舎および豚の利用は、動物資源科学科４科目、生物環境科学科１科目、獣医学科では７科目に

利用された。各科目の実習内容とその実施期間は前年度とほぼ同様であった。この他に小動物第２外

科で実験時における豚採血の手技習熟のための利用があった。

　試験・研究では、動物資源科学科２研究室、生物境科学科１研究室、獣医学科では１研究室で卒論

研究の利用があった。この他、前年度から継続して生物環境科学科の研究室から協同研究の協力依頼

が１件あり対応した。

　２）種豚の飼養状況

　2019年４月１日から2020年３月31日までの種豚の飼養状況を表10に示した。2019年度の期首頭数は

種雄豚５頭、繁殖雌豚14頭で、2020年３月末での種豚の飼養頭数は、種雄豚６頭、繁殖雌豚14頭の合

計12頭で、期首頭数から種雄豚は１頭増え、繁殖雌豚では２頭減っている。

　2019年度の種豚の更新状況は、種豚候補として、ランドレース種は３頭（雄１頭、雌２頭）、大ヨー

クシャー種は雄２頭、デュロック種は４頭（雄２頭、雌２頭）および、バークシャー種は雄１頭を選

抜し供用する予定である。一方、廃用および候補豚の除外では、ランドレース種で５頭（雄２頭、雌

３頭）、大ヨークシャー種で雄２頭、デュロック種は雌２頭およびバークシャー種は雌１頭を廃用と

した。また、事故および疾病による種豚の死亡はなかった。

　３）繁殖雌豚の種付けおよび子豚の生産状況

　月別の繁殖および子豚の生産状況を表11に示した。2019年度中の繁殖雌豚の交配延べ頭数は28頭（自

然交配：15頭、人工授精：13頭）で、その内20頭（自然交配：12頭、人工授精：８頭）が受胎した。

受胎率は71.4％（自然交配：80.0％、人工授精：61.5％）であった。

　分娩延べ頭数は18頭で、その総産子は163頭、哺育開始子豚は144頭で総離乳子豚は140頭であった。

一腹当たりの産子数および離乳数の平均は、それぞれ9.1および7.8頭であった。

　４）豚の衛生検査状況

　2019年度の衛生検査は10月末に種豚12頭および３ヶ月齢以上の肥育豚８頭の合計20頭から採血し

検査を実施した。検査はオーエスキー病（以下、AD）、豚繁殖・呼吸障害症候群（以下、PRRS）、

豚流行性下痢（以下、PED）、豚伝染性胃腸炎（以下、TGE）および豚コレラを対象とした。AD、

PRRS、PED、TEG および豚コレラの検査は青森県十和田家畜保健衛生所へ依頼した。検査の結果

はAD、PRRS、PED、TEG および豚コレラは全頭で陰性と判定された。本年度は豚サーコウイルス

２型の PCR 検査は実施しなかった。

　５）肥育豚の学外への出荷状況と学内への供給実績

　2019年度の学外への出荷は家畜市場へ子豚（30～60kg）55頭、肉豚（120㎏前後）90頭および大貫

10頭の合計155頭を上場した。家畜市場への上場状況は表12に示した。上場した肉豚の品種内訳はラ

ンドレース種４頭、大ヨークシャー種３頭、デュロック種10頭およびバークシャー種28頭、雑種では

LW21頭、WL16頭とその他８頭であった。この他に８頭を採材のため食肉センターへ出荷した。一方、

学内への供給では、解剖学実習へ肥育豚の雌１頭を提供した。
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表８  豚舎および豚を利用した実習科目名およびその内容

表９  豚舎および豚を実験・研究に利用した研究室名および研究課題名

＊数字は学年を示す。　Ｚ：動物資源科学科　Ｅ：生物環境科学科　Ｖ：獣医学科

実 習 科 目 名 対象学年＊ 実　　習　　内　　容 期　　間

動物飼育管理学実習 ２Ｚ 豚の体重測定、家畜のスケッチ ４月～７月

応用動物行動学実習 ３Ｚ 動物の行動観察 ９月～12月

家 畜 審 査 論 実 習 ４Ｚ 豚の体尺測定、部位名称、外貌審査など ４月～７月

家畜人工授精講習会 ４Ｚ 豚の発情周期の観察、精液注入等の実習 ９月～12月

動 物 総 合 科 学 実 習 ３Ｅ 豚および畜舎内施設の見学 ４月

獣 医 学 入 門 実 習 ２Ｖ 品種および性別による差異などを見学 ５月

獣 医 解 剖 学 実 習 ２Ｖ 産業動物の内学解剖 前期

獣医臨床繁殖学実習 ４Ｖ 画像診断装置を用いた妊娠診断法 ７月

大動物総合臨床学Ⅰ ４Ｖ 豚の精液採取および精液性状検査など 11月

大動物総合臨床学Ⅲ ５Ｖ 豚の保定、採血など ４月

大動物総合臨床学Ⅱ ５Ｖ 豚の去勢手術など ６月

大動物病院実習・演習 ５Ｖ 豚の採血など 10月

研　究　室　名 対象学年＊ 研 　 究 　 課 　 題 　 名

健 康 情 報 学 ４Ｚ ブタ精子凍結保存における個体差の影響

健 康 情 報 学 ４Ｚ 豚精子のガラス化凍結保存の試み

細 胞 工 学 ４Ｚ 新規ブタゴノサイトマーカータンパク質の同定

細 胞 工 学 ４Ｚ 増殖活性を指標とした膜型ブタKITL発現細胞株の機能評価

環 境 情 報 学 ４Ｅ 豚の２次元画像から３次元画像の復元処理とその体重推定

環 境 情 報 学 ４Ｅ
家畜ふん混合培地におけるふん微粒子のユーグレナ細胞数計測
に与える影響

獣 医 臨 床 繁 殖 学 ６Ｖ
hCGによる未成熟雌豚の発情誘起に関する研究　
特にエストロジェン投与による黄体退行の阻止について

＊数字は学年を示す。　Ｚ：動物資源科学科　Ｅ：生物環境科学科　Ｖ：獣医学科
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表10　種豚の飼養状況（2019年度）

品種　Ｌ：ランドレース種　Ｗ：大ヨークシャー種　Ｄ：デュロック種　Ｂ：バークシャー種

種　　　雄　　　豚 　繁　　殖　　雌　　豚

品種 個体番号 生年月日 備　　考 品種 個体番号 生年月日 備　　考

Ｌ Ｌ15 17/09/23 7/15廃用 Ｌ Ｌ27-2 14/04/04 4/1廃用

Ｌ Ｌ16 18/04/26 6/3廃用 Ｌ Ｌ30-1 17/09/23

Ｌ Ｌ17 18/10/15 採精可 Ｌ Ｌ31 17/12/12

Ｗ Ｗ17 13/04/10 7/1廃用 Ｌ Ｌ32-1 18/04/26

Ｗ Ｗ19-1 18/10/14 採精可 Ｌ Ｌ32-2 18/04/26 11/25廃用

Ｗ Ｗ19-2 18/10/14 11/25廃用 Ｌ Ｌ33-1 18/10/15 6/24廃用

Ｄ Ｄ21-1 19/01/18 採精可 Ｌ Ｌ33-2 18/10/15

Ｂ Ｄ21-2 19/01/18 繁殖候補 Ｗ Ｗ27 16/01/31

Ｂ Ｂ05 17/08/01 採精可 Ｗ Ｗ29-2 17/12/09

Ｂ Ｂ06 18/02/15 採精可 Ｄ Ｄ28 14/07/05 4/8廃用

Ｄ Ｄ31 17/11/20

Ｄ Ｄ32-1 18/04/20 6/24廃用

Ｄ Ｄ32-2 18/04/20

Ｄ Ｄ33-1 19/01/18 繁殖候補

Ｄ Ｄ33-2 19/01/18 繁殖候補

Ｂ Ｂ11-1 17/08/01

Ｂ Ｂ12-1 17/10/22 8/19廃用

Ｂ Ｂ12-2 17/10/22
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（頭）

表12　家畜市場への上場状況（2019度）
（頭）

表11　月別の繁殖および子豚生産状況（2019年度）

（　）は人工授精を実施した頭数

月 交配 受胎 分娩 産子 死産 哺育開始 死亡 離乳

４  1 　  0 　 1  6 3  3 0  3

５  4 　  4 　 3 28 2 26 2 24

６  2（1）  2（1） 0  0 0  0 0  0

７  1（1）  1（1） 1  5 0  5 0  5

８  2（2）  2（2） 1  5 2  3 0  3

９  2 　  2 　 4 44 7 37 2 35

10  1（1）  1（1） 1 10 3  7 0  7

11  2（2）  1（1） 1  9 2  7 0  7

12  3（2）  2（1） 2 19 0 19 0 19

１  2 　  1 　 1 10 0 10 0 10

２  2（2）  0（0） 1  9 0  9 0  9

３  6（2）  4（1） 2 18 0 18 0 18

合計  28（13） 20（8） 18 163 19 144  4 140

月
出荷
頭数

子豚 大貫 肉豚
肉豚の品種内訳

L W D B LW WL その他

４ 13  2 11  1  3  2  5

５  7  7  7

６ 29 20  3  6  6

７  6  2  4  4

８ 25 11  1 13  3  4  6

９  4  4  4

10  9  9  8  1

11 13  2 11  7  4

12 14 14

１  4  4  4

２ 14 10  4  1  3

３ 17 17  2 10  5

合計 155 55 10 90  4  3 10 28 21 16  8

肉豚の品種内訳の記号でＬ：ランドレース種、Ｗ：大ヨークシャー種、Ｄ：デュロック種、Ｂ：バークシャー種

その他：ＬＷ、ＷＬ、以外の交雑種
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４．草地・圃場関係（久保田　博昭）

　2019年度における十和田農場の圃場平面図および圃場の利用状況を図 1に示した。圃場の総面積は

約11haであり、採草地（第一圃場１－１区、第二圃場２－１～２－４区）として約9.4ha、デントコー

ン畑（第一圃場１－２区）として1.8ha、各研究室の実験地として採草地内に0.5haを割り当てた。

　１）実験・研究における圃場の利用状況

　圃場を用いた実習および実験・研究の利用状況を表13、14にそれぞれ示した。

　２）草地およびデントコーン畑の肥培管理

　各圃場への肥料としての堆肥散布量を表15に、スラリーの散布量を表16にそれぞれ示した。

　デントコーン畑として使用する第一圃場１－２区には、４月11日～４月15日にかけて88.5tの堆肥

を散布した。デントコーン収穫後、10月11日～10月28日にかけて114tの堆肥を散布し10月31日、11月

１日にロータリ掛けを行った。

　第二圃場へのスラリー散布は、２－１区・２－２区には11月21日～12月３日にかけて355t、２－３

区・２－４区には11月８日～11月19日にかけて415tを行った。

　３）粗飼料の生産実績

　牧草の収穫実績を表17、18、19にそれぞれ示した。牧草の収穫作業は、一番草を５月22日～５月

31日に、二番草を７月25日～８月２日に、三番草は９月24日～27日にそれぞれ行った。牧草の総収穫

量は、ロール梱包の形態で209梱であった。これは前年度の213梱と比較して４梱減ったが、２－１・

２－２区の三番草収穫を行わなかったことが影響している。

　今年度栽培したデントコーンの播種量および収穫実績を表20に示した。デントコーン種子の播種は

５月14日にヤンマーアグリジャパン株式会社東日本カンパニー青森アグリサポートセンターの協力に

より播種を行った。今年度は、春先の天候も良く、除草剤を効果的に使用できたため、デントコーン

の発育が良かった。デントコーンの収穫作業は９月30日に実施し、これは昨年より２週間ほど早かっ

た。ヤンマーアグリジャパン株式会社東日本カンパニー青森アグリサポートセンターの協力により、

細断型ロールベーラーで梱包、ラップフィルムを巻いた形態で収穫した。使用したスター農機の新型

機は、細断と梱包が一体となっており、細断したデントコーンを無駄なく梱包することができたため、

ロスが少なかった。デントコーン収穫量は180梱包でカラス等の被害で12梱包を廃棄にしたが、過去

最高の収穫量になった。

　４）各畜舎からの動物排泄物（敷料を含む）搬出量

　家畜棟、馬術部、および動物病院の各畜舎から堆肥置場への家畜排泄物の搬出量を表21に示した。

各畜舎から搬出した排泄物量は、２t 積みダンプトラックで296台（597t）であった。

　５）農機具・施設関係

　1991年６月に導入したフォードトラクターの更新を行った。2020年３月27日にヤンマーロボットト

ラクターを導入した。

　また、山羊舎の独房の柱が腐食したため改修を行った。

　６）圃場更新

　今年度の草地更新はなかったが、2018年度の草地更新によって牧草の収穫量が大幅に増加した。
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図１　十和田農場平面図

施　設　名　称

Ａ スラリーサイロ№１

Ｂ スラリーサイロ№２

Ｃ 粗飼料保管庫

Ｄ 簡易バンカーサイロ

Ｅ 堆肥舎

Ｆ 農機具庫

Ｇ スラリーサイロ№３

Ｈ 堆肥置場（短期）

Ｉ 堆肥置場（長期）

Ｊ 堆肥処理場（攪拌）

Ｋ 体育館駐車場

Ｌ 馬放牧場

Ｍ 簡易乾草庫№１

研究室使用試験地

あ 緑地保全学

い 農地環境学

う 農地環境学

畜　舎　名　称

① めん羊繁殖舎

② 実験実習家畜棟

③ 鶏舎

④ 鶏舎

⑤ 豚舎

⑥ ヤギ舎

⑦ めん羊日陰施設

⑧ 臨床教育研究支援施設

⑨ 馬術部部室

⑩ 厩舎
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表13　実習に利用した学科目名およびその内容

＊数字は学年を示す。　Ｚ：動物資源科学科　Ｅ：生物環境科学科

学　科　目　名 対象学年＊ 実　習　内　容 期　間

動物飼育管理場実習 ２Ｚ 草地管理、保存粗飼料の調製 ４月～５月

緑地環境保全学実験 ２Ｅ 土壌調査、植生調査　　　 ４月～６月

土 壌 環 境 学 実 験 ２Ｅ 土壌断面調査 ９月

生 態 管 理 学 実 験 ３Ｅ 草地土壌、保存粗飼料の調整 ４月～７月

動物総合科学実習 ３Ｅ 草地管理、動物の飼養管理 ４月～６月

野 生 動 物 学 実 習 ２Ｅ 圃場を利用している鳥類の定点観測 ９月～10月

環 境 情 報 学 実 験 ３Ｅ 十和田農場見学（牛舎見学含む） ４月～９月

草地での調査（土壌サンプリング、SPAD値、現在量など）

牧草の機械収穫・調整作業の見学

無人航空機（UAV) によるリモートセイシング

施肥条件の異なる採草地の分光反射特性の調査

表14　実験・研究に利用した研究室および研究内容

＊数字は学年を示す。Ｅ：生物環境科学科

利用研究室名 対象学年＊ 研　究　課　題　名

土 壌 環 境 学 ４Ｅ 草地、デントコーン畑における温室効果ガス放出・吸収の把握

土 壌 環 境 学 ４Ｅ 地中熱の施設園芸への利用可能性探索

緑 地 環 境 保 全 学 ４Ｅ 薬草の栽培試験

植 物 生 態 学 ４Ｅ 十和田市における薬用作物の栽培技術の確立に関する研究

環 境 情 報 学 ４Ｅ 無人航空機、接近センサを利用した飼料生産モニタリングシステム開発
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表15　堆肥施用実績

圃場名 区 肥料名 開始日 終了日 台数 散布量（t）

基

肥

第一圃場
１－１区

１－２区 堆肥 ４／11 ４／15 59 88.5

第二圃場

２－１区

２－２区

２－３区

２－４区

追
　
肥

第一圃場
１－１区

１－２区 堆肥 10／11 10／28 76 114

第二圃場

２－１区

２－２区

２－３区

２－４区

圃場名 区 サイロNo 散布日（秋） 散布量（t） 総散布量（t）

第一圃場
１－１区

１－２区

第二圃場

２－１区 １号機 11／21～27  90  90

２－１区 ２号機 11／29～12／３  80  80

２－２区 ２号機 11／29～12／３  85  85

２－２区 １号機 11／21～27 100 100

２－３区 １号機 11／19  60  60

２－３区 ３号機 11／８～13 140 140

２－４区 ３号機 11／８～13 150 150

２－４区 １号機 11／19  65  65

表16　スラリー施用実績
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圃場名 面積（ha） 刈取日 収納日 梱包数 平均重量（㎏） 収量（㎏） 水分含量（％）

１－１区 0.8 ７／30 ８／２  16

２－１区 2.1 ７／30 ８／２  20

２－２区 1.8 ７／25 ７／29  36

２－３区 2.1 ７／30 ８／２  23

２－４区 2.1 ７／25 ７／29  51

合計 9.0 146

圃場名 面積（ha） 刈取日 収納日 梱包数 平均重量（㎏） 収量（㎏） 水分含量（％）

１－１区 0.7

２－１区 2.1 ５／22，31 ５／27，31  8

２－２区 1.8 ５／22 ５／27 11

２－３区 2.1 ５／22 ５／27 10

２－４区 2.1

合計 9.0 29

表18　二番草収穫実績

表17　一番草収穫実績

表19　三番草収穫実績

表20　デントコーン収穫実績

圃場名
面積
（ha）

播種日 収穫日 品種
播種量
（㎏）

梱包数
平均重量
（㎏）

１－２区 1.8 ５／ 14 ９／ 30 ニューデント100 15万粒 180 445

圃場名 面積（ha） 刈取日 収納日 梱包数 平均重量（㎏） 収量（㎏） 水分含量（％）

１－１区 0.8 ９／24 ９／27  6

２－１区 2.1

２－２区 1.8

２－３区 2.1 ９／24 ９／27 11

２－４区 2.1 ９／24 ９／27 17

合計 9.0 34
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表21　動物排泄物搬出実績

馬　　術　　部 家　　畜　　棟 動　物　病　院

月 搬出日 台数＊ 重量（t） 搬出日 台数＊＊ 重量（t） 搬出日 台数＊＊＊ 重量（t）

４

５ 20  9  13.5 21  7  18.2 17,20,21 20 40

６ 24  6 9 21  8  20.8 20,21 17 34

７ 24  5   7.5 4,5 10 20

８ 23  5   7.5 6  7  18.2 7,9 17 34

９ 6  5  13　 5 12 24

10 18,21 11  16.5 21  6  15.6 17,23,24 21 42

11

12 6,25 13  19.5 6,23 14  36.4 3,4,5,24,25 38 76

１ 31  7  18.2 30  7  10.5 28 16 32

２

３ 9  6 9 4 6  15.6 3,31 23 46

小計   62.0 100.7  60.0 148.3  174.0  348.0 

合計 296（597）

*動物排泄物の重量は馬術部1.5t/台、**家畜棟2.6t/台、***動物病院2.0t/台として計算した。



－ 37 －

八　雲　牧　場

牧場長　教　授　寳示戸　雅　之

講　師　小笠原　英　毅

１．概況

　１）人事

　2019年４月１日付けで久保裕一教育系技術職員、実習所職員兼事務として冨澤祐二技能職員、冨澤

芳子技能職員が着任した。2019年４月１日付けで技能職員２名（山田拓司主任、庄司勝義職員）が教育

系技術職に職種変更された。2020年３月１日付けで育児休暇より森岡愛教育系技術主任が復職した。

2020年３月１日付けで久保裕一教育系技術職員がFSC十和田農場に異動となった。2020年３月31日

付けで寳示戸雅之牧場長、庄司勝義教育系技術職員が定年退職され、板木海斗臨時職員、石井絵梨研

究補助員が任期満了に付き退職した。

２．草地管理および粗飼料生産（小野　泰・庄司　勝義・山田　拓司）

　１）草地の肥培管理

　98.1haの草地にマニュアスプレッダー196台、約 1,580ｔの堆肥を散布した。散布時期は各牧区に一

番草刈り取り前と二番および三番草刈り取り後に分け実施した （表１）。

　２）牧草の追播作業

　本年度の大規模な追播の実施はなかったが、植生に注意を払い適切な追播が必要である。現在まで

の追播により植生改善の効果を得ているが、過去に播種したと思われるリードカナリーグラスの植生

を抑圧することが難しく今後の課題である。本年度は２－３牧区の一部（2017年まで生薬栽培に利用

の１ａ程度）を牧草栽培へ再転換するため、４㎏のオーチャードグラスの種子を播種した。

　３）粗飼料生産

　一番草はグラスサイレージ（GS）として61.7haの採草地より約700ｔ（本年度から３月31日締めの

報告となったため予測値、2020年３月31日までの使用実数は 513.03ｔ）のグラスサイレージを収穫し

た。今年度は品質向上のため、これまでの牧草切り込みサイズを12㎜から７㎜へ変更し、バンカーサ

イロへの積み込み効率の向上を試みた。また、収穫時の天候は良かったが、切り込み速度が速く、牧

草予乾の時間が短いため高水分であった（表２－１）。残りの採草地および兼用地の一部62.8haにつ

いてはロールベールサイレージ（RBS）として506個収穫した（表３）。二番草は品質向上を目指し、

８月１日から９月13日の短期間で107.6haの採草地から526個収穫した。天候にも恵まれたが、低水

分サイレージとなったため、水分調整が課題となった（表４）。三番草は 56.9haの採草地から125個

のRBSを収穫した。９月末から気温も低めであったことから十分な予乾ができず高水分で収穫したも

のもあった（表５）。高品質を求めた早刈りであったにもかかわらず、全期間でRBSを1157個収穫で

きたことは予想外であった。次期以降も高品質な牧草収穫を行うためにも、新入職員のトラクター操

作、収穫作業への参画が効率よく行えるよう技術指導する。

　



－ 38 －

３．施設および機械（山田　拓司、庄司　勝義、小野　泰、西澤　和也）

　１）施設改修

　本年度は乾草庫の老朽化により、倉庫などへの使用目的変更に伴う解体および土間改修工事を非経

常支出での実施を予定していた。しかしながら、実施が出来ず、次年度へ繰り越されることとなった。

　

　２）作業機械更新

　本年度は1996年より20年間供したモアコンディショナーの更新を予定していた。しかしながら、契

約発注の遅れおよび輸入機械である当該機は世界的な新型コロナウイルスの影響を受け、輸送に予定

以上の日数を要したため、当該年度中の納品が出来ず、次年度へ繰り越されることとなった。

　　

　

４．牛の生産および移動

　１）牛の生産頭数と移動（森岡　愛、山田　拓司、小野　泰、西澤　和也、板木　海斗、小笠原　英毅）

　表６に、2019年度の月別ならびに品種別生産頭数を示した。生産頭数は104頭が生産された。今年

度も昨年度に引き続き、増頭を目的として繁殖能力に問題の無い日本短角種未経産牛全頭を繁殖牛と

して供用した。また、2016年度からサレール種と日本短角種の交雑種（SN）を種雄牛として供用し

たため、日本短角種雌牛を母牛とするSNNが３頭生まれた。増頭計画でNSNを母牛として利用した

ため、NNSNが５頭生産された。さらに、2016年度に導入した日本短角種（ダブルマッスル）も新た

に１頭が生産された。

　雌雄別の流死産を除いた生産頭数では、雄49頭に対し、雌は55頭となり雌が６頭多く生産された。

品種別の生産頭数は日本短角種が80頭で最も多く、続いて交雑種が23頭であった。

　表７には、年度末の飼養頭数を示した。2019年度は前年度末より38頭多い324頭となり、日本短角

種と日本短角種とサレール種の交雑種を基幹品種とした生産となった。

　2019年の出荷状況は東都生協の組合員への北里八雲牛の供給を主としたマルハニチロ㈱への出荷が

３、５、７、９、10、11および１月の７回で合わせて計42頭であった。このうち、５月の１頭、７月

の１頭、10月の２頭、11月の２頭、１月の２頭は北里八雲有機牛として出荷された。その他の北里八

雲牛の出荷は、東京都内デパートやレストランなどに供給している㈱小島商店には５、７、10、１、

２月に計10頭出荷した。

　学内および催事での販売を中心に行っている八雲牧場産の経産牛を利用した「草熟北里八雲牛」の

出荷は、加工品用として５、７、10、１月に計７頭を北海道畜産公社帯広事業所で、２月に１頭を北

海道畜産公社函館事業所で屠畜し、加工および保管を札幌市の北海道チクレンミートと函館市の㈱北

海道畜肉販売函館へ委託した。

　表８に年度末の飼養頭数の構成を示した。

　２）受胎成績（森岡　愛、山田　拓司、西澤　和也、小野　泰、小笠原　英毅）

　受胎成績については、例年通り１年前の2018年度の成績を記す。

　2018年度の繁殖供用頭数は、139頭で、受胎頭数は112頭、受胎率80.6％であった。そのうち、未経

産牛の繁殖供用頭数は31頭で受胎頭数は29頭、受胎率は93.5％であった（表９）。

　総供用頭数の139頭は昨年度に比較して35頭の増頭となった。また、受胎率では総頭数で昨年度の

93.3％に対し80.6％と低下した。また、未経産牛でも、96.8％から93.5％に低下した。

　人工授精による受胎成績は実施頭数107頭、受胎頭数98頭、受胎率91.6％、未経産の実施頭数は30

頭で受胎頭数28頭、受胎率93.3％であった（表10）。

　マキ牛交配による受胎成績は、実施頭数15頭、受胎頭数11頭受胎率73.3％であった（表11）。

　受精卵移植による受胎成績は実施頭数18頭、受胎頭数４頭、受胎率22.2％であった（表12）。　
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　各品種別の分娩および受胎成績を表13、14に示した。昨年度同様、北里八雲牛地域普及事業の一環

として、日本短角種と雑種の繁殖牛をドナーとして北里八雲牛の採卵にも継続して取り組んでいる。

　３）初産牛への牛恩恵の導入（森岡　愛、小野　泰、山田　拓司、西澤　和也）

　2015年度まで難産回避のため、場内未経産牛に黒毛和種の受精卵を移植し、町内肉牛農家へぬれ子

として販売していた。しかし、場内の出荷頭数を増やすことを目的に2016年度から純粋種（日本短角

種）の未経産牛に人工授精を行い、分娩させることとした。初産分娩時には難産などのリスクを伴う

ことから2018年度より本格的に分娩監視装置、牛恩恵を導入した。これは分娩１週間前に膣内にセン

サーを挿入し経時的に体温を計測することで、分娩約１日前（段取り通報）と一次破水時の膣外へセ

ンサー脱落時（駆けつけ通報）の体温など温度の変化を設定した携帯電話にメールで着信する。

　このシステムを試験的に利用し始めた2017年１月から12月まで23頭の初産分娩があり、子の死産が

６件 （26％）、難産が影響での母牛の死亡が２件（8.7％）、難産と介助による影響と考えられた子宮

脱が２件（8.7％）発生した。これは、経験的には分娩介助の方法を理解していたが、通報が入ると

いう精神的な焦りもあり、介助に取り掛かる時間が早かったことと初回種付け時期（13～14ヵ月齢）

が日本短角種純粋種の場合、母牛の分娩時の体格が小さく、分娩に適していなかったことが考えられ

た。そのため、初回種付け時期を15ヵ月齢に遅らせ、通報から３～４時間は陣痛、子の体位などに注

視しながら観察を行うことをマニュアル化し実施した。

　その成果から2018年度は31頭の初産分娩のうち、子の死産が４件（12.9％）、母牛の死亡、子宮脱

はなかった。2019年度は30頭の初産分娩のうち、子の死産は１頭（3.3％）と減少し、母牛の死亡、

子宮脱はなかった。

　４）北里八雲牛の地域普及事業および優良遺伝資源保存を目的とした凍結受精卵の生産

 　（山田　拓司、小野　泰、西澤　和也）

　北里八雲牛地域普及事業に向けた採卵は２頭実施し、正常胚０胚であった。地域普及事業は生産、

販売、収入における一定の成果が得られたため、受精卵を用いた生産拡大は本年度をもって停止する

こととなった。今後は有機畜産の普及方策に取り組んでいくこととなった。

　牧場内に向けた胚の作出については、場内の肥育牛の中でも特に高い能力を有する個体の母牛１頭

をドナーとした採卵が行われ、高い能力を有する肥育牛及び繁殖牛を多く作出することができる。こ

れらの採卵結果は延べ２頭から正常胚が４胚、４個の凍結胚を作出保存した。

　ダブルマッスル形質を有する日本短角種の受精卵採取を試み、２頭から各１回、採卵を実施した。

正常胚は０胚であった。

　５）除角・去勢（森岡　愛、西澤　和也、板木　海斗、小野　泰、小笠原　英毅）

　除角・去勢については、通常は場内で適齢期（除角：85日齢、去勢：60日齢）に実施しているが、

動物資源科学科の牧場実習（除角・去勢）での実施を踏まえ、４月以降８月生まれの子牛に限っては

適齢期から前後させて実施した。2019年度は生後約50日齢の子牛105頭の除角を行い、約50日齢の雄

子牛50頭の去勢を実施した。
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５．舎飼い期における飼料給与（小野　泰）

　舎飼期における飼料給与基準を表15に示した。今年度は10月15日から下牧し、RBS給餌が開始さ

れた。GSは２号バンカーを11月３日に開封し、２月12日まで使用した。２月12日から１号バンカー

（１号バンカーと３号バンカーは中間位中仕切りがあるが一体化させ利用している）を開封し、現在

まで使用している。予測では５月半ばまで使用する予定である。また、現在、増頭計画中であること

から約45頭の肥育牛を町内牧場２戸へ飼育委託した。飼育委託牧場では保管など取り扱いのしやすい

RBSのみの飽食給与となった。GSおよびRBSの栄養成分と発酵品質をそれぞれ表16、17に示した。

６．北里八雲牛の枝肉成績（小笠原　英毅）

　2019年度に出荷された北里八雲牛（牧場産62頭（内12頭町営育成牧場放牧また町内預託牛舎から出

荷）、町内産10頭）の枝肉成績を表18に示す。各項目の平均値は出荷月齢で29.5±4.6ヶ月（最大月齢

45ヶ月）、生体重で597±56㎏（最大生体重755㎏）、枝肉重量で321±38㎏（最大重量415㎏）、枝肉歩

留まりで54±３％（最良枝肉歩留まり59％）であった。各項目の値は例年より低かった。

　ロース芯面積では40±6（最大面積58）、バラ厚では4.9±0.7㎝（最大厚6.7㎝）、皮下脂肪厚で

は1.3±0.6㎝（最大厚3.4㎝）であった。枝肉歩留まり等級（括弧内は全体に占める割合を示す）で

はA2が11頭（18％）、A1が４頭（６％）、B2が38頭（61％）、B1が５頭（８％）、C2が４頭（６％）で

あった。

　草熟北里八雲牛（２産以上した経産牛）の枝肉成績を表19に示す。

７．熟北里八雲牛を利用した加工品の製造と販売
　　　　　　 　（森岡　愛、冨澤　祐二、冨澤　芳子、小野　泰、小笠原　英毅）

　2019年度の草熟北里八雲牛の加工品製造については、例年どおり㈱北海道チクレンミート（札幌

市）にレトルトビーフシチュー、レトルトハンバーグ、無塩漬コンビーフの３商品の委託加工を行っ

た他、㈱五島軒（函館市）にレトルトカレーの委託加工を行った。また、草熟北里八雲牛ロースを使

用したステーキを八雲町古谷精肉店で製造販売している。

　加工品の販売状況としては、北里ライフサービス㈱の通年利用、八雲町内の商店やアンテナショッ

プでの販売、小田急百貨店ギフトカタログへの掲載、東都生協への販売、2019年度から㈱キングベー

ク（函館市）に販売した。
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表１　堆肥施用実績（2019年度）

牧区 面積 採草地 放牧地 実施面積 台数 ｔ/台 台数 ｔ/台 実施量 t/10ａ 実　 施 　日

１－１ 9.7 9.7 9.7 21 8.0 168 1.7 10/7,8,9

１－３ 5.2 5.2

１－４ 3.3 3.3 3.3 1 6.0 8 8.0 70 2.1 8/28

１－５ 5.0 5.0 3.8 7 8.0 56 1.5 10/9

２－１ 9.7 9.7 9.7 21 8.0 168 1.7 8/30,31

２－２ 3.5 3.5 3.5 9 8.0 72 2.1 10/10

２－３ 6.1 6.1 6.1 11 8.0 88 1.4 10/10,15

２－４ 4.0 4.0 4.0 7 8.0 56 1.4 10/15,11/6,8

２－５ 7.9 7.9 7.9 17 8.0 136 1.7 10/11,15

２－９ 0.9 0.9

３－１ 4.6 4.6 4.6 8 8.0 64 1.4 7/17,18

３－２ 8.8 8.8

３－３ 3.6 3.6

３－４Ａ 4.5 4.5

３－４Ｂ 3.5 3.5 3.5 3 8.0 24 0.7 7/22

３－４Ｃ 1.1 1.1 1.1 2 8.0 16 1.5 7/22

３－４Ｄ 5.1 5.1 5.1 10 8.0 80 1.6 7/18,22

３－５ 5.0 5.0 9 8.0 72 1.4 10/17,18

４－１ 5.0 5.0

４－２ 8.8 8.8

４－３ 8.6 8.6 6.0 9 8.0 72 1.2 10/18,19

４－５ 1.5 1.5 1.5 4 8.0 32 2.1 8/28

４－６ 4.3 4.3 4.0 6 8.0 48 1.2 7/11,17 

４－７ 7.0 7.0 4.9 9 8.0 72 1.5 7/11　

５－２ 2.6 2.6

５－３ 3.7 3.7

５－４ 1.5 1.5

５－５ 4.0 4.0

５－６．７ 4.3 4.3 4.3 1 6.0 10 8.0 86 2.0 8/27,28

６－２ 6.0 6.0

６－４ 4.8 4.8

６－５ 3.5 3.5

６－７ 3.4 3.4

６－８ 2.4 2.4

６－９ 2.4 2.4

７－１ 1.7 1.7 1.7 4 8.0 32 1.9 8/22

７－３ 3.8 3.8

７－３．４ 3.4 3.4 3.4 9 8.0 72 2.1 8/21

７－５ 5.0 5.0

７－６ 1.8 1.8 5.0 12 8.0 96 1.9 8/22,27

第２基地 8.8 8.8

計 189.8 113.1 71.7 98.1 2 196 1,580
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表２－１　グラスサイレージ収穫実績（2019年度）

表２－２　収穫量の推移

牧区名 面積 実施 刈始 刈終 収穫日 サイロ1 サイロ2 サイロ3 サイロ4 サイロ5 合計台数 合計（ｔ）t/10a

１－１ 9.7 9.7 ６/10 ６/10 ６/11 20 20 196 2.02 
１－３ 2.2 2.2 ６/10 ６/10 ６/11 7 7 68.6 3.12 
１－４ 5.0 5 ６/９ ６/９ ６/10 8 8 78.4 1.57 
１－５ 3.3 3.3 ６/10 ６/10 ６/11 5 5 49 1.48 
２－１ 9.8 9.8 ６/９ ６/９ ６/10 20 20 196 2.00 
２－２ 3.5 3.5 ６/９ ６/９ ６/10 4 4 39.2 1.12 
２－３ 6.1 6 ６/９ ６/９ ６/10 8 8 78.4 1.31 
２－４ 4.0 4 ６/９ ６/９ ６/10 8 8 78.4 1.96 
２－５ 7.9 3 ６/９ ６/９ ６/10 5 5 49 1.63 
２－９ 0.9 0.9 ６/10 ６/10 ６/11 1 1 9.8 1.09 
３－１ 4.7 
３－２ 8.9 
３－３ 3.7 
３－４Ａ 4.5 
３－４Ｂ 3.5 
３－４Ｃ 1.1 
３－４Ｄ 5.1 
３－５ 5.0 
４－１ 5.0 4 ６/10 ６/10 ６/11 9 9 88.2 2.21 
４－２ 8.8 
４－３ 8.6 
４－５ 1.5 1.5 ６/９ ６/９ ６/10 3 3 29.4 1.96 
４－６ 4.3 
４－７ 4.4 
５－２ 2.6 
５－３ 3.7 
５－４ 1.5 
５－５ 4.0 
５－６．７ 4.3 
６－２ 7.0 
６－４ 4.8 
６－５ 3.5 
６－７ 3.4 
６－８ 1.7 
６－９ 3.8 
７－１ 4.2 
７－３ 2.6 
７－３．４ 5.3 
７－５ 1.9 
７－６ 1.7 
第２基地 8.8 8.8 ６/10 ６/10 ６/11 12 12 117.6 1.34 

合計 177.5 61.7 54 56 0 0 0 110 1,078.0

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

乾物収量（ｔ） 134.9 235.1 223.9 175.7 161.2 157.7 162.4 144.0 228.2 

TDN（ｔ） 76.22 141.04 130.40 103.40 100.10 99.20 102.80 90.10 141.90 

粗蛋白（ｔ） 17.56 35.73 32.85 21.28 22.91 24.93 22.44 14.60 29.00 

ｔ/ha 1.64 2.48 2.78 2.65 2.65 2.21 4.36 2.16 3.70 

※今年度の乾物収量、TDN収量、CP収量は１号バンカーサイロ１点、２号バンカーサイロ９点の合計10点の代表分析値の
平均値を利用。但し、2019年度は３月31日時点での予測値。
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表３　一番草収穫実績（2019年度）

※但し水分は42.0％、乾物TDNは61.17％で換算。分析値は今年の代表分析値３点の平均値を利用。
　分析は十勝農協連農産化学研究所。

牧区名 面積 実施 刈始 刈終 ６月 ７月
収穫
個数

収穫量
（500㎏換算）

収穫量
（乾物TDN換算）

㎏/10a
TDN換算

１－１ 9.7 

１－３ 5.1 3.0 ６/18 ６/18 6/20RBS20 20 10,000 3,548 118.26 

１－４ 3.3 

１－５ 5.0 

２－１ 9.8 

２－２ 3.5 

２－３ 6.1 

２－４ 4.0 

２－５ 7.9 5.0 ６/18 ６/18 6/19RBS42 42 21,000 7,451 149.01 

２－９ 0.9 

３－１ 4.7 4.5 ６/19 ６/19 6/25RBS39 39 19,500 6,918 153.74 

３－２ 8.9 4.0 ６/６ ６/６
6/7 RBS21
6/8 RBS12 33 16,500 5,854 146.35 

３－４Ａ 4.5 

３－４Ｂ 3.5 3.5 ６/19 ６/19 6/25RBS21 21 10,500 3,725 106.44 

３－４Ｃ 1.1 1.1 ６/19 ６/19 6/25RBS8 8 4,000 1,419 129.01 

３－４Ｄ 5.1 5.1 ６/19 ６/19 6/25RBS40 40 20,000 7,096 139.13 

３－５ 4.0 4.0 ６/25 ６/25 6/26RBS24 24 12,000 4,257 106.44 

４－１ 5.0 ６/11 ６/11 6/13RBS11 11

４－２ 8.8 

４－３ 8.6 4.4 ６/３ ６/３ 6/4 RBS36 36 18,000 6,386 145.14 

４－５ 1.5 

４－６ 4.3 4.3 ６/12 ６/12 6/14RBS33 33 16,500 5,854 136.14 

４－７ 4.4 4.4 ６/12 ６/13 6/14RBS26 26 13,000 4,612 104.82 

５－２ 2.6 

５－３ 3.7 

５－４ 1.5 

５－６．７ 4.3 4.3 ６/12 ６/12 6/14RBS31 31 15,500 5,499 127.89 

６－２ 7.0 4.0 ６/６ ６/６
6/8 RBS28
6/14RBS7 35 17,500 6,209 155.22 

６－４ 4.8 

６－５ 3.5 

６－７ 3.4 

７－１ 1.7 1.7 ６/10 ６/10 6/12RBS17 17 8,500 3,016 177.39 

７－２ 3.8 

７－３ 4.2 4.2 ６/10 ６/10 6/12RBS40 40 20,000 7,096 168.95 

７－４ 2.6 ６/10 ６/10

７－５ 5.3 5.3 ６/９ ６/９ 6/12RBS49 49 24,500 8,692 164.00 

第２基地 8.8 

実習所前 1.0 1.0 ６/27 ６/27 6/27RBS1 1 500 177 17.74 

合　計 177.9 62.8 506 253,000 87,810 
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表４　二番草収穫実績（2019年度）

※但し水分は35.33％、乾物TDNは59.93％で換算。分析値は今年の代表分析値３点の平均値を利用。
　分析は十勝農協連農産化学研究所。

牧区名 面積 実施 刈始 刈終 ８月 ９月
収穫  
個数

収穫量
（500kg換算）

収穫量
（乾物TDN換算）

kg/10a
TDN換算

１－１ 9.7 9.7 ８/９ ８/25
8/13RBS26  
8/26RBS28 54 27,000 10,464 108

１－３ 5.1 5.2 ８/25 ８/25 8/26RBS32 32 16,000 6,201 119

１－４ 3.3 3.3 ８/２ ８/２ 8/3 RBS20 20 10,000 3,876 117

１－５ 5.0 5.0 ８/17 ８/17 8/18RBS11 11 5,500 2,132 43

２－１ 9.8 9.8 ８/３ ８/４
8/4 RBS19  
8/6 RBS32 51 25,500 9,883 101

２－２ 3.5 3.5 ８/６ ８/６ 8/7 RBS15 15 7,500 2,907 83

２－３ 6.1 6.1 ８/６ ８/６ 8/7 RBS22 22 11,000 4,263 70

２－４ 4.0 4.0 ９/２ ９/２ 9/3 RBS25 25 12,500 4,845 121

２－５ 7.9 7.9 ９/３ ９/３ 9/4 RBS44 44 22,000 8,526 108

２－９ 0.9 0.9 ８/25 ８/25 8/26RBS5 5 2,500 969 108

３－１ 4.7 4.7 ９/７ ９/８ 9/9 RBS26 26 13,000 5,038 107

３－２ 8.9 

３－４Ａ 4.5 

３－４Ｂ 3.5 2.0 ９/４ 9/5 RBS13 13 6,500 2,519 126

３－４Ｃ 1.1 1.1 ９/４ 9/5 RBS5 5 2,500 969 88

３－４Ｄ 5.1 5.1 ９/４ 9/5 RBS18 18 9,000 3,488 68

３－５ 5.0 

４－１ 5.0 5.0 ９/２ ９/２ 9/2 RBS30 30 15,000 5,814 116

４－２ 8.8 

４－３ 8.6 

４－５ 1.5 1.5 ８/２ ８/２ 8/3 RBS7 7 3,500 1,356 90

４－６ 4.3 4.3 ８/31 ８/31 9/1 RBS21 21 10,500 4,069 95

４－７ 4.4 4.4 ９/１ ９/１ 9/2 RBS25 25 12,500 4,845 110

５－２ 2.6 

５－３ 3.7 

５－４ 1.5 

５－６．７ 4.3 4.3 ８/２ ８/２ 8/3 RBS18 18 9,000 3,488 81

６－２ 7.0 0.2 ９/12 ９/12 9/13RBS1 1 500 194 97

６－４ 4.8 

６－５ 3.5 

６－７ 3.4 

７－１ 1.7 1.7 ８/１ ８/１ 8/2 RBS8 8 4,000 1,550 91

７－２ 3.8 

７－３ 4.2 3.8 ８/１ ８/１ 8/2 RBS11 11 5,500 2,132 56

７－４ 2.6 ８/１ ８/１

７－５ 5.3 5.3 ８/１ ８/１ 8/2 RBS21 21 10,500 4,069 77

７－６ 1.9 

第２基地 8.8 8.8 ９/９ ９/９ 9/10RBS43 43 21,500 8,333 95

合　計 179.8 107.6 526 263,000 101,930 2,276
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表５　三番草収穫実績（2019年度）

※但し水分は32.33％、乾物TDNは63.97％で換算。分析値は今年の代表分析値３点の平均値を利用。
　分析は十勝農協連農産化学研究所。

牧区名 面積 実施 刈始 刈終 ８月 ９月
収穫  
個数

収穫量
（500kg換算）

収穫量
（乾物TDN換算）

kg/10a
TDN換算

１－１ 9.7 9.7 10/１ 10/１ 10/3 RBS16 16 8,000 3,463 35.70 

１－３ 5.1 

１－４ 3.3 3.3 ９/25 ９/25 9/26RBS10 10 5,000 2,164 65.59 

１－５ 5.0 

２－１ 9.8 9.8 ９/21 ９/21 9/22RBS23 23 11,500 4,978 50.80 

２－２ 3.5 3.5 ９/24 ９/24 9/25RBS14 14 7,000 3,030 86.58 

２－３ 6.1 6.1 ９/24 ９/24 9/25RBS19 19 9,500 4,112 67.42 

２－４ 4.0 

２－５ 7.9 7.9 10/１ 10/１ 10/3 RBS10 10 5,000 2,164 27.40 

２－９ 0.9 

３－１ 4.7 

３－２ 8.9 

３－４Ａ 4.5 

３－４Ｂ 3.5 

３－４Ｃ 1.1 

３－４Ｄ 5.1 

３－５ 5.0 

４－１ 5.0 

４－２ 8.8 

４－３ 8.6 

４－５ 1.5 1.5 ９/25 ９/25 9/26RBS4 4 2,000 866 57.72 

４－６ 4.3 

４－７ 4.4 

５－２ 2.6 

５－３ 3.7 

５－４ 1.5 

５－６．７ 4.3 4.3 ９/18 ９/18 9/21RBS10 10 5,000 2,164 50.34 

６－２ 7.0 

６－４ 4.8 

６－５ 3.5 

６－７ 3.4 

７－１ 1.7 1.7 ９/17 ９/17 9/20RBS4 4 2,000 866 50.93 

７－２ 3.8 

７－３ 4.2 3.8 ９/17 ９/17 9/20RBS6 6 3,000 1,299 30.92 

７－４ 2.6 ９/17 ９/17

７－５ 5.3 5.3 ９/12 ９/12 9/13RBS9 9 4,500 1,948 36.75 

７－６ 1.9 

第２基地 8.8 

合　計 179.8 56.9 125.0 62,500 27,055 560.14 
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表６　月別ならびに品種別生産頭数（2019年度）

品種

月

日本短角種 日本短角種（DM） ＳＮＮ ＮＮＳＮ ＮＳＮ 合　計 総
　
計♂　流死産　♀ ♂　流死産　♀ ♂　流死産　♀ ♂　流死産　♀ ♂　流死産　♀ ♂　流死産　♀

4 5 3 1 1 1 6 1 4 11

5 3 3 6 2 1 5 3 7 15

6 3 2 7 3 2 7 12

7 4 2 1 5 0 2 7

8 6 1 1 1 7 1 1 9

9 1 4 1 0 4 5

10 1 1 1 1 1 3 3 0 5 8

11 4 1 9 1 1 5 1 10 16

12 3 7 1 1 1 5 0 8 13

1 2 1 1 1 3 0 2 5

2 2 2 2 0 2 4

3 2 1 1 2 1 4 0 3 7

計 36 7 44 0 1 2 1 3 1 2 8 7 49  8 55 112

総計 80 1 3 5 15 104

2018年３月31日 2019年３月31日 両年の比較

♂ ♀ 計 ♂ ♀ 計 ♂ ♀ 計

日 本 短 角 種 72 140 212  66 165 231 -6 25 19

雑 種 24  43  67  37  48  85 13 5 18

日本短角種（DM）  3 　4 　7 　5 　3 　8 2 -1 1

合　　計 99 187 286 108 216 324 9 29 38

表７　年度末における飼養頭数（2018年度と2019年度の比較）
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表10　人工授精による受胎成績（2018年度）

品　　種

人工授精

実施頭数

（頭）

受胎頭数

（頭）

受胎率 授　　　精　　　回　　　数

１ ２ ３ ４以上

＋ － ＋ － ＋ － ＋ －

日本短角種  83 21 76 19 91.6％ 50 4 16 1 7 2 3 0

日本短角種（DM）   1  0  0  0  0.0％ 1

雑 　 　 種  23  9 22  9 95.7％ 13 1  6 0 2 0 1 0

合　　計 107 30 98 28 91.6％

93.3％

63 6 22 1 9 2 4 0

＿（アンダーライン）：未経産牛頭数

表８　飼養頭数の構成（2020年３月31日現在）

表９　受胎率と人工授精実施率（2018年度）

＿（アンダーライン）：未経産牛頭数

品　　種
繁殖供用頭数

（頭）

受胎頭数

（頭）

受 胎 率 人工授精実施頭数

（頭）

実 施 率

日 本 短 角 種 116 22 90 20 77.6％  84 21  72.4％

日本短角種（DM） 　2  0  1  0 50.0％   1  0  50.0％

雑 　 　 種  23  9 22  9 95.7％  23  9 100.0％

合　　計 139 31 112 29 平均 80.6％

93.5％

合計 107 30 平均  77.0％

品　　種
雌 雄

合　　計
成 育　成 当　才 成 育　成 当　才

日 本 短 角 種 126 19 20  5 42 19 231

雑 　 　 種  35  3 10  8 19 10  85

日本短角種（DM） 　3  0  0  2  2  1 　8

合　　計 164 22 30 15 63 30 324
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表11　マキ牛交配による受胎成績（2018年度）

品　　種

マキ牛交配

実施頭数

（頭）

受胎頭数

（頭）

受胎率 授　　　精　　　回　　　数

１ ２ ３以上 交配未確認

＋ － ＋ － ＋ －

日本短角種 14 1 10 1  71.4％ 15

日本短角種（DM）  1 0  1 0 100.0％  1

合　　計 15 1 11 1 73.3％ 16

＿（アンダーライン）：未経産牛頭数

表12　受精卵移植による受胎成績（2018年度）

＿（アンダーライン）：未経産牛頭数

品　　種
受精卵移植実施頭数

（頭）

受胎頭数

（頭）

受 胎 率

日 本 短 角 種 18 0 4 0 22.2％

雑 　 　 種  0 0 0 0

合　　計 18 0 4 0 22.2％
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表13－1　分娩およびその後の受胎成績（日本短角種）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配・授精（18年度最終） 分　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

Ｎ０１０１ 10. 1. 7 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.23 19.11. 1 8 ♂ 38.4 

Ｎ０１０２ 10. 3. 2 石 深　2475　（Ｎ） 18.10. 4 19. 7.15 8 ♂ 43.0 

Ｎ０１０４ 10. 3.19 若 菱　2423　（Ｎ） 18.10.29 19. 8. 9 8 ♂ 42.0 

Ｎ０１０８ 10. 7. 8 石 深　2475　（Ｎ） 19. 4. 4 20. 1.11 8 ♂ 45.0 

Ｎ１１０１ 11. 1.18 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 3. 7 19.12.20 7 ♀ 36.8 

Ｎ１１０２ 11. 2.17 満 伯　2484　（Ｎ） 18.10.22 19. 9.17 7 ♂ 40.2 

Ｎ１１０８ 11. 6.26 若 菱　2423　（Ｎ） 18.10. 5 19. 7.12 7 ♀ 44.0 

Ｎ１１１０ 11. 7. 9 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 9. 4 19. 5. 6 5 ♂ 29.0 

Ｎ１１１０ 11. 7. 9 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 9. 4 19. 5. 6 5 ♂ 29.0 

Ｎ１１１０ 11. 7. 9 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 9. 4 19. 5. 6 5 ♀ 20.0 

Ｎ１１１５ 11.12. 2 満 伯　2484　（Ｎ） 18. 8. 3 19. 5.16 6 ♂ 46.0 

Ｎ２１０４ 12. 5. 1 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 6. 1 19. 6.12 6 ♀ 36.0 

Ｎ２１０７ 12. 6. 4 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.21 19.11. 7 6 ♀ 48.2 

Ｎ２１０８ 12. 6. 8 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 3. 1 20. 2.13 6 ♂ 44.2 

Ｎ２１０９ 12. 6.27 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 9. 6 19. 6.13 6 ♀ 35.0 

Ｎ２１１０ 12. 7. 5 ＳＮ４８１８ （SN） 18. 4. 5 不　　受　　胎

Ｎ２１１１ 12. 7. 7 石 深　2475　（Ｎ） 18.11.16 19. 9. 1 5 ♀ 41.0 

Ｎ２１１２ 12. 7.20 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 3.30 20. 1. 2 6 ♂ 37.0 

Ｎ２１１４ 12. 8.24 豊 見　2311　（Ｎ） 18. 9. 3 19. 6.13 5 ♀ 38.8 

Ｎ２１１６ 12. 9. 4 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 4. 4 5 ♂ 39.6 

Ｎ３１０１ 13. 1. 8 高 福　（Ｎ） 18. 6.19 19. 3.30 5 ♀ 39.2 

Ｎ３１０３ 13. 3.13 若 花　（Ｎ） 18. 7.17 19. 4.28 5 ♀ 38.4 

Ｎ３１０４ 13. 4. 5 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 3.22 5 ♀ 36.2 

Ｎ３１１０ 13. 5.21 高　　　　　福　（Ｎ） 18. 6.19 19. 3.30 4 ♀ 40.0 

Ｎ３１１８ 13.10. 8 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6.17 19. 6.17 4 ♀ 37.4

Ｎ４１０２ 14. 1. 9 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 7.25 19. 5. 1 4 ♀ 42.0 

Ｎ４１０５ 14. 3. 2 石 深　2475　（Ｎ） 18. 8.31 19. 6. 7 4 ♀ 38.6 

Ｎ４１０９ 14. 4. 5 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 6.14 19. 3.26 4 ♂ 48.2 

Ｎ４１１０ 14. 4.10 満 伯　2484　（Ｎ） 18.10.16 19. 7.29 4 ♂ 43.8 

Ｎ４１１１ 14. 4.15 石 深　2475　（Ｎ） 19.12.15 18.10.25 4 ♀ 32.6 

Ｎ４１１１ 14. 4.15 石 深　2475　（Ｎ） 19.12.15 18.10.25 4 ♀ 39.4 

Ｎ４１１２ 14. 4.29 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.31 19.11. 4 4 ♀ 32.4 

Ｎ４１１５ 14. 5.18 ＳＮ４８１８ （SN） 18. 4.10 19. 1.18 3 ♀ 37.2 

Ｎ４１１８ 14. 7.14 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 9.26 19. 7. 9 4 ♂ 46.4 

Ｎ４１２３ 14. 9.30 満 伯　2484　（Ｎ） 18.11.14 19. 8.28 4 ♂ 50.3 

Ｎ４１２８ 14.11.28 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 2.12 19.11.20 3 ♀ 33.0 

Ｎ５１０２ 15. 1.10 ＳＮ０７０８×星檜（Ｎ） 18. 6.20 19. 3.19 3 ♀ 42.8 

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配・授精（19年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

Ｎ９８４４ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８２７ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８３５ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ０８０３ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１４７ 満 伯　2484　（Ｎ） 20. 2.26 受　　　胎

Ｎ９８３０ 石 深　2475　（Ｎ） 19. 9.17 受　　　胎

Ｎ９１２６ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 9. 1 受　　　胎

早　死　産 満 伯　2484　（Ｎ） 20. 3.26 不　　　明

早　死　産

早　死　産

Ｎ９８２０ 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 7. 2 受　　　胎

Ｎ９１０４ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 6.29 20. 4. 9　７産　♂　43.0kg　Ｎ０８１０　

Ｎ９１３５ 若 菱　2423　（Ｎ） 20. 1.16 受　　　胎

Ｎ０８０４ 立 美　（Ｎ） 不　　　明

Ｎ９１１９ 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 9.12 受　　　胎

石 深　2475　（Ｎ） 19. 3.22 20. 1. 4　６産　♀　43.0kg　Ｎ０１０１　

Ｎ９１２８ 満 伯　2484　（Ｎ） 19.10.22 受　　　胎

Ｎ０８０１ 帝 門 夢　（Ｎ） 20. 2.26 受　　　胎

死　　　産 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８１１ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 9.12 受　　　胎

ＮＮ９１０８ 不　　明 19. 7.20 受　　　胎

Ｎ９１１１ 川 辰　（Ｎ） 19. 8. 6 受　　　胎

ＮＮ９１０６ ＳＮ４８１８ （SN） 20. 3.18 受　　　胎

Ｎ９１２９ 高 福　（Ｎ） 20. 1.30 受　　　胎

ＳＮＮ９７０４ ＳＮ４８１８ （SN） (19. 5.27) 20. 3. 7　５産　♀　32.4kg　ＳＮＮ０７０２

ＮＮ９１１２ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 9. 6 受　　　胎

Ｎ９１１８ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 7.10 受　　　胎

Ｎ９８０９ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 8. 1 受　　　胎

Ｎ９８２９ 満 伯　2484　（Ｎ） 19.12. 4 受　　　胎

Ｎ９１４５ 石 深　2475　（Ｎ） 20. 3. 7 不　　　明

Ｎ９１４６

死　　　産 若 菱　2423　（Ｎ） 20. 1.30 受　　　胎

ＳＮＮ９７０１ 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 3.13 19.12.25　４産　♂　45.0kg　Ｎ９８５２　

Ｎ９８２６ 若 菱　2423　（Ｎ） 19.12. 6 受　　　胎

Ｎ９８３９ 満 伯　2484　（Ｎ） 20. 1.26 受　　　胎

Ｎ９１３９ 立 美　（Ｎ） 20. 2.27 不　受　胎

ＮＳＮ９７０３ ＳＮ４８１８ （SN） 19. 6.30 受　　　胎
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表13－2　分娩およびその後の受胎成績（日本短角種）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配・授精（18年度最終） 分　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

Ｎ５１０５ 15. 3. 3 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 3.23 3 ♂ 36.8 

ＮＮ５１０７ 15. 3.22 満 伯　2484　（Ｎ） 18.10.22 18.10.22 3 ♀ 38.0 

Ｎ５１１０ 15. 4. 3 山 口 １ 号 （DM） 18. 6.18 19. 3.31 3 ♂ 43.6 

Ｎ５１１１ 15. 4.12 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 7.26 19. 4.29 2 ♂ 38.5 

Ｎ５１１３ 15. 4.30 豊 見　2311　（Ｎ） 18. 6.18 19. 4. 4 3 ♂ 42.6 

Ｎ５１１４ 15. 5. 1 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 3.26 3 ♀ 34.2 

Ｎ５１１７ 15. 5.23 満 伯　2484　（Ｎ） 18. 9.19 19. 6.30 3 ♀ 41.6 

Ｎ５１１８ 15. 6.10 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 9.14 19. 8. 1 3 ♂ 43.6 

Ｎ５１２４ 15. 9.10 満 伯　2386　（Ｎ） 19. 1.16 19.11. 3 3 ♀ 44.0 

Ｎ５１２５ 15. 9.13 若 菱　2423　（Ｎ） 18.11.28 18.11.20 2 ♂ 48.0 

Ｎ５１２７ 15.12. 3 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 3.20 19. 1.12 2 ♀ 41.4 

Ｎ５１２８ 15.12. 9 満 伯　2386　（Ｎ） 18. 7.11 19. 4.20 2 ♂ 36.8 

Ｎ５１２９ 15.12.28 若花（Ｎ）×Ｎ９１０２ 18. 4.11 19. 1.10 2 ♂ 39.8 

Ｎ５１３０ 15.12.29 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 5.24 19. 2.26 2 ♀ 38.0 

Ｎ６１０１ 16. 3. 3 石 深　2475　（Ｎ） 18. 5.24 19. 2.27 2 ♂ 46.0 

Ｎ６１０２ 16. 3. 6 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 5.25 19. 3. 1 2 ♀ 37.0 

Ｎ６１０３ 16. 3.14 満 伯　2386　（Ｎ） 18. 6.13 19. 3.19 2 ♀ 36.4 

Ｎ６１０４ 16. 3.19 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 8. 8 19. 5.10 2 ♂ 42.0 

Ｎ６１０６ 16. 3.24 菊 板　　77　（Ｎ） 18. 9. 5 19. 6.17 2 ♀ 39.0 

Ｎ６１０７ 16. 3.31 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 6.17 2 ♀ 36.0 

Ｎ６１０８ 16. 4.10 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 6. 9 19. 3.22 2 ♂ 48.8 

Ｎ６１１０ 16. 4.14 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 8. 9 19. 5.15 2 ♀ 33.0 

Ｎ６１１１ 16. 4.14 萩 里　3801　（Ｎ） 18.12.27 19.10.12 2 ♀ 37.4 

Ｎ６１１２ 16. 4.15 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 8.31 19. 6.11 2 ♂ 33.6 

Ｎ６１１４ 16. 5.22 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 7.22 19. 4.26 2 ♀ 35.0 

Ｎ６１１５ 16. 6. 6 高 小 錦　（Ｎ） 19. 1.18 19.11. 1 2 ♀ 48.0 

Ｎ６１１７ 16. 6.24 菊 板　　77　（Ｎ） 18. 7. 2 19. 4.15 2 ♂ 37.4 

Ｎ６１１８ 16. 7. 1 石 深　2475　（Ｎ） 19. 1. 9 19.10.21 2 ♂ 45.0 

Ｎ６１１９ 16. 7.22 高 小 錦　（Ｎ） 19. 1.28 19.11. 7 2 ♂ 40.4 

Ｎ６１２０ 16. 7.30 高 小 錦　（Ｎ） 19. 2.27 18. 8.15 2 ♂ 38.0 

Ｎ６１２１ 16. 8. 3 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 3. 1 19.12.11 2 ♀ 40.8 

Ｎ６１２２ 16. 8.19 石 深　2475　（Ｎ） 19. 3. 1 19.12.11 2 ♀ 37.0 

Ｎ６１２３ 16. 8.28 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 2. 8 19.11.12 2 ♀ 33.6 

Ｎ６１２４ 16. 9. 6 若 菱　2423　（Ｎ） 18.12.19 19. 9.27 2 ♀ 32.6 

Ｎ６１２５ 16.10. 7 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 1.31 19.11.10 2 ♂ 30.4 

Ｎ６１２５ 16.10. 7 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 1.31 19.11.10 2 ♀ 26.4 

Ｎ６１２６ 16.10.23 高 小 錦　（Ｎ） 19. 3. 4 不　　受　　胎

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配・授精（19年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

Ｎ９８０８ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 7.19 受　　　胎

Ｎ９１２７ 石 深　2475　（Ｎ） 19. 9.11 受　　　胎

Ｎ９８１０ 萩 里　3801　（Ｎ） 19.11. 3 受　　　胎

Ｎ９８１６ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 7.13 受　　　胎

Ｎ９８１２ Ｎ９１０２×国灰（Ｎ） 19. 7.23 受　　　胎

ＮＮ９１０７ ＳＮ４８１８ （SN） 19. 6.15 受　　　胎

Ｎ９１２４ 満 伯　2386　（Ｎ） 19. 9.14 受　　　胎

Ｎ９８３１ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 9.17 受　　　胎

Ｎ９１３４ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８４０ 川 辰　（Ｎ） 19.11.16 受　　　胎

Ｎ９１０１ 星 檜　2341　（Ｎ） 20. 2.16 不　受　胎

Ｎ９８１５ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 9. 8 受　　　胎

Ｎ９８０２ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 5. 3 20. 3.21　３産　♂　41.0kg　Ｎ０８０７

Ｎ１９－１ 母　　牛　　事　　故　　死

Ｎ９８０６ 萩 里　3801　（Ｎ） (19. 5.19) 20. 2.28　３産　♂　31.0kg　Ｎ０８０５

Ｎ９１０３ 萩 里　3801　（Ｎ） (19. 7.14) 受　　　胎

Ｎ９１０５ 満 伯　2386　（Ｎ） 18. 6.13 20. 3. 5　３産　♂　39.6kg　Ｎ０８０６

Ｎ９８１８ 萩 里　3801　（Ｎ） (19. 8.25) 受　　　胎

Ｎ９１２１ 立 美　（Ｎ） 19. 8.16 受　　　胎

死　　　産 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８０７ 萩 里　3801　（Ｎ） 19. 7.14 受　　　胎

Ｎ９１１３ 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 6.30 受　　　胎

Ｎ９１３２ 川 辰　（Ｎ） 20. 3.11 不　　　明

Ｎ９８２４ 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 7.18 受　　　胎

Ｎ９１１０ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 7. 6 受　　　胎

Ｎ９１３３ 石 深　2475　（Ｎ） 19. 1.30 受　　　胎

Ｎ９８１４ 満 伯　2386　（Ｎ） 19. 7. 5 20. 4.14　３産　♂　45.8kg　Ｎ０８１５

Ｎ９８４２ 川 辰　（Ｎ） 20. 3. 8 不　　　明

Ｎ９８４５ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 4. 8 不　　　明

Ｎ８８２６ 立 美　（Ｎ） 20. 3. 7 不　受　胎

Ｎ９１４２ 星 檜　2341　（Ｎ） 20. 3.23 不　　　明

Ｎ９１４３ 石 深　2475　（Ｎ） 20. 3.23 不　　　明

Ｎ９１３７ 桜 頼　　５　（Ｎ） 20. 3.10 不　　　明

Ｎ９１３１ 若 菱　2423　（Ｎ） 20. 1.30 不　受　胎

Ｎ９８４６ 星 檜　2341　（Ｎ） 20. 2.27 受　　　胎

Ｎ９１３６ 星 檜　2341　（Ｎ） 20. 2.27 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 19. 3. 4 20. 1. 9　２産　♀　33.8kg　Ｎ０１０２



－ 54 － － 55 －

表13－3　分娩およびその後の受胎成績（日本短角種）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配・授精（18年度最終） 分　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

Ｎ６１２７ 16.11. 1 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 2.27 19.12. 6 2 ♂ 40.0 

Ｎ６１２８ 16.11. 3 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 3. 9 19.12.14 2 ♀ 34.6 

Ｎ６１２９ 16.11.30 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 3.23 不　　受　　胎

Ｎ６１３０ 16.12.13 帝門夢（Ｎ）×Ｎ９１０２ 19. 2.22 19.11.23 2 ♀ 43.0 

Ｎ７１０１ 17. 1.14 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 4.13 19. 1.26 初 ♀ 35.0 

Ｎ７１０２ 17. 2.19 高 小 錦　（Ｎ） 18. 9. 3 19. 6.20 2 ♂ 47.0 

Ｎ７１０４ 17. 2.25 松 錦　（Ｎ） 18. 9. 9 19. 6.21 初 ♀ 39.5 

Ｎ７１０６ 17. 3.30 松 錦　（Ｎ） 18. 8. 6 19. 5.13 初 ♂ 35.6 

Ｎ７１０７ 17. 4. 3 石 深　2475　（Ｎ） 18. 8.10 19. 5.18 初 ♀ 33.0 

Ｎ７１０８ 17. 4. 8 石 深　2475　（Ｎ） 18. 8. 8 19. 5.20 初 ♀ 31.2 

Ｎ７１０９ 17. 4.17 若 菱　2423　（Ｎ） 18. 9.20 19. 6.27 初 ♀ 40.0 

Ｎ７１１０ 17. 4.20 石 深　2475　（Ｎ） 18. 8.22 19. 5.29 初 ♂ 36.6 

ＮＮ７１１１ 17. 4.22 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 9. 9 19. 6.14 初 ♀ 36.0 

Ｎ７１１２ 17. 5. 5 若 花　（Ｎ） 18. 8.12 19. 5.23 初 ♀ 35.6 

Ｎ７１１３ 17. 5.10 星 檜　2341　（Ｎ） 18. 8.26 19. 6. 4 初 ♂ 41.4 

Ｎ７１１４ 17. 5.11 豊 見　2311　（Ｎ） 18. 8.21 19. 5.21 初 ♀ 30.0 

Ｎ７１１５ 17. 5.31 高 小 錦　（Ｎ） 18.10. 2 19. 7.10 初 ♀ 35.8 

Ｎ７１１６ 17. 6. 8 石 深　2475　（Ｎ） 18.11. 9 19. 8.18 初 ♂ 37.6 

Ｎ７１１７ 17. 7.15 高 小 錦　（Ｎ） 18.10.29 19. 8. 8 初 ♂ 44.0 

Ｎ７１１８ 17. 7.28 高 小 錦　（Ｎ） 18.10.29 19. 8. 9 初 ♂ 48.5 

Ｎ７１１９ 17. 7.31 高 小 錦　（Ｎ） 18.12. 7 19. 9.16 初 ♀ 35.2 

Ｎ７１２０ 17. 9.18 高 小 錦　（Ｎ） 19. 2.19 不　　受　　胎

Ｎ７１２１ 17. 9.30 高 小 錦　（Ｎ） 19. 1.28 19.11.22 初 ♀ 42.0 

Ｎ７１２２ 17.10. 9 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.31 19.11.11 初 ♂ 42.2 

Ｎ７１２３ 17.10.28 高 小 錦　（Ｎ） 19. 2. 4 19.11.15 初 ♀ 40.2 

Ｎ７１２４ 17.12.16 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ７１２５ 17.12.21 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０１ 18. 1. 9 萩 里　3801　（Ｎ） 18. 7.10 19. 4.19 初 ♀ 33.6

Ｎ８１０３ 18. 1.23 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０４ 18. 1.31 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０５ 18. 3.13 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０６ 18. 3.21 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０７ 18. 3.30 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０８ 18. 4. 1 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１０９ 18. 4. 6 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１０ 18. 4.17 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１１ 18. 4.25 交　配　・　授　精　な　し

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配・授精（19年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

Ｎ９８５０ 若 菱　2423　（Ｎ） 20. 2.27 受　　　胎

Ｎ９１４４ 星 檜　2341　（Ｎ） 20. 3. 6 受　　　胎

星 檜　2341　（Ｎ） 19. 5.17 20. 2.20　２産　♀　37.4kg　Ｎ０１０４

Ｎ９１４１ 川 辰　（Ｎ） 20. 1. 3 受　　　胎

Ｎ９８０４ 川 辰　（Ｎ） 19. 5.17 不　受　胎

Ｎ９８２５ 若 菱　2423　（Ｎ） 19.10.15 受　　　胎

Ｎ９１２１ 高 小 錦　（Ｎ） 19. 9.11 不　受　胎

Ｎ９８１９ 高 小 錦　（Ｎ） 19. 7.23 20. 4.24　２産　♀　37.2kg　Ｎ０１０７

Ｎ９１１４ 満 伯　2386　（Ｎ） 19. 7.20 不　受　胎

Ｎ９１１５ 石 深　2475　（Ｎ） 19. 9. 1 受　　　胎

Ｎ９１２２ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 8.29 受　　　胎

Ｎ９８２２ 石 深　2475　（Ｎ） 19. 7.12 受　　　胎

Ｎ９１２０ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１１７ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８２３ 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 7.21 受　　　胎

Ｎ９１１６ 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 7.23 受　　　胎

Ｎ９１２５ 高 福　（Ｎ） 19.10.21 受　　　胎

Ｎ９８３８ 石 深　2475　（Ｎ） 19.11.24 受　　　胎

Ｎ９８３３ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９８３４ 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１３０ ＳＮ４８１８ （SN） (19. 3.14) 受　　　胎

交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１４０ 石 深　2475　（Ｎ） 20. 1.14 受　　　胎

Ｎ９８４７ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.30 不　　　明

Ｎ９１３８ 満 伯　2386　（Ｎ） 20. 1. 3 受　　　胎

高 小 錦　（Ｎ） 19. 6.28 不　受　胎

帝 門 夢　（Ｎ） 19. 9.12 受　　　胎

Ｎ９１０９ 立 美　（Ｎ） 20. 2. 4 受　　　胎

若花（Ｎ）×Ｎ９１０２ 19. 6.23 20. 3.22  初産　♀　34.0kg  Ｎ０１０４

満伯2386（Ｎ）×SN0708 19. 7.23 受　　　胎

国灰（Ｎ）×Ｎ９１０２ 19. 7.23 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 19. 9. 7 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 19. 7.19 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 19. 9. 7 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 19. 8.14 受　　　胎

波 頼　1506　（Ｎ） 19. 9.26 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 19.11. 9 受　　　胎
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表13－4　分娩およびその後の受胎成績（日本短角種）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配・授精（18年度最終） 分　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

Ｎ８１１２ 18. 4.27 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１３ 18. 5. 1 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１４ 18. 5.25 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１５ 18. 6. 1 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１６ 18. 6.13 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１７ 18. 7. 1 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１８ 18. 7. 7 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１１９ 18. 9.10 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２０ 18. 9.13 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２１ 18. 9.21 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２２ 18.10. 5 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２３ 18.10.14 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２５ 18.10.20 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２６ 18.10.29 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２７ 18.11. 3 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２８ 18.11.12 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１２９ 18.11.23 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１３０ 18.12.12 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ８１３１ 18.12.28 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１０１ 19. 1.12 交　配　・　授　精　な　し

Ｎ９１０２ 19. 1.26 交　配　・　授　精　な　し

表13－5　分娩およびその後の受胎成績（日本短角種　ダブルマッスル）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配・授精（18年度最終） 分　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

ＤＭ９０８６ 13. 9.24 Ｗ ８ ９ ９ ３（DM） 18. 6. 9 19. 2.15 初 ♂ 52.8

ＤＭ９０９８ 14. 4. 5 Ｗ ８ ９ ９ ３（DM） 18. 4.28 18.12.12 2 ♂ 47.8

ＤＭ９１２６ 15. 9.29 交　配　・　授　精　な　し

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配・授精（19年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

石 深　2475　（Ｎ） 19. 8.24 受　　　胎

波 頼　1506　（Ｎ） 19. 8.29 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 20. 1. 3 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 20. 3. 9 不　受　胎

ＳＳＮ５８３８（SSN）（凍結精液） 19.11.21 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 20. 3.13 不　受　胎

石 深　2475　（Ｎ） 19.12. 6 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 19.12. 9 受　　　胎

若 菱　2423　（Ｎ） 19.12.23 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 20. 3. 2 受　　　胎

石 深　2475　（Ｎ） 20. 1.21 受　　　胎

満 伯　2386　（Ｎ） 20. 3.11 不　　　明

民 姫　（Ｎ） 20. 3.10 不　　　明

交　配　・　授　精　な　し

立 美　（Ｎ） 20. 3.16 不　　　明

川 辰　（Ｎ） 20. 3. 3 不　受　胎

交　配　・　授　精　な　し

交　配　・　授　精　な　し

民 姫　（Ｎ） 20. 3.30 不　　　明

交　配　・　授　精　な　し

交　配　・　授　精　な　し

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配・授精（19年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

Ｗ９８０５ 山 口 １ 号　（Ｎ） 19. 5.27 不　受　胎

Ｗ９８０１ 山 口 １ 号　（Ｎ） 20. 2.28 不　受　胎

山 口 １ 号　（Ｎ） 19.11. 7 受　　　胎
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表14　分娩およびその後の受胎成績（雑種）

雌牛牛体番号 生年月日

分　　　　娩　　　　成　　　　績

交配 ・ 授精 （17年度最終） 分　　　娩 産

種雄牛名（品種） 年月日（推定） 年 月 日 産次 性 体重（㎏）

ＳＮ０７０８ 10. 9. 2 満 伯　2484　（Ｎ） 18.10. 3 19. 7.18 8 ♂ 53.0

ＳＮ０７１０ 10. 9.19 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 3. 6 20. 1. 7 7 ♂ 49.4 

ＳＮ０７１２ 10.11. 2 松 錦　（Ｎ） 18. 7.23 19. 4.24 7 ♀ 51.1 

ＳＮ１７０２ 11. 4. 8 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 2.22 19.11.29 7 ♂ 48.0

ＳＮ１７０３ 11. 5. 9 石 深　2475　（Ｎ） 18. 8. 9 19. 5.17 6 ♀ 47.8

ＳＮ１７０５ 11. 6.13 松 錦　（Ｎ） 18.10.22 19. 8. 7 6 ♂ 40.3 

ＳＮ１７０６ 11. 6.28 若 菱　2423　（Ｎ） 18.12.21 19.10. 7 7 ♂ 49.0 

ＳＮ１７０７ 11. 9.20 高 小 錦　（Ｎ） 18. 8. 8 19. 5.18 6 ♂ 40.6 

ＳＮ２７０４ 12. 4.30 高 小 錦　（Ｎ） 19. 3. 7 19.12.17 6 ♀ 42.8 

ＳＮ２７０７ 12.12. 4 松 錦　（Ｎ） 18. 7.25 19. 5. 3 6 ♂ 38.0

ＳＮ３７０３ 13. 5.14 星 檜　2341　（Ｎ） 19. 2.18 19.11.26 6 ♀ 44.0 

ＳＮ３７０４ 13. 6.25 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.23 19.10.10 5 ♀ 23.6 

ＳＮ３７０４ 13. 6.25 若 菱　2423　（Ｎ） 19. 1.23 19.10.10 5 ♀ 28.0 

ＳＮ３７０５ 13. 7.24 高 小 錦　（Ｎ） 18.11. 2 19. 8.14 5 ♂ 43.0 

ＳＮ４７０５ 14. 5.26 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 3. 8 19.12.21 4 ♂ 40.8 

ＮＳＮ７７０１ 17. 1.11 松 錦　（Ｎ） 18. 4.11 19. 1.18 初 ♂ 32.4 

ＮＳＮ７７０３ 17. 3.22 松 錦　（Ｎ） 18. 6.27 19. 4.10 初 ♂ 46.8 

ＮＳＮ７７０５ 17. 6.15 高 小 錦　（Ｎ） 18. 8.29 19. 6. 6 初 ♀ 41.6 

ＮＳＮ７７０７ 17. 9.25 高 小 錦　（Ｎ） 19. 3.23 19.12.30 初 ♂ 38.0 

ＮＳＮ７７０８ 17. 9.25 松 錦　（Ｎ） 19. 1.16 19.10.24 初 ♀ 45.6 

ＳＮ７７０９ 17.11.10 満 伯　2484　（Ｎ） 19. 1.16 19.10.31 初 ♀ 42.4 

ＳＮＮ８７００ 18. 1.14 交　配　・　授　精　な　し

ＳＮＮ８７０１ 18. 3.11 交　配　・　授　精　な　し

ＳＮＮ８７０２ 18. 3.25 交　配　・　授　精　な　し

ＳＮＮ８７０３ 18. 4.10 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ８７０５ 18. 5. 1 交　配　・　授　精　な　し

ＳＮＮ８７０６ 18. 6.22 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ８７０７ 18. 6.27 交　配　・　授　精　な　し

ＳＮＮ８７０８ 18. 7.10 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ８７０９ 18. 9. 4 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ８７１０ 18. 9.20 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ８７１１ 18.10.16 交　配　・　授　精　な　し

受　　　　　胎　　　　成　　　　績

子 交配 ・ 授精 （18年度最終）
受胎の有無・分娩の記録および備考

個体番号 種雄牛名（品種） 年月日（推定）

ＮＳＮ９８２８ 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ０８０２ 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ９７０５ 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ９８４８ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.10 不　受　胎

ＮＳＮ９７０６ 高 小 錦　（Ｎ） 19. 8.21 受　　　胎

ＮＳＮ９８３２ 高 小 錦　（Ｎ） 19.12.30 受　　　胎

ＮＳＮ９８４１ 高 小 錦　（Ｎ） 19.12.30 受　　　胎

ＮＳＮ９８２１ 萩 里　3801　（Ｎ） (19.11.29) 受　　　胎

ＮＳＮ９７１３ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.10 不　受　胎

ＮＳＮ９８１７ 萩 里　3801　（Ｎ） (19. 9. 6) 受　　　胎

ＮＳＮ９７１２ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.23 不　　　明

ＮＳＮ９７０８ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.10 不　　　明

ＮＳＮ９７０９ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.10 不　　　明

ＮＳＮ９８３７ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.11 不　　　明

ＮＳＮ９８５１ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.13 不　　　明

ＮＮＳＮ９８０３ 高 小 錦　（Ｎ） 19. 3.31 20. 1.11　２産　♀　38kg　ＮＮＳＮ０７０１

ＮＮＳＮ９８１３ 高 小 錦　（Ｎ） 19. 7.16 受　　　胎

ＮＮＳＮ９７０７ 高 小 錦　（Ｎ） 19.12.13 受　　　胎

ＮＮＳＮ９８５３ 高 小 錦　（Ｎ） 20. 3.13 不　　　明

ＮＮＳＮ９７１０ 交　配　・　授　精　な　し

ＮＳＮ９７１１ 高 小 錦　（Ｎ） 19.12.17 受　　　胎

高 小 錦　（Ｎ） 19. 7. 8 受　　　胎

高 小 錦　（Ｎ） 19. 9. 7 受　　　胎

ＳＳＮ５８３８（SSN）（凍結精液） 20. 3.13 受　　　胎

高 小 錦　（Ｎ） 19. 8.21 受　　　胎

山 口 １　（Ｎ） 20. 1.21 受　　　胎

レジェンド(Ｓ)×N3103 19.10. 7 受　　　胎

満伯（Ｎ）×Ｎ９１０２ 19.10. 4 受　　　胎

ＳＳＮ５８３８（SSN）（凍結精液） 19.10.15 受　　　胎

交　配　・　授　精　な　し

高 小 錦　（Ｎ） 20. 2.23 受　　　胎

満伯（Ｎ）×Ｎ３１０３ 19.12. 5 受　　　胎
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表15　舎飼い期の飼料給与量（㎏／日）
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10月 11月～12月 １月～３月

成雌牛
（分娩前２週間、分娩後１ヶ月）

飽食 飽食 飽食

成雌牛
（上記以外）

16～18 15～19 15～19

育成雌牛
（７ヶ月齢～初回分娩前）

13～15
 ※1

13～15 13～15

自給飼料肥育子牛
（１ヶ月齢～６ヶ月齢）

飽食 飽食 飽食

自給飼料肥育牛
（６～12ヶ月齢）

6～8 15～25 10～23

自給飼料肥育牛
（12～18ヶ月齢）

8 20～30 0～10
 ※2

15～25

自給飼料肥育牛
（18～24ヶ月齢）

13 30～35 0～15
 ※3

35～45

自給飼料肥育牛
（24ヶ月齢以上）

15～18 40～50 0～20
 ※4

40～50

場外自給飼料肥育牛
（６～12ヶ月齢）

飽食 飽食 飽食

場外自給飼料肥育牛
（12～18 ヶ月齢）

飽食 飽食 飽食

場外自給飼料肥育牛
（18～24ヶ月齢）

飽食 飽食 飽食

場外自給飼料肥育牛
（24ヶ月齢以上）

飽食 飽食 飽食

※１ 飽食に極めて近い。※２、３、４ 下痢発症のため肥育牛にRBSを併用。
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表16　グラスサイレージ（ＧＳ）の栄養成分と発酵品質

採材バンカー（GS） 1 号バンカー

採材月日 ３月22日 12月10日

採材位置
１Ｂ－１ ２Ｂ－１

上段 中段 下段 ave SD 上段 中段 下段 ave SD

一
般
成
分

水　分 ％ 79.80 79.70 78.00 79.17 1.01 74.30 79.10 78.70 77.37 2.66 

ＴＤＮ ％ 64.30 60.80 63.00 62.70 1.77 61.40 65.00 61.00 62.47 2.20 

粗蛋白 ％ 13.70 11.60 12.70 12.67 1.05 11.90 13.80 12.90 12.87 0.95 

ＡＤＦ ％ 42.40 44.70 43.10 43.40 1.18 38.40 39.80 42.50 40.23 2.08 

ＮＤＦ ％ 65.50 69.70 67.20 67.47 2.11 62.90 61.80 65.90 63.53 2.12 

ＮＦＣ ％ 12.10 10.40 11.60 11.37 0.87 18.80 15.80 13.50 16.03 2.66 

粗脂肪 ％ 4.00 3.60 4.10 3.90 0.26 3.60 4.40 3.80 3.93 0.42 

灰　分 ％ 7.00 7.10 6.70 6.93 0.21 5.80 6.90 6.40 6.37 0.55 

ＯＣＣ ％ 24.70 20.90 23.20 22.93 1.91 29.00 28.50 24.80 27.43 2.29 

ＯＣＷ ％ 68.40 71.90 70.10 70.13 1.75 65.20 64.70 68.80 66.23 2.24 

Ｏａ ％ 5.80 5.60 5.80 5.73 0.12 5.60 7.90 6.70 6.73 1.15 

Ｏｂ ％ 62.50 66.30 64.30 64.37 1.90 59.60 56.80 62.10 59.50 2.65 

ミ
ネ
ラ
ル

カルシウム ％ 0.75 0.72 0.64 0.70 0.06 0.55 0.72 0.75 0.67 0.11 

リ　ン ％ 0.30 0.30 0.26 0.29 0.02 0.28 0.27 0.28 0.28 0.01 

マグネシウム ％ 0.30 0.31 0.25 0.29 0.03 0.29 0.23 0.25 0.26 0.03 

カリウム ％ 1.70 1.80 1.71 1.74 0.06 1.24 1.85 1.47 1.52 0.31 

Ｋ／（Ca＋Mg） 0.70 0.75 0.83 0.76 0.07 0.62 0.86 0.64 0.71 0.13 

発
酵
品
質
（
乾
物
）

pH 4.40 4.70 4.60 4.57 0.15 3.90 4.00 4.20 4.03 0.15 

アンモニア態Ｎ ％ 0.21 0.29 0.14 0.21 0.08 0.11 0.15 0.15 0.14 0.02 

アンモニア態Ｎ/全Ｎ ％ 9.70 16.00 7.40 11.03 4.45 5.80 7.00 7.40 6.73 0.83 

酪　酸 ％ 0.38 1.86 0.05 0.76 0.96 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

乳　酸 ％ 3.39 2.22 2.11 2.57 0.71 6.55 8.49 5.42 6.82 1.55 

酢　酸 ％ 4.25 3.34 4.27 3.95 0.53 1.31 2.47 3.98 2.59 1.34 

プロピオン酸 ％ 0.25 0.29 0.26 0.27 0.02 0.00 0.00 0.08 0.03 0.05 

※分析はサイロ上段、中断、下段より各３箇所ずつ採取しそれぞれ混合したものをサンプルとした。また

１，３号バンカーサイロは現在使用時点まで１地点、２号バンカーサイロからは３地点で採取を行った。

分析は十勝農協連農産化学研究所。

　２号バンカー

１月12日 ２月６日

２Ｂ－２ ２Ｂ－３

上段 中段 下段 ave SD 上段 中段 下段 ave SD

78.50 79.30 81.10 79.63 1.33 79.80 78.80 78.80 79.13 0.58 

62.90 64.80 59.00 62.23 2.96 60.60 62.90 59.70 61.07 1.65 

13.40 13.90 11.90 13.07 1.04 12.30 12.10 12.30 12.23 0.12 

40.90 40.50 43.80 41.73 1.80 42.10 42.10 42.80 42.33 0.40 

63.70 62.50 68.80 65.00 3.35 66.10 65.50 67.00 66.20 0.75 

15.00 16.60 10.60 14.07 3.11 14.50 14.70 12.20 13.80 1.39 

3.90 4.00 3.70 3.87 0.15 3.60 3.80 3.80 3.73 0.12 

6.80 6.10 7.20 6.70 0.56 6.50 6.20 6.90 6.53 0.35 

27.00 28.80 22.20 26.00 3.41 25.50 27.60 24.80 25.97 1.46 

66.20 65.10 70.60 67.30 2.91 68.00 66.20 68.30 67.50 1.14 

7.10 7.10 6.70 6.97 0.23 6.00 7.10 7.30 6.80 0.70 

59.10 58.00 64.00 60.37 3.19 62.00 59.10 61.10 60.73 1.48 

0.79 0.70 0.71 0.73 0.05 0.74 0.64 0.62 0.67 0.06 

0.27 0.27 0.22 0.25 0.03 0.27 0.21 0.21 0.23 0.03 

0.27 0.25 0.25 0.26 0.01 0.25 0.23 0.22 0.23 0.02 

1.68 1.36 2.06 1.70 0.35 1.48 1.55 1.98 1.67 0.27 

0.70 0.63 0.93 0.75 0.16 0.66 0.77 1.04 0.82 0.20 

4.00 4.30 4.80 4.37 0.40 4.30 3.90 4.00 4.07 0.21 

0.15 0.15 0.32 0.21 0.10 0.18 0.13 0.15 0.15 0.03 

7.20 6.90 17.00 10.37 5.75 9.30 6.70 7.70 7.90 1.31 

0.00 0.00 1.06 0.35 0.61 0.45 0.06 0.00 0.17 0.24 

7.32 4.52 3.23 5.02 2.09 4.77 8.65 8.57 7.33 2.22 

3.68 4.28 2.51 3.49 0.90 3.73 2.34 1.88 2.65 0.96 

0.07 0.07 0.13 0.09 0.03 0.12 0.09 0.00 0.07 0.06 
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表17　ロールベールサイレージ（ＲＢＳ）の栄養成分と発酵品質

採材ＲＢＳ １番草

採 材 月 日 ３月22日

採 材 牧 区 ２－５ ７－４ ７－５ average SD １－１ ２－１

一
般
成
分

水　分 ％ 35.80 42.30 47.90 42.00 6.06 39.50 25.90 

ＴＤＮ ％ 55.10 63.70 64.70 61.17 5.28 51.20 60.80 

粗蛋白 ％ 8.40 11.90 11.70 10.67 1.97 15.30 16.20 

ＡＤＦ ％ 440.30 39.70 39.80 173.27 231.26 37.50 34.30 

ＮＤＦ ％ 68.60 63.80 65.50 65.97 2.43 64.60 60.60 

ＮＦＣ ％ 18.10 18.70 16.20 17.67 1.31 15.20 18.80 

粗脂肪 ％ 1.90 2.80 2.70 2.47 0.49 2.20 2.00 

灰　分 ％ 5.80 6.10 7.10 6.33 0.68 6.70 7.10 

ＯＣＣ ％ 27.10 28.60 26.30 27.33 1.17 29.60 31.50 

ＯＣＷ ％ 67.10 65.30 66.60 66.33 0.93 63.70 61.40 

Ｏａ ％ 3.80 4.30 5.50 4.53 0.87 1.90 12.20 

Ｏｂ ％ 63.30 61.00 61.20 61.83 1.27 61.90 49.30 

ミ
ネ
ラ
ル

カルシウム ％ 0.36 0.58 0.61 0.52 0.14 0.58 0.49 

リ　ン ％ 0.17 0.25 0.29 0.24 0.06 0.40 0.45 

マグネシウム ％ 0.20 0.23 0.26 0.23 0.03 0.39 0.44 

カリウム ％ 1.53 1.44 1.94 1.64 0.27 1.54 1.72 

Ｋ／（Ca ＋ Mg） 1.12 0.77 0.95 0.95 0.18 0.65 0.73 

発
酵
品
質
（
乾
物
）

pH 5.60 5.10 4.80 5.17 0.40 5.70 5.90 

アンモニア態Ｎ ％ 0.02 0.07 0.10 0.06 0.04 0.24 0.03 

アンモニア態Ｎ/全Ｎ ％ 1.60 3.90 5.70 3.73 2.06 10.20 1.20 

酪　酸 ％ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

乳　酸 ％ 0.06 1.29 2.41 1.25 1.18 0.78 0.03 

酢　酸 ％ 0.20 0.45 0.59 0.41 0.20 0.32 0.04 

プロピオン酸 ％ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

※分析は収穫個数の多い牧区のRBSを代表として３種類、３箇所から採取し混合したものをサンプルとし

た。分析は十勝農協連農産化学研究所。

２番草 ３番草

３月22日 ３月22日

７－３ average SD ２－１ ２－３ ５－６ average SD

40.60 35.33 8.19 25.50 37.80 33.70 32.33 6.26 

67.80 59.93 8.33 61.70 70.40 59.80 63.97 5.65 

16.80 16.10 0.75 22.70 17.20 17.80 19.23 3.02 

33.90 35.23 1.97 30.20 29.20 33.30 30.90 2.14 

57.30 60.83 3.66 53.50 51.20 57.30 54.00 3.08 

20.30 18.10 2.62 22.30 28.40 20.30 23.67 4.22 

2.20 2.13 0.12 1.50 2.70 2.10 2.10 0.60 

9.60 7.80 1.57 8.50 6.20 8.90 7.87 1.46 

33.90 31.67 2.15 37.80 42.80 33.30 37.97 4.75 

56.50 60.53 3.68 53.70 51.10 57.80 54.20 3.38 

7.30 7.13 5.15 8.20 5.40 9.60 7.73 2.14 

49.20 53.47 7.30 45.50 45.60 48.20 46.43 1.53 

0.82 0.63 0.17 0.52 0.65 0.56 0.58 0.07 

0.39 0.41 0.03 0.41 0.27 0.39 0.36 0.08 

0.28 0.37 0.08 0.32 0.35 0.29 0.32 0.03 

3.12 2.13 0.86 2.63 1.28 2.93 2.28 0.88 

1.24 0.87 0.32 1.29 0.53 1.45 1.09 0.49 

5.90 5.83 0.12 6.10 5.80 6.20 6.03 0.21 

0.09 0.12 0.11 0.03 0.04 0.06 0.04 0.02 

3.60 5.00 4.66 0.90 1.60 2.20 1.57 0.65 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

0.14 0.32 0.41 0.07 0.12 0.18 0.12 0.06 

0.13 0.16 0.14 0.06 0.08 0.17 0.10 0.06 

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
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表18-1　北里八雲牛の枝肉成績

管理番号 個体識別番号 出生日 出荷日 性別
出荷時
日齢

月齢
体重
(kg)

体高
(cm)

胸囲
(cm)

枝肉重
量 (kg)

枝肉歩留
まり（％）

佐藤正之牧場 1485711122 16.12.21 19. 3.26 去勢 825 27.0 650.0 133.4 212.0 324.0 49.8

田 原 牧 場 1424813788 16. 4.19 19. 3.26 去勢 1,071 35.0 706.0 145.0 220.0 369.0 52.3

前 川 牧 場 1514714063 16. 8. 1 19. 3.26 未経産 967 31.0 540.0 130.0 195.0 263.0 48.7

前 川 牧 場 1514509515 16. 3. 5 19. 3.26 未経産 1,116 36.0 542.0 129.6 207.0 275.0 50.7

Ｎ ６ １ １ ３ 1424813818 16. 4.22 19. 3.26 一産取り肥育 1,068 36.0 719.0 130.0 220.0 414.0 57.6

Ｎ ５ １ ２ １ 1424813252 16. 7.20 19. 3.26 一産取り肥育 979 45.0 755.0 133.0 225.0 415.0 55.0

Ｎ ６ ８ ２ ７ 1514714285 16.11. 9 19. 5.22 去勢 924 30.8 638.0 136.4 222.0 368.5 57.8

Ｎ ６ ８ ２ ５ 1514714247 16.10.28 19. 5.22 去勢 936 31.2 587.0 136.8 200.0 333.5 56.8

ＮＳＮ６７０４（前川牧場） 1424813832 16. 5. 3 19. 5.28 未経産 1,120 37.0 550.0 130.8 200.0 277.0 50.4

ＮＳＮ６７０５（前川牧場） 1510213898 16. 5.22 19. 5.28 未経産 1,101 37.0 614.0 130.0 202.0 314.0 51.1

ＮＳＮ６７０６（前川牧場） 1510213959 16. 6.27 19. 5.28 未経産 1,065 35.0 602.0 133.2 203.0 314.0 52.2

Ｎ６８２９（前川牧場） 1514714308 16.11.28 19. 5.28 去勢 911 30.0 584.0 138.6 205.0 309.0 52.9

ＮＳＮ６８３０（前川牧場） 1514714322 16.12. 6 19. 5.28 去勢 903 30.0 600.0 139.0 200.0 300.0 50.0

ＮＳＮ７８１０ 1447414559 17. 4.17 19. 5.28 去勢 771 25.0 626.0 129.0 209.0 351.0 56.1

Ｎ ７ ８ ０ ６ 1447414511 17. 4.14 19. 5.28 去勢 774 25.0 580.0 126.6 217.0 331.0 57.1

Ｎ ７ ８ ０ ５ 1447414467 17. 3.29 19. 5.28 去勢 790 26.0 651.0 132.0 218.0 340.0 52.2

Ｎ７８０１（有機） 1514714360 17. 1.18 19. 5.28 去勢 860 28.0 710.0 136.8 219.0 390.0 54.9

田 原 牧 場 1419712416 16. 7. 2 19. 5.28 去勢 1,060 35.0 608.0 135.0 218.0 343.0 56.4

Ｎ ７ ８ ０ ８ 1447414535 17. 4.15 19. 7.16 去勢 822 28.0 548.0 130.0 200.0 309.0 56.4

ＮＳＮ７８１２ 1447414610 17. 5.10 19. 7.16 去勢 797 27.0 554.0 134.0 206.0 314.0 56.7

Ｎ ７ １ ０ ３ 1514714407 17. 2.23 19. 7.16 未経産 873 29.0 564.0 125.0 205.0 314.0 55.7

Ｎ ７ ８ ０ ４ 1447414436 17. 3.14 19. 7.16 去勢 854 28.0 582.0 134.0 210.0 328.0 56.4

Ｎ ７ ８ ０ ７ 1447414528 17. 4.15 19. 7.16 去勢 822 27.0 538.0 135.0 210.0 298.0 55.4

Ｎ ７ ８ ２ ０ 1447414740 17. 6.30 19. 7.16 去勢 746 25.0 612.0 133.0 210.0 354.0 57.8

Ｎ７８０３（有機） 1447414429 17. 3.13 19. 7.16 去勢 855 28.0 606.0 138.0 208.0 350.0 57.8

ＮＳＮ７８０９ 1447414542 17. 4.16 19. 7.17 去勢 822 27.4 526.0 138.0 205.0 302.5 57.5

ＮＳＮ７８１９ 1447414733 17. 6.27 19. 7.17 去勢 750 25.0 532.0 140.0 214.0 287.0 53.9

Ｎ７８２４（育成牧場） 1447414795 17. 7.24 19. 9.24 去勢 792 25.0 608.0 141.0 208.0 332.0 54.6

Ｎ７８１６（育成牧場） 1447414696 17. 6. 9 19. 9.24 去勢 837 27.0 606.0 137.0 207.0 329.0 54.3

Ｎ７８１８（育成牧場） 1447414726 17. 6.23 19. 9.24 去勢 823 26.0 584.0 136.0 204.0 319.0 54.6

佐藤牧場（育成牧場） 1447414658 17. 5.27 19. 9.24 去勢 850 27.0 542.0 136.0 197.0 286.0 52.8

前川牧場（育成牧場） 1529998519 17. 4.28 19. 9.24 去勢 879 28.0 652.0 141.0 215.0 348.0 53.4

田 原 牧 場 1424813665 16. 3.22 19. 9.24 一産取り肥育 1,281 41.0 650.0 128.0 203.0 314.0 48.3

Ｎ ７ １ ２ ０ 1447414856 17. 9.18 19.10. 1 未経産 743 24.0 534.0 129.0 200.0 271.0 50.7

ＮＳＮ７７０４ 1447414481 17. 3.31 19.10. 1 未経産 914 30.0 552.0 126.0 200.0 269.0 48.7

Ｎ ７ １ ０ １ 1514714353 17. 1.14 19.10. 1 一産取り肥育 990 32.0 548.0 127.0 198.0 275.0 50.2

Ｎ ７ ８ １ ３ 1447414634 17. 5.11 19.10. 1 去勢 873 28.0 600.0 129.0 206.0 335.0 55.8

Ｎ７８２１（有機） 1447414757 17. 7.11 19.10. 1 去勢 812 26.0 620.0 133.0 208.0 329.0 53.1

Ｎ６１０７（有機） 1424813702 16. 3.31 19.10. 1 一産取り肥育 1,279 42.0 682.0 127.0 228.0 367.0 53.8

ＮＳＮ７８１７ 1447414702 17. 6.14 19.10.21 去勢 859 28.6 650.0 136.0 206.0 350.0 53.8

Ｎ ７ ８ ２ ３ 1447414788 17. 7.20 19.10.21 去勢 823 27.4 630.0 134.0 209.0 349.0 55.4

佐藤牧場（育成牧場） 1539207731 17. 7.27 19.11. 4 去勢 830 27.0 630.0 133.0 209.0 353.0 56.0

佐藤牧場（育成牧場） 1520710431 17. 8. 3 19.11. 4 未経産 823 28.0 632.0 132.0 218.0 359.0 56.8

Ｎ ７ ８ ３ １ 1447414948 17.10.13 19.11. 4 去勢 752 25.0 576.0 134.0 200.0 309.0 53.6

Ｎ ７ ８ ２ ６ 1447414849 17. 8.23 19.11. 4 去勢 803 27.0 525.0 143.0 202.0 288.0 54.9

枝肉歩留
まり等級

ロース面
積（）

バラ厚
(cm)

皮下脂肪
厚 (cm)

歩留まり
基 準 値

ＢＭＳ
脂肪交
雑等級

ＢＣＳ 光沢 等級 締まり きめ 等級 ＢＦＳ
光沢と

質
等級

Ａ－２ 44.0 4.7 1.3 73.1 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 4.0 4.0 

Ｂ－２ 43.0 5.1 1.3 70.6 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 4.0 4.0 

Ｃ－２ 29.0 4.1 1.3 71.5 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 35.0 4.1 1.5 71.9 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 4.0 4.0 

Ａ－２ 50.0 6.7 2.2 73.3 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 4.0 3.0 

Ａ－２ 46.0 6.4 2.4 72.3 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ａ－１ 58.0 6.5 2.0 74.2 1.0 1.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 6.0 3.0 3.0 

Ａ－１ 48.0 5.4 1.2 74.0 1.0 1.0 7.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 39.0 4.4 0.6 71.4 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 32.0 5.1 1.5 69.6 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 7.0 3.0 2.0 

Ｂ－２ 43.0 4.9 1.2 71.2 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 40.0 4.8 0.6 73.4 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 32.0 4.4 0.5 70.3 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 37.0 5.5 1.8 69.8 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 43.0 5.5 1.7 73.0 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 39.0 5.0 1.9 71.8 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 4.0 4.0 

Ａ－２ 45.0 5.9 1.7 72.8 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 40.0 5.6 1.5 72.7 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 4.0 4.0 

Ｂ－２ 40.0 4.9 0.8 73.3 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｃ－２ 32.0 4.3 1.4 69.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 38.0 5.2 1.6 72.5 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 7.0 3.0 2.0 

Ｂ－２ 41.0 4.8 1.8 72.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 42.0 4.9 1.3 73.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 41.0 5.4 1.5 72.6 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 40.0 4.8 2.1 71.5 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－１ 41.0 4.6 1.1 71.0 1.0 1.0 5.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 5.0 2.0 2.0 

Ｂ－１ 38.0 4.9 0.3 71.7 1.0 1.0 5.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 4.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 47.0 5.1 0.5 72.3 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 51.0 5.6 1.3 74.5 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 39.0 5.3 1.2 72.9 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 32.0 4.4 1.3 71.7 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 43.0 4.6 1.0 70.8 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 37.0 4.4 0.9 72.4 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 33.0 4.2 0.9 72.3 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 3.0 3.0 3.0 

Ｃ－２ 28.0 4.2 1.3 69.2 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 34.0 3.7 1.2 71.8 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 36.0 4.9 1.4 71.9 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 38.0 5.1 1.5 72.3 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｃ－２ 31.0 4.5 3.4 68.8 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 3.0 2.0 

Ｂ－１ 43.0 5.8 1.4 71.2 1.0 1.0 5.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 44.0 5.9 2.3 72.7 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 51.0 4.6 0.4 72.3 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 50.0 5.2 1.3 71.7 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 40.0 4.4 0.8 73.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 38.0 4.7 1.2 72.8 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 
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管理番号 個体識別番号 出生日 出荷日 性別
出荷時
日齢

月齢
体重
(kg)

体高
(cm)

胸囲
(cm)

枝肉重
量 (kg)

枝肉歩留
まり（％）

Ｎ ７ ８ ２ ７ 1447414863 17. 9.24 19.11. 4 去勢 771 26.0 538.0 133.0 205.0 283.0 52.6

Ｎ ７ ８ ２ ９ 1447414917 17.10. 1 19.11. 4 去勢 764 26.0 557.0 133.0 205.0 296.0 53.1

Ｎ ７ ８ ３ ４ 1447414986 17.11. 6 19.11. 4 去勢 728 27.0 517.0 129.0 206.0 294.0 56.9

Ｎ ７ ８ ４ １ 1535715063 17.11.21 19.11. 4 去勢 713 24.0 500.0 128.0 201.0 281.0 56.2

Ｎ７８３０（有機） 1447414924 17.10. 4 19.11. 4 去勢 761 26.0 621.0 135.0 200.0 336.0 54.1

Ｎ７８３２（有機） 1447414955 17.10.20 19.11. 4 去勢 745 25.0 585.0 143.0 202.0 312.0 53.3

Ｎ ７ ８ ２ ８ 1447414900 17.10. 1 20. 1.25 去勢 846 28.2 632.0 138.0 214.0 317.5 50.2

ＮＳＮ７８３７ 1447415006 17.11.10 20. 1.25 去勢 806 26.9 620.0 138.0 216.0 328.5 53.0

Ｎ７８１１（前川牧場） 1447414603 17. 5. 6 20. 1.26 去勢 995 33.0 628.0 137.0 213.0 332.0 52.9

Ｎ７８２２（前川牧場） 1447414771 17. 7.19 20. 1.26 去勢 921 31.0 582.0 136.0 207.0 304.0 52.2

ＢＮ７８２５ 1447414832 17. 8.20 20. 1.26 去勢 889 30.0 622.0 132.0 215.0 364.0 58.5

Ｎ ７ １ １ ７ 1447414764 17. 7.15 20. 1.26 一産取り肥育 925 31.0 587.0 132.0 205.0 302.0 51.4

ＮＳＮ７８３５（有機） 1447414993 17.11. 6 20. 1.26 去勢 811 27.0 620.0 131.0 210.0 353.0 56.9

Ｎ７８３９（有機） 1535715049 17.11.15 20. 1.26 去勢 802 27.0 644.0 134.0 210.0 357.0 55.4

Ｎ ７ １ ０ ４ 1447414412 17. 2.25 20. 1.28 一産取り肥育 1,067 35.6 453.0 133.0 185.0 193.0 42.6

Ｎ７８１５（前川牧場） 1447414672 17. 6. 1 20. 2.24 去勢 998 33.3 592.0 135.0 197.0 289.0 48.8

ＳＮＮ７８３６（前川牧場） 1535715018 17.11. 9 20. 2.24 去勢 837 27.9 642.0 137.0 206.0 314.0 48.9

平　　均 886.9 29.5 597.3 133.8 207.6 321.3 53.7

標準偏差 129.3 4.6 55.7 4.5 8.0 37.8 3.1

最 大 値 1,281.0 45.0 755.0 145.0 228.0 415.0 58.5

最 小 値 713.0 24.0 453.0 125.0 185.0 193.0 42.6

管理番号 個体識別番号 出生日 出荷日
出荷時
日齢

月齢
体重
(kg)

体高
(cm)

胸囲
(cm)

枝肉重
量 (kg)

枝肉歩留
まり（％）

Ｎ ９ １ ０ ８ 1254033639 09. 7.10 19. 5.28 3,609 120.3 745.0 133.0 227.0 390.0 52.3

Ｎ ９ １ １ ２ 1258709462 09.11.11 19. 5.28 3,485 116.2 718.0 133.0 227.0 383.0 53.3

Ｎ ９ １ ０ ６ 1254033523 09. 6.10 19. 7.16 3,688 121.0 655.0 138.0 215.0 327.0 49.9

Ｎ ２ １ １ ４ 1351610573 12. 8.24 19.10. 1 2,594 85.0 674.0 130.0 214.0 337.0 50.0

Ｓ Ｎ ９ ７ ０ ５ 1249644888 09. 4.16 19.10. 1 3,820 125.0 872.0 140.0 234.0 483.0 55.4

Ｎ ２ １ １ ６ 1351610597 12. 9. 4 20. 1.26 2,700 88.0 646.0 130.0 210.0 349.0 54.0

Ｓ Ｎ ０ ７ １ ２ 1332909726 10.11. 2 20. 1.26 3,372 110.0 760.0 135.0 222.0 368.0 48.4

平　　均 3,324.0 109.4 724.3 134.1 221.3 376.7 51.9

標準偏差 484.8 16.3 78.6 3.8 8.6 52.3 2.5

最 大 値 3,820.0 125.0 872.0 140.0 234.0 483.0 55.4

最 小 値 2,594.0 85.0 646.0 130.0 210.0 327.0 48.4

表18-2　北里八雲牛の枝肉成績

表19　草熟北里八雲牛の枝肉成績

枝肉歩留
まり等級

ロース面
積（）

バラ厚
(cm)

皮下脂肪
厚 (cm)

歩留まり
基 準 値

ＢＭＳ
脂肪交
雑等級

ＢＣＳ 光沢 等級 締まり きめ 等級 ＢＦＳ
光沢と

質
等級

Ｂ－２ 35.0 4.3 0.2 73.1 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 35.0 4.1 0.9 72.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 31.0 4.4 1.4 71.5 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 47.0 4.3 0.5 74.4 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 41.0 4.5 1.0 72.7 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 39.0 4.8 0.8 73.1 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ａ－１ 38.0 4.7 1.4 72.3 1.0 1.0 6.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 37.0 4.8 1.2 70.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 41.0 4.7 1.7 72.2 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 39.0 4.3 0.6 73.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 

Ａ－２ 47.0 5.7 1.3 73.6 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 41.0 4.2 1.2 72.7 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 38.0 4.9 1.4 69.9 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ａ－２ 51.0 5.3 1.2 74.1 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.0 3.0 3.0 

Ｂ－１ 25.0 2.5 1.0 70.7 1.0 1.0 5.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 5.0 3.0 3.0 

Ａ－１ 38.0 5.0 1.2 73.0 1.0 1.0 6.0 2.0 2.0 1.0 1.0 1.0 6.0 2.0 2.0 

Ｂ－１ 34.0 4.8 1.3 69.9 1.0 1.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 3.0 3.0 

－ 39.7 4.9 1.3 72.0 1.9 1.9 4.9 1.9 1.9 1.9 2.2 1.9 4.8 2.9 2.8

－ 6.3 0.7 0.6 1.3 0.4 0.4 0.6 0.3 0.3 0.3 0.6 0.3 1.1 0.5 0.5

－ 58.0 6.7 3.4 74.5 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 2.0 3.0 2.0 7.0 4.0 4.0

－ 25.0 2.5 0.2 68.8 1.0 1.0 4.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 3.0 2.0 2.0

枝肉歩留
まり等級

ロース面
積（）

バラ厚
(cm)

皮下脂肪
厚 (cm)

歩留まり
基 準 値

ＢＭＳ
脂肪交
雑等級

ＢＣＳ 光沢 等級 締まり きめ 等級 ＢＦＳ
光沢と

質
等級

Ｂ－２ 41.0 4.4 1.0 71.9 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 31.0 5.8 0.7 71.9 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 3.0 3.0 

Ｂ－２ 31.0 4.6 1.2 71.3 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 32.0 4.4 2.4 70.1 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 3.0 2.0 

Ｃ－２ 41.0 6.2 2.9 68.1 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 3.0 2.0 

Ｂ－２ 35.0 5.1 1.4 71.8 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 

Ｂ－２ 37.0 4.8 0.9 70.0 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 

－ 35.4 5.0 1.5 70.7 2.0 2.0 6.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 6.4 2.4 2.1

－ 4.4 0.7 0.8 1.4 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.5 0.4

－ 41.0 6.2 2.9 71.9 2.0 2.0 7.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 7.0 3.0 3.0

－ 31.0 4.4 0.7 68.1 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 5.0 2.0 2.0
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　本報告は、2019年４月から2020年３月までの八雲牧場における気象観測データをまとめたものである。

総合気象観測システム（クリマテック社製、Weather ROBO-TK）から得たデータを元に、気温、降水量、

風向、風速、日射量、地温及び土壌水分について集計を行った。また気圧については、従来の方法で取り

纏めた。

観測地点

　標高　 150.325ｍ

  北緯　 42°15′16″

　東経　140°08′27″

　　　　　　（八雲町役場建設課資料による）

（１） 本年度の観測結果

１．気温

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬、月別平均気温、最高・最

低気温並びに出現日及び階級別日数を求め、表20に示した。また、瞬時における最高気温は８月６日

AM11:21に観測された30.2℃であり、次いで８月３日PM1:58の29.7℃であった。７月から９月にか

けて、最高気温が25℃以上の夏日に達した日は12日間あった。昨年は数日程度であったことから標高

の高い八雲牧場も温暖化の影響を受けていると考えられる。一方、瞬時における最低気温は２月９日

AM0:42に観測された－14℃であり、次いで２月10日AM7:22の－13.8℃であった。最低気温が０℃未

満となる真冬日は79日間あり、昨年度の89日間に比べ少なかった。

２．降水量

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬と月別降水量、日最大雨量、

階級別日数を求め、表21に示した。年間の合計降水量は916.5㎜となり、昨年度の半分程度である。表

28に示した過去の降水量の推移をみても、この数年間ではかなり降水量が少ない年であった。９月23日

に１日最大降水量の66.5㎜を記録しているが、被害が出るような大雨はなかった。

　

３．積雪量

　積雪量は、総合気象観測システムにより測定された記録から、月別の最深積雪量を段階別日数で表22

に示した。今年度の初雪は10月21日で平年並み。初積雪となったのは11月16日であり、根雪になったの

は12月４日であった。今年度は記録的な少雪で、例年１月中旬からは積雪深が１メートルを超えるが、

今年は１度も１メートルを超えることがなかった。積雪期間中の最大積雪深は３月５日の73㎝であった。

今年度は、完全な消雪まで観測していないが、３月31日現在で草地の表面が見え始めているので、ほぼ

消雪と言っても過言ではなく、積雪日数も130日を切る歴史的な少雪年であった。

４．気圧

　測定はアネロイド型自動気圧計を用い、１週間巻き記録用紙から毎日３時、９時、15時及び21時にお

ける旬、月別の平均値、最高値、最低値、それぞれの出現日と階級別日数を求めた（表23）。今年度は

960hPa台の超低気圧の数字を何回か記録した。

八雲牧場 気象観測調査報告

  附属FSC八雲牧場　冨　澤　祐　二
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５． 風向・風速

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬と月別の風向、平均風速、最

大風速及び瞬間最大風速とその出現日を求め、表24に示した。風霜は５月から９月初めは東寄りの風が

多くその他は西寄りの風が多かった。これは昨年も同じ傾向であった。平均風速は１～２m/sがほとん

どであったが、最大風速では４～８m/sであった。瞬間最大風速は、12月４日のAM3:10に観測された

19.2m/sであった。この際に牧場堆肥舎のビニールシートが剥がれる被害が発生した。

６．日射量

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬と月別の合計日射量、平均日

射量、期間中の最大日射量と出現日及び階級別日数を求め、表25に示した。昨年同様５月の合計日射量

が最も多く、667.6MJ/㎡となったのに対し、12月が111.1MJ/㎡と最も少なくなった。本来であれば、

日射量は６月から12月にかけて減少し、その後、春に向けて上昇する傾向であると思われるが、今年度

は７月に１度日射量が減少し、８月から再上昇した。昨年度も７月は 300MJ/㎡台と日射量は少なかっ

た。

７．地温

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬と月別の平均地温、期間中の

最大地温と出現日及び階級別日数を求め、表26に示した。８月の平均地温が21.4℃と最も高かった。ま

た、全ての月において昨年度より地温が高かった。

８．土壌水分

　総合気象観測システムにより記録された数値を用いて、定時における旬と月別の平均土壌水分、期間

中の最大土壌水分と出現日及び階級別日数を求め、表27に示した。土壌水分は４月及び11月以降に多く

なる傾向であるが、暖冬が影響しているのか、冬期間の水分量が昨年度より全体的に多かった。

９．降水量・積雪深の過去実績

　1980年以降の過去40年間における月別降水量の推移（表28）および月別最大積雪深の推移（表29）を

示した。
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表20　気　　　温 （2019年度） 

月 旬月別 平均℃ 最高℃ 出現日 最低 出現日

階　級　別　日　数（日平均）

0℃未満
０℃以上
５℃未満

５℃以上
15℃未満

15℃以上
20℃未満

20℃以上

2019
４

上　旬 2.1 4.3 10 -0.8 2

2 14 14 0 0
中　旬 6.9 12.6 17 3.5 11
下　旬 7.0 11.4 24 -0.8 27

月平均 5.3 12.6 -0.8 

５

上　旬 9.8 12.7 9 7.0 2

0 0 26 4 0
中　旬 9.8 11.5 15 7.9 11
下　旬 15.3 19.6 26 12.2 21

月平均 11.8 19.6 7.0 

６

上　旬 14.2 16.2 6 12.2 10

0 0 23 7 0
中　旬 13.7 15.1 20 11.0 17
下　旬 15.3 18.3 27 13.7 30

月平均 14.4 18.3 11.0 

７

上　旬 15.1 16.9 3 14.1 1

0 0 5 20 5
中　旬 16.7 18.7 18 15.0 11
下　旬 20.6 25.1 30 16.4 23

月平均 17.6 25.1 14.1 

８

上　旬 22.2 24.9 1 17.3 10

0 0 0 16 14
中　旬 20.0 22.9 17 17.8 11
下　旬 18.5 20.1 29 16.5 26

月平均 20.2 24.9 16.5 

９

上　旬 19.7 24.0 9 16.4 4

0 0 12 14 4
中　旬 15.5 19.6 16 12.7 20
下　旬 14.1 15.5 26 11.3 25

月平均 16.4 24.0 11.3 

10

上　旬 13.8 17.4 3 9.8 6

0 0 27 3 0
中　旬 9.2 13.6 11 5.5 18
下　旬 10.3 13.2 25 6.2 28

月平均 11.0 17.4 5.5 

11

上　旬 4.9 9.9 2 1.6 7

8 16 6 0 0
中　旬 2.4 7.4 12 -2.1 20
下　旬 -0.3 4.5 24 -4.8 28

月平均 2.3 9.9 -4.8 

12

上　旬 -2.1 3.3 10 -5.3 5

21 9 0 0 0
中　旬 -0.1 4.2 17 -4.3 20
下　旬 -3.9 -0.7 30 -5.9 24

月平均 -2.1 4.2 -5.9 

2020
１

上　旬 -3.6 0.2 8 -6.3 1

19 11 0 0 0
中　旬 -3.8 -1.2 20 -5.7 18
下　旬 1.6 3.0 29 0.8 22,31

月平均 -1.8 3.0 -6.3 

２

上　旬 -5.7 -0.4 1 -9.7 9

24 4 1 0 0
中　旬 0.1 5.3 12 -3.8 11
下　旬 -2.1 0.6 22 -4.5 27

月平均 -2.6 5.3 -9.7 

３

上　旬 0.5 1.3 9 -0.4 7

6 21 3 0 0
中　旬 1.5 6.5 19 -2.8 15
下　旬 2.7 6.3 26 0.3 29
月平均 1.6 6.5 -2.8 

合計日数 80 75 117 64 23



－ 73 －

表21　降　水　量（2019年度）

月 旬月別
合計雨量

㎜
日最大雨量

㎜
出現日

階　　級　　別　　日　　数

０㎜
0.1㎜以上
1.0㎜未満

1.0㎜以上
10.0㎜未満

10.0㎜以上
30.0㎜未満

30㎜以上

2019

４

上　旬 27.5 11.5 5

17 1 9 3 0
中　旬 21.5 12.0 15
下　旬 26.0 14.5 26

月　計 75.0 

５

上　旬 32.0 24.0 2

23 2 2 4 0
中　旬 0.0 0.0 0
下　旬 69.5 29.0 21

月　計 101.5 

６

上　旬 32.5 30.0 1

18 1 7 2 0
中　旬 28.5 25.5 16
下　旬 23.0 12.5 22

月　計 54.0 

７

上　旬 20.5 12.5 2

13 6 5 7 0
中　旬 56.0 29.5 13
下　旬 81.5 21.5 27

月　計 158.0 

８

上　旬 46.0 26.0 8

13 1 11 4 2
中　旬 60.5 48.5 16
下　旬 78.5 35.5 23

月　計 185.0 

９

上　旬 14.5 13.0 7

21 3 4 1 1
中　旬 13.5 7.5 11
下　旬 75.0 66.5 23

月　計 103.0 

10

上　旬 76.0 55.5 4

18 3 9 0 1
中　旬 4.5 3.5 19
下　旬 10.0 3.5 26

月　計 90.5 

11

上　旬 14.0 7.5 7

14 1 15 0 0
中　旬 22.5 8.0 18
下　旬 11.5 4.0 27,28

月　計 48.0 

12

上　旬 28.5 13.0 2

23 1 6 1 0
中　旬 0.5 0.5 11
下　旬 0.0 0.0 全日

月　計 29.0 

2020
１

上　旬 0.0 0.0 0

43 1 18 2 0
中　旬 2.5 2.5 20
下　旬 20.0 12.5 29

月　計 22.5 

２

上　旬 15.5 4.5 6

14 1 13 0 0
中　旬 18.0 7.0 16
下　旬 3.0 2.0 23

月　計 36.5 

３

上　旬 4.0 4.0 10

26 2 3 0 0
中　旬 9.0 7.0 11
下　旬 0.5 0.5 28
月　計 13.5 

年合計雨量 916.5 243 23 102 24 4
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表22　積　雪　量（2019年度）

月

階　　　級　　　別　　　日　　　数
最大積雪量

（出現日）
１㎝以上

10㎝未満

10㎝以上

20㎝未満

20㎝以上

50㎝未満

50㎝以上

１ｍ未満

１ｍ以上

1.5ｍ未満
1.5ｍ以上

2019

10
0 0 0 0 0 0 0

11 6 3 0 0 0 0
14

（11／17）

12 11 8 9 0 0 0
32

（12／６）

2020

１
0 1 29 1 0 0

53

（１／21）

２ 0 0 12 17 0 0
62

（２／９）

３ 6 3 6 16 0 0
73

（３／５）

合計 23 15 56 34 0 0

積雪日数　128 日

初 積 雪　11／16

根　　雪　12／４

消雪　3/31現在未
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表23　気　　　圧（2019年度）

月 旬月別 平均hPa 最高hPa 出現日 最低hPa 出現日
階　　級　　別　　日　　数

980hPa未満
980hPa以上
990hPa未満

990hPa以上
1000hPa未満

1000hPa以上

2019
４

上　旬 989.2 997.0 9 976.0 5

1 4 22 3
中　旬 993.0 1000.0 13 981.0 15

下　旬 996.2 1002.0 29 988.0 25

月平均 992.8 992.8 992.8

５

上　旬 989.9 1000.0 5 978.0 2

0 11 17 3
中　旬 999.2 1003.0 17,18 990.0 20

下　旬 989.5 996.0 26,27 983.0 21

月平均 992.8 992.8 992.8

６

上　旬 992.1 996.0 6 988.0 1

1 5 21 3
中　旬 990.7 996.0 13,14 973.0 16

下　旬 996.3 1005.0 25 989.0 30

月平均 993.0 993.0 993.0

７

上　旬 997.0 1004.0 10 990.0 1

0 1 23 7
中　旬 997.0 1003.0 11 988.0 13

下　旬 995.0 1003.0 21 992.0 27,30

月平均 996.3 996.3 996.3

８

上　旬 996.5 1000.0 3,4,5 985.0 9

1 2 26 2
中　旬 992.3 999.0 19,20 974.0 16

下　旬 994.5 1001.0 27 988.0 23

月平均 994.4 994.4 994.4

９

上　旬 1000.4 1005.0 4,5 995.0 8,9,10

0 0 15 15
中　旬 997.7 1005.0 20 991.0 16

下　旬 1002.2 1010.0 26,27 985.0 23

月平均 1000.1 1000.1 1000.1

10

上　旬 999.6 1010.0 6 986.0 9

0 0 9 22
中　旬 1005.7 1016.0 18 994.0 13

下　旬 1001.8 1012.0 24 994.0 26,27

月平均 1002.3 1002.3 1002.3

11

上　旬 997.3 1003.0 2 990.0 7

0 2 16 12
中　旬 994.7 1007.0 16 981.0 14

下　旬 1006.9 1014.0 22,23 993.0 24

月平均 999.6 999.6 999.6

12

上　旬 999.0 1008.0 9 980.0 2

0 2 14 15
中　旬 997.0 1007.0 15 981.0 12

下　旬 998.9 1009.0 29 984.0 31

月平均 998.3 998.3 998.3

2020
１

上　旬 996.2 1007.0 6 983.0 8

1 3 18 9
中　旬 995.6 1002.0 14 987.0 20

下　旬 998.3 1009.0 25 976.0 30

月平均 996.8 996.8 996.8

２

上　旬 996.1 1003.0 6 989.0 1

1 2 19 7
中　旬 995.4 1009.0 20 977.0 18

下　旬 997.8 1011.0 21 978.0 23

月平均 996.4 996.4 996.4

３

上　旬 995.6 1004.0 3 968.0 10

2 10 13 6
中　旬 985.4 995.0 12 962.0 11

下　旬 995.8 1101.0 20,30 981.0 21

月平均 992.3 992.3 992.3

年 7 42 213 104
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表24　風速・風向（2019年度）

月 旬月別 風　向 平均風速 最大風速
瞬間最大

風速
出現日

階 級 別 日 数（平均風速）

１ｍ未満
１ｍ以上
２ｍ未満

２ｍ以上
３ｍ未満

３ｍ以上

2019
４

上　旬 西 1.4 5.3 10.9 6 2 5 3 0
中　旬 西南西 1.6 6.0 16.6 16 1 6 3 0

下　旬 南西 1.1 4.4 10.3 24 3 7 0 0

月　間 1.4 4.0 6 18 6 0

５

上　旬 西南西 1.5 7.3 18.8 9 3 4 3 0

中　旬 東 1.0 3.9 6.8 12 4 6 0 0

下　旬 南 1.4 5.8 16.1 28 2 9 0 0

月　間 1.3 3.9 9 19 3 0

６

上　旬 東北東 1.2 4.9 12.8 1 2 7 1 0

中　旬 東 1.4 6.0 12.6 16 0 8 2 0

下　旬 東北東 1.1 3.8 8.2 29 4 6 0 0

月　間 1.2 3.4 6 21 3 0

７

上　旬 東 1.2 3.9 7.7 8 3 7 0 0

中　旬 東 1.1 4.1 9.9 12 5 4 1 0

下　旬 東北東 1.2 4.0 11.5 31 5 5 1 0

月　間 1.2 2.9 13 16 2 0

８

上　旬 東北東 1.2 6.3 14.4 9 4 5 1 0

中　旬 東北東 1.4 4.4 10.8 17 3 6 1 0

下　旬 東 1.5 5.6 10.4 25 4 4 3 0

月　間 1.3 3.5 11 15 5 0

９

上　旬 東 0.9 5.4 10.3 1 5 5 0 0

中　旬 西 1.0 6.4 14.2 19 6 3 1 0

下　旬 西 1.2 6.8 15.5 23 4 4 2 0

月　間 1.1 3.6 15 12 3 0

10

上　旬 西北西 1.0 7.4 17.7 9 6 3 0 1

中　旬 西 1.0 4.7 10.0 13 4 6 0 0

下　旬 西 1.3 6.1 14.0 25 5 4 1 1

月　間 1.1 3.9 15 13 1 2

11

上　旬 西 1.7 5.9 13.5 1 1 6 3 0

中　旬 西 2.1 7.1 14.7 17 2 2 4 2

下　旬 西 1.0 5.8 10.5 25 5 4 1 0

月　間 1.6 4.4 8 12 8 2

12

上　旬 西 1.8 8.2 19.2 4 3 5 0 2

中　旬 西 1.5 6.7 16.6 13 3 5 1 1

下　旬 西 1.0 5.9 13.0 31 7 3 1 0

月　間 1.4 4.2 13 13 2 3

2020
１

上　旬 西南西 1.4 5.7 12.5 8 4 3 3 0

中　旬 西 0.8 3.9 9.4 20 6 4 0 0

下　旬 西 1.6 5.4 12.3 24 2 6 2 1

月　間 1.3 3.7 12 13 5 1

２

上　旬 西 1.2 5.0 10.1 4 2 8 0 0

中　旬 西 1.9 6.2 15.0 17 1 6 2 1

下　旬 西 1.3 6.4 16.5 23 4 4 0 1

月　間 1.5 3.9 7 18 2 2

３

上　旬 東 1.1 4.9 10.3 1 5 4 1 0

中　旬 西南西 1.8 6.7 17.6 20 1 7 1 1

下　旬 西 1.8 6.3 14.8 28 1 5 3 2

月　間 1.6 4.4 7 16 5 3

年 122 186 45 13
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表25　日　射　量（2019年度）

月 旬月別
日射量旬計

MJ/㎡
平均日射量

MJ/㎡
最大日射量

MJ/㎡ 出現日
階　　級　　別　　日　　数

0.1～10 10.1～20 20.1～30 30.1以上

2019
４

上　旬 165.6 16.6 23.8 9 1 6 3 0
中　旬 228.3 22.8 26.9 20 0 1 9 0

下　旬 180.7 18.1 28.1 28 1 4 4 0

月　計 574.6 2 11 16 0

５

上　旬 208.8 20.9 29.2 10 2 1 7 0

中　旬 198.9 19.9 29.6 13 2 3 5 0

下　旬 259.9 24.8 30.6 30 0 3 7 1

月　計 667.6 4 7 19 1

６

上　旬 201.6 20.2 30.4 3 1 3 4 2

中　旬 196.3 19.6 29.5 19 3 2 5 0

下　旬 133.5 13.4 30.4 26 5 2 2 1

月　計 531.4 9 7 11 3

７

上　旬 118.4 11.8 26.0 8 5 4 1 0

中　旬 79.1 7.9 17.2 18 8 2 0 0

下　旬 121.8 10.1 25.1 30 7 1 3 0

月　計 319.3 20 7 4 0

８

上　旬 191.3 19.1 26.1 4 1 4 5 0

中　旬 94.6 9.5 25.4 13 7 1 2 0

下　旬 145.3 13.0 23.8 25 4 5 2 0

月　計 431.2 12 10 9 0

９

上　旬 170.7 17.1 24.1 1 1 5 4 0

中　旬 136.4 13.6 22.2 13 3 5 2 0

下　旬 137.4 13.7 19.2 26 2 8 0 0

月　計 444.5 6 18 6 0

10

上　旬 101.9 10.2 16.7 1 4 6 0 0

中　旬 103.8 10.4 15.5 15 5 5 0 0

下　旬 92.1 8.5 13.6 21 8 3 0 0

月　計 297.8 17 14 0 0

11

上　旬 101.9 10.2 16.7 1 6 4 0 0

中　旬 103.8 10.4 15.5 15 10 0 0 0

下　旬 92.1 8.5 13.6 21 10 0 0 0

月　計 297.8 26 4 0 0

12

上　旬 39.2 3.9 6.3 10 10 0 0 0

中　旬 29.6 3.0 5.5 13 10 0 0 0

下　旬 42.3 4.0 6.5 29 11 0 0 0

月　計 111.1 31 0 0 0

2020
１

上　旬 46.7 4.7 7.0 10 10 0 0 0

中　旬 53.4 5.3 7.3 18 10 0 0 0

下　旬 66.5 6.1 10.1 26,27 9 2 0 0

月　計 166.6 29 2 0 0

２

上　旬 64.3 6.4 9.3 10 10 0 0 0

中　旬 78.8 7.9 13.1 15 6 4 0 0

下　旬 96.4 10.0 16.4 26 5 5 0 0

月　計 239.5 21 9 0 0

３

上　旬 92.9 9.3 14.3 3 5 5 0 0

中　旬 124.6 12.5 19.1 18 3 7 0 0

下　旬 205.6 18.3 23.6 30 1 4 5 0

月　計 423.1 9 16 5 0

年間合計日射量 4,504.5 186 105 70 4
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表26　地　　　温（2019年度）

月 旬月別
平均地温

℃

最大地温

℃
出現日

階　　級　　別　　日　　数

５℃未満
５℃以上
10℃未満

10℃以上
20℃未満

20℃以上

2019
４

上　旬 0.4 0.5 2 10 0 0 0
中　旬 7.3 10.2 17 2 7 1 0

下　旬 9.0 10.6 25 0 7 3 0

月　計 5.5 12 14 4 0

５

上　旬 11.2 12.6 9 0 1 9 0

中　旬 12.7 14.4 19 0 0 10 0

下　旬 15.4 16.9 26 0 0 11 0

月　計 13.2 0 1 30 0

６

上　旬 16.5 17.2 ６，８ 0 0 10 0

中　旬 16.0 17.0 20 0 0 10 0

下　旬 16.9 18.4 26 0 0 10 0

月　計 16.4 0 0 30 0

７

上　旬 16.7 17.5 8 0 0 10 0

中　旬 17.4 18.6 18 0 0 10 0

下　旬 20.3 23.9 31 0 0 6 5

月　計 18.2 0 0 26 5

８

上　旬 23.3 24.2 2 0 0 0 10

中　旬 21.2 22.4 17 0 0 1 9

下　旬 19.8 20.4 21,22 0 0 6 5

月　計 21.4 0 0 7 24

９

上　旬 20.0 22.3 9 0 0 6 4

中　旬 17.6 19.2 16 0 0 10 0

下　旬 15.0 16.1 24 0 0 10 0

月　計 17.5 0 0 26 4

10

上　旬 15.0 16.8 4 0 0 9 0

中　旬 11.2 13.8 12 0 3 7 0

下　旬 10.4 12.3 26 0 3 8 0

月　計 12.1 0 6 24 0

11

上　旬 7.2 10.0 1 0 9 1 0

中　旬 5.0 7.0 12 6 4 0 0

下　旬 2.9 3.9 21,22 10 0 0 0

月　計 5.1 16 13 1 0

12

上　旬 2.0 2.4 1 10 0 0 0

中　旬 1.8 2.1 15 10 0 0 0

下　旬 1.4 1.7 29 11 0 0 0

月　計 1.7 31 0 0 0

2020
１

上　旬 1.6 1.8 7 10 0 0 0

中　旬 1.6 1.7 13,14,15,18 10 0 0 0

下　旬 1.4 1.6 21,22 11 0 0 0

月　計 1.6 31 0 0 0

２

上　旬 1.3 1.4 9 10 0 0 0

中　旬 1.1 1.3 11 10 0 0 0

下　旬 1.0 1.0 21,22,26,27 10 0 0 0

月　計 1.1 30 0 0 0

３

上　旬 0.9 0.9 1,2,3,4,5,6,7,8,9 10 0 0 0

中　旬 0.6 0.6 11,14,15,16,17 10 0 0 0

下　旬 0.7 2.5 31 11 0 0 0

月　計 0.7 31 0 0 0

年平均地温℃ 9.5 



－ 79 －

表27　土 壌 水 分（2019年度）

月 旬月別
平均水分

％

日最大水分

％
出現日

階　　級　　別　　日　　数

30％未満
30～40％

未満
40～50％

未満
50％以上

2019
４

上　旬 52.9 56.9 5 0 0 3 7
中　旬 43.6 53.6 11 0 3 6 1

下　旬 40.1 47.7 27 0 6 4 0

月　計 45.5 0 9 13 8

５

上　旬 39.7 48.8 2 0 7 3 0

中　旬 25.4 31.9 11 9 1 0 0

下　旬 31.3 38.8 21 3 8 0 0

月　計 32.1 12 16 3 0

６

上　旬 32.9 44.7 1 4 4 2 0

中　旬 28.3 39.5 17 6 4 0 0

下　旬 31.5 40.0 23 5 4 1 0

月　計 30.9 15 12 3 0

７

上　旬 34.8 42.6 2 1 8 1 0

中　旬 38.2 49.7 13 1 7 2 0

下　旬 40.8 48.2 27 0 5 6 0

月　計 38.0 2 20 9 0

８

上　旬 32.3 43.4 10 4 4 2 0

中　旬 39.0 45.5 16 0 7 3 0

下　旬 41.8 48.5 31 0 5 6 0

月　計 37.9 4 16 11 0

９

上　旬 37.0 42.9 7 0 7 3 0

中　旬 36.6 41.5 19 0 9 1 0

下　旬 39.6 52.8 23 0 6 3 1

月　計 37.7 0 22 7 1

10

上　旬 42.6 52.9 4 0 3 6 1

中　旬 38.1 40.3 20 0 8 2 0

下　旬 39.5 43.1 31 0 5 6 0

月　計 40.0 0 16 14 1

11

上　旬 43.5 46.4 7 0 0 10 0

中　旬 45.5 51.5 18 0 0 8 2

下　旬 46.1 52.4 25 0 0 9 1

月　計 45.0 0 0 27 3

12

上　旬 46.2 56.1 2 0 0 7 3

中　旬 48.4 56.2 12 0 0 6 4

下　旬 43.6 57.2 31 0 0 10 1

月　計 46.0 0 0 23 8

2020
１

上　旬 46.6 54.9 9 0 0 8 2

中　旬 43.1 45.7 11 0 0 10 0

下　旬 47.6 59.2 30 0 0 8 3

月　計 45.8 0 0 26 5

２

上　旬 44.9 47.2 1 0 0 10 0

中　旬 47.4 53.9 13 0 0 7 3

下　旬 47.6 55.5 23 0 0 9 1

月　計 46.5 0 0 26 4

３

上　旬 46.3 56.6 10 0 0 9 1

中　旬 56.7 65.3 11 0 0 0 10

下　旬 54.9 57.8 28 0 0 1 10

月　計 52.7 10.0 0 0 10 21

年平均水分％ 41.5 11.0 33 111 172 51 
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表28　過去の月別降水量の推移

西暦 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 雨量合計

1980 165.5 162.0 57.0 107.0 163.5 78.5 188.5 94.0 1,016.0 

1981 93.0 119.5 79.5 273.5 384.0 245.0 217.0 138.0 1,549.5 

1982 136.0 136.0 67.5 58.0 95.0 158.5 131.5 301.0 1,083.5 

1983 92.0 130.0 136.0 194.5 294.5 255.0 163.0 111.5 1,376.5 

1984 16.5 46.0 146.5 123.0 75.5 145.5 146.0 98.5 797.5 

1985 144.5 27.5 22.5 260.0 83.0 241.5 255.5 129.0 1,163.5 

1986 164.0 105.0 92.0 173.0 114.0 277.5 137.0 158.5 1,221.0 

1987 162.0 87.0 62.0 245.0 149.0 122.0 118.5 148.5 1,094.0 

1988 158.0 58.5 128.0 62.0 99.0 98.5 214.0 128.5 946.5 

1989 88.0 100.5 110.5 17.0 352.0 187.5 184.0 262.5 1,302.0 

1990 160.0 117.5 98.5 137.5 396.5 253.0 83.5 129.0 1,375.5 

1991 135.0 115.0 51.5 222.0 67.0 159.5 138.5 150.5 1,039.0 

1992 194.5 127.0 93.0 142.5 264.5 319.0 147.0 236.0 1,523.5 

1993 140.5 89.0 151.0 225.5 143.0 133.5 72.5 111.5 1,066.5 

1994 65.5 193.5 40.5 115.0 166.5 298.0 67.5 151.5 1,098.0 

1995 162.0 211.5 52.0 143.0 315.5 194.5 154.5 247.5 1,480.5 

1996 73.0 147.5 120.0 243.5 144.5 132.5 240.5 143.0 1,244.5 

1997 30.5 213.5 115.0 132.5 558.5 69.0 144.5 169.0 1,432.5 

1998 158.0 297.5 189.0 98.0 234.0 235.5 267.5 195.5 1,675.0 

1999 92.0 190.0 71.0 396.5 260.5 174.5 217.0 80.5 1,482.0 

2000 149.0 127.0 108.0 198.0 227.5 438.0 101.5 139.5 1,488.5 

2001 109.0 75.5 23.0 151.0 155.0 269.0 161.0 154.5 1,098.0 

2002 157.5 84.5 63.5 232.0 249.0 87.0 223.0 133.5 1,230.0 

2003 129.5 49.5 106.5 95.5 177.5 146.0 102.5 131.5 938.5 

2004 56.5 169.0 110.5 85.0 156.0 211.0 66.0 142.5 996.5 

2005 30.5 76.0 61.5 202.5 244.0 182.0 119.0 126.0 1,041.5 

2006 84.0 131.5 241.0 202.0 102.0 230.0 216.0 392.0 1,598.5 

2007 180.0 202.5 133.0 215.5 292.5 86.0 147.5 130.0 1,387.0 

2008 117.5 111.0 65.5 60.5 147.0 56.5 89.5 107.0 754.5 

2009 101.5 114.0 175.0 452.0 162.0 124.5 147.5 210.5 1,487.0 

2010 245.0 173.0 64.5 341.0 414.5 78.5 150.5 179.0 1,646.0 

2011 159.5 214.0 74.5 185.0 125.5 190.0 179.5 91.5 1,219.5 

2012 166.5 84.0 56.5 126.5 98.0 229.5 262.5 208.5 1,232.0 

2013 240.0 149.0 78.5 104.0 417.5 165.0 265.5 213.0 1,632.5 

2014 14.5 113.5 86.5 104.5 568.5 122.5 119.5 115.5 1,244.5 

2015 184.5 114.5 176.5 116.0 95.5 249.0 91.0 170.5 1,197.5 

2016 148.0 181.0 33.0 226.0 159.5 122.0 147.5 129.5 263.0 128.0 71.0 64.5 1,673.0 

2017 160.0 80.5 184.5 130.5 109.5 272.5 76.5 338.0 194.5 167.0 162.5 121.5 1,997.5 

2018 122.0 182.0 199.0 168.5 285.5 193.5 206.5 95.0 160.0 119.0 79.5 74.0 1,884.5 

2019 75.0 101.5 54.0 158.0 185.0 103.0 90.5 48.0 29.0 22.5 36.5 13.5 916.5 

10年間平均 151.5 139.3 100.8 166.0 245.9 172.6 158.9 158.9 161.6 109.1 87.4 68.4 1,464.4

39年間平均 126.5 130.2 99.5 173.1 218.3 183.4 156.3 161.0 161.6 109.1 87.4 68.4 1,290.8
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表29　過去の月別最大積雪深の推移

西暦 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 積雪日数

1980 0.0 21.0 54.5 148.0 172.0 181.0 109.0 0.0 152 

1981 0.0 21.5 48.0 98.0 145.0 109.5 68.0 0.0 155 

1982 0.0 26.5 50.5 78.5 134.0 132.0 61.5 0.0 138 

1983 4.0 30.5 85.5 130.0 171.0 200.5 193.5 59.0 173 

1984 0.0 8.5 54.0 136.0 159.5 170.0 103.0 0.0 134 

1985 0.0 32.0 83.0 149.0 161.0 152.0 137.0 0.0 163 

1986 0.0 13.0 44.5 110.0 145.0 140.0 91.5 0.0 160 

1987 0.0 46.0 47.5 100.0 162.5 158.5 126.5 0.0 158 

1988 0.0 11.0 70.5 112.5 101.5 92.5 25.0 0.0 133 

1989 0.0 2.5 59.0 165.5 148.0 83.0 28.0 0.0 126 

1990 0.0 11.0 26.0 63.5 112.5 115.0 56.0 0.0 129 

1991 0.0 18.0 48.0 86.5 135.5 114.5 58.5 0.0 143 

1992 0.0 20.0 58.0 117.0 160.0 162.0 70.5 0.0 138 

1993 0.0 18.0 57.0 101.5 152.5 157.5 115.0 0.0 148 

1994 0.0 15.0 63.5 120.0 128.5 130.5 53.0 0.0 141 

1995 0.0 13.5 46.5 130.0 169.0 155.0 130.5 3.0 160 

1996 0.0 20.0 55.5 87.5 140.0 131.0 55.0 0.0 141 

1997 0.0 0.0 38.0 102.0 119.0 95.5 21.0 0.0 127 

1998 0.0 36.0 60.0 107.5 152.0 126.0 96.5 0.0 160 

1999 0.0 21.5 62.5 126.0 162.0 156.0 123.5 0.0 154 

2000 0.0 15.5 74.0 127.0 151.5 152.0 75.0 0.0 149 

2001 0.0 16.5 65.0 82.0 98.0 79.5 0.0 0.0 128 

2002 0.0 24.0 80.5 100.0 115.5 149.0 69.5 0.0 149 

2003 0.0 21.5 46.0 116.0 140.0 127.5 43.0 0.0 132 

2004 記録なし 207.0 記録なし

2005 0.0 3.0 86.0 137.0 152.0 127.0 86.0 0.0 161 

2006 0.0 3.0 37.0 76.0 85.0 86.0 47.0 0.0 151 

2007 0.0 48.0 50.0 126.0 145.0 116.0 22.0 0.0 148 

2008 0.0 11.0 55.0 90.0 118.0 110.0 67.0 0.0 143 

2009 0.0 13.0 46.0 105.0 126.0 105.0 81.0 0.0 144 

2010 2.0 12.0 67.0 150.0 150.0 137.0 76.0 0.0 137 

2011 0.0 11.0 80.0 138.0 207.0 186.0 122.0 0.0 161 

2012 0.0 25.0 79.0 126.0 181.0 176.0 107.0 0.0 159 

2013 0.0 27.0 63.0 127.0 147.0 163.0 97.0 0.0 153 

2014 0.0 2.0 72.0 110.0 133.0 138.0 50.0 0.0 136 

2015 0.0 24.0 50.0 103.0 124.0 122.0 32.0 0.0 136 

2016 0.0 30.0 49.0 83.0 92.0 95.0 40.0 0.0 145 

2017 0.0 37.0 92.0 134.0 177.0 179.0 51.0 0.0 155 

2018 0.0 18.0 86.0 115.0 140.0 98.0 39.0 0.0 148 

2019 0.0 14.0 32.0 53.0 62.0 73.0 0.0 0.0 128 

10年間平均 0.2 18.7 64.3 111.2 138.1 131.8 63.5 0.0 145.4 

39年間平均 0.2 19.0 59.5 112.0 140.4 134.7 72.5 1.6 146.1 
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八雲総合実習所利用状況

八雲総合実習所 　冨　澤　祐　二

冨　澤　芳　子

　本年度における八雲総合実習所の延べ利用者数は901人であり、作年度に比べて利用者数が145人増加し

た。これは実習所管理人を採用したことにより、実習以外の宿泊者の受入れを再開したことと医学部１年

生による医学原論演習八雲牧場実習への参加者が倍増したことが要因である。月別、身分別利用者の分類

を表１に、学部、身分別利用者を表２に示した。施設の利用状況では、獣医学部生物環境科学科、同動物

資源科学科及び医学部による八雲牧場実習での利用がほとんどであったが、学生の父兄の利用及び卒論に

関連する長期利用もあった。

2019年度

月
利用者 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

学　生 8 0 0 209 421 102 4 31 30 0 0 1 806 

教職員 5 0 0 19 53 6 0 0 0 0 0 4 87

父　兄 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

卒業生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 6

計 13 0 0 228 480 108 6 31 30 0 0 5 901

表１　八雲総合実習所利用状況

表２　学 部 別 利 用 状 況

学　　　　部 学　生 父　兄 卒業生 教職員 その他 合　計

薬 学 部 0 0 0 0 0 0

獣 医 学 部 665 2 0 60 0 727

医 学 部 141 0 0 27 6 174

海 洋 生 命 科 学 部 0 0 0 0 0 0 

看 護 学 部 0 0 0 0 0 0 

理 学 部 0 0 0 0 0 0 

医 療 衛 生 学 部 0 0 0 0 0 0 

一 般 教 育 部 0 0 0 0 0 0 

医 療 系 研 究 科 0 0 0 0 0 0 

感 染 制 御 科 学 府 0 0 0 0 0 0 

保 健 衛 生 専 門 学 院 0 0 0 0 0 0 

看 護 専 門 学 校 0 0 0 0 0 0 

本 部 0 0 0 0 0 0

合　　　　　計 806 2 0 87 6 901

2019年度



業　績（2019年度）
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１．印刷物

Muroya Sa, Ogasawara Ha, Nohara K, Oe M, Ojima K, Hojito M. Coordinate alteration of mRNA-
microRNA transcriptomes associated with exosomes and fatty acid metabolism in adipose 
tissue and skeletal muscle in grazing cattle. Asian-Australas J Anim Sci. 2019. DOI: https://doi.
org/10.5713/ajas.19.0682  a: These authors equally contributed to this work. 

寳示戸雅之. メガファーム参入と地域内チッソ収支, 現代農業, 2019年10月号 302-309.

小笠原英毅. 北里八雲牛は有機畜産の道しるべとなり得るか. 日本フードシステム学会ニューズレ

ター第67号. 2020.3.

２．口頭発表　（学会発表・セミナー・講演など）

横山壱成, 小笠原英毅, 小宮佑介, 長竿 淳, 有原圭三. 日本短角種牛の放牧飼養は加熱時に生成す

る香気成分DMHFを増加させる. 第69回東北畜産学会. 2019.8.28.

小笠原英毅, 石井絵梨, 野原香菜, 高橋辰行, 渡邊康一, 野地智法, 麻生久, 寳示戸雅之. 放牧

と自給粗飼料で飼養するDM日本短角種における哺乳期の増体特性. 日本畜産学会第126回大会. 

2019.9.18.

野原香菜, 小笠原英毅, 田中南帆, 高橋辰行, 黒瀬陽平, 寳示戸雅之. 放牧飼養する日本短角種の大

腿二頭筋における筋線維内脂肪滴蓄積関連因子の検索. 日本畜産学会第126回大会. 2019.9.19.

小笠原英毅. 北里大学の実践型有機畜産～耕作放棄地における日本短角種去勢雄の放牧飼養～. ５年

間放置の放牧地に日本短角種を放牧した実証試験に関する報告会. 招待講演. 2020.2.12.

寳示戸雅之. 持続可能な食料生産の実践牧場としての八雲牧場の役割と意義. 第14回北里大学農医連

携シンポジウム. 北里大学におけるSDGsの取り組み～持続可能な食料生産を目指して～. 指名講演. 

2020.2.28.（新型コロナウイルス拡散防止のため中止）

寳示戸雅之. 太陽とクローバが育てる北里八雲牛:食料生産と環境保全、アニマルウエルフェア、

SDGsを考える. 日本産肉研究会第25回学術集会. 招待講演. 2020.3.（新型コロナウイルス拡散防止

のため中止） 

小笠原英毅, 野原香菜, 石井絵梨, 瀬尾昂佑, 高橋辰行, 寳示戸雅之. 放牧と自給粗飼料で飼養する

DM日本短角種の脂肪滴含有筋線維と筋線維型構成. 日本畜産学会第127回大会. 2020.3.（新型コロ

ナウイルス拡散防止のため中止）

高橋辰行, 中村明未, 野原香菜, 寳示戸雅之, 黒瀬陽平, 小笠原英毅. 日本短角種の放牧飼養による

耕作放棄地再生評価とその増体特性. 日本畜産学会第127回大会. 2020.3.（新型コロナウイルス拡散

防止のため中止）

野原香菜, 佐藤江莉, 石井絵梨, 高橋辰行, 寳示戸雅之, 小笠原英毅. 熟成および熱処理が放牧牛肉

の脂肪滴含有筋線維の発現に与える影響. 日本畜産学会第127回大会. 2020.3.（新型コロナウイルス

拡散防止のため中止）

業　　績（2019年度）
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３．競争的資金など

小笠原英毅, 高橋辰行, 寳示戸雅之　八雲町研究助成金 北里八雲牛にダブルマッスル形質を有する

日本短角種を導入する基礎的研究（2017-2019）

小笠原英毅, 高橋辰行　社会福祉法人月山福祉会助成金　耕作放棄地を活用した有機的管理で生産す

る日本短角種の基礎的研究（2019）

小笠原英毅　科研費基盤C（代表）目に見えない脂肪、筋線維内脂肪滴はウシにとって有益か（2018-

2020）



広　報　活　動

○ＦＳＣだより 
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写真を 
入れてください 

FSCだより FIELD SCIENCE CENTER 
vol.73 

 
2019.10.2 

 ＦＳＣの設立趣旨   土地、植物、動物及びそれらを取り巻く環境を生命系として教育・研究を行うとともに、これらの研究成果を通して、広く 
                地域社会の発展に寄与することを目的とする。  

羊
の
Ａ
Ｉ
講
習
会
 

に
参
加
し
ま
し
た
。
 

動物とのふれあいを楽しみました。 

左：さつき幼稚園 右上：法奥小学校 右下：甲東中学校 

 十和田農場では毎年たくさんの場内見学や体
験学習を受け入れています。特に小さな子供た
ちが動物とのふれあいに訪れると、元気な声で
様々な反応を見せてくれて、私たちの方が楽しま
せてもらっています。平気で自分の背丈ほどのヤ
ギに草をあげたり、自分の体の何倍もある牛の
近くに寄ったりできる子もいれば、「こわい～～」
といって遠くの方から眺める子もいて、毎年楽しく
過ごしています。地域の中学校からは職場体験
学習として、農場での仕事を体験しに訪れてます。 

今号のどうぶつ紹介 

原産国のイギリスでは、絶滅
の危険度が高い希少種に指
定され、保護下にあります。 
日本には1990年に20頭が導
入され、その子孫の万太郎く
んは2011年に十和田農場に
やってきました。マンクス・ロフ
タン種は角が2～6本生えます
が、万太郎くんの角は特に特
徴的な形をしています。 

羊 マンクス・ロフタン種 

万太郎くん 

次号の予定  と  編集後記 

10月初め デントコーン収穫 
10月上旬 羊交配開始 
10/14,15 紅葉祭 
10/18 マンクス・ロフタン種AI 
12月中 十和田農場忘年会 
 北海道白糠町、遠かったです。
宿泊は釧路市でしたが、とても
大きな街でびっくりしました。そし
てタンチョウに遭遇。さすが北海
道！鶴の大きさにもびっくり！ 

 

9
月
13
日
に
北
海
道
白
糠
町
の
茶
路
め

ん
羊
牧
場
で
開
催
さ
れ
た
羊
の
Ａ
Ｉ
（
人

工
授
精
）
講
習
会
に
十
和
田
農
場
か
ら
職

員
2
名
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
牛
や
豚

に
対
し
て
人
工
授
精
の
受
胎
率
が
低
い
羊

は
、
自
然
交
配
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し

優
秀
な
遺
伝
子
を
増
や
し
た
り
、
季
節
繁

殖
で
あ
る
羊
の
季
節
外
繁
殖
が
可
能
に

な
る
Ａ
Ｉ
技
術
は
、
今
後
の
羊
の
生
産
に

と
っ
て
必
須
の
技
術
で
す
。
羊
の
Ａ
Ｉ
の
第

一
人
者
で
、
北
海
道
に
お
い
て
の
羊
の
生

産
を
薦
め
て
い
る
福
井
先
生
と
河
野
先

生
を
講
師
に
迎
え
た
、
ラ
パ
Ａ
Ｉ
（
子
宮
内

人
工
授
精
）
の
実
技
講
習
を
受
け
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
十
和
田
農
場
で
飼
養
し
て
い

る
羊
の
希
少
種
、
マ
ン
ク
ス
・
ロ
フ
タ
ン
種

に
も
ラ
パ
Ａ
Ｉ
を
実
施
し
、
希
少
種
の
保

護
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
の

技
術
を
応
用
し
、
様
々
な
品
種
の
導
入
も

考
え
て
い
ま
す
。 

写真を 
入れてください 

写真を 
入れてください 

写真を 
入れてください 

写写真真をを  
入入れれてて  
くくだだささいい 

写真を 
入れてください 
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FSCだより FIELD SCIENCE CENTER 
vol.74 

 
2019.12.27 

 ＦＳＣの設立趣旨   土地、植物、動物及びそれらを取り巻く環境を生命系として教育・研究を行うとともに、これらの研究成果を通して、広く 
                地域社会の発展に寄与することを目的とする。  

マ
ン
ク
ス
・
ロ
フ

タ
ン
に
人
工
授
精
 

デ ン ト コ ー ン を 収穫 し ま し た 。 

左：昨年の収穫風景 右：今年の最新機械 下：収穫中の畑 

 今年のデントコーンは発育も良く、非常に良好
な状態での収穫となりました。毎年、㈱ヤンマー
アグリジャパンに委託し、大型機械を持ち込んで
いただき収穫してもらいます。今年は従来とは違
い、刈取と細断、梱包が一つになった最新機械
がやってきました（写真右上）。従来は、刈取と細
断をする機械と梱包する機械が並走する形で収
穫していました（写真左上）。運ぶ機械が1台で済
むほか、小回りが利くうえ、細断したデントコーン
が直接梱包部分に入るので、ロスが少ないように
感じました。技術の進歩はすさまじいです。 

今号のどうぶつ紹介 

和牛といわれる品種が4品種あ
るのはご存知でしょうか。よく耳
にするのは黒毛和種ですよね。
十和田農場では、和牛4品種の
内、3品種を生体展示しています。
その中で、北東北で古くから飼
養されているのがこの日本短角
種。ここでは種雄牛の里藤をご
紹介します。里藤は毎年精液採
取の実習に使われています。本
学は、牛の精液採取を見ること
が出来る数少ない大学です。 

牛 日本短角種 

里藤（さとふじ） 

次号の予定  と  編集後記 

1月18,19日 センター試験 
2月下旬～羊の分娩開始 
3月中 退職記念晩餐会 
 
 前号で紹介した万太郎くん、10
月12日に老衰のためこの世を去
りました。マンクス・ロフタン種を
導入した2011年度から活躍して
くれた万太郎くん、今までお疲れ
様でした、そしてありがとう。 

 

10
月
18
日
に
、
羊
の
希
少
種
で
あ
る
マ

ン
ク
ス
・
ロ
フ
タ
ン
種
（
5
頭
）
に
ラ
パ
Ａ
Ｉ

（
子
宮
内
人
工
授
精
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

前
号
で
も
紹
介
し
た
、
腹
腔
鏡
下
で
子
宮

内
に
直
接
精
液
を
注
入
す
る
方
法
で
す
。

こ
の
技
術
の
先
駆
者
で
あ
る
北
海
道
の
河

野
先
生
を
お
招
き
し
て
、
本
学
動
物
病
院

の
協
力
の
も
と
、
5
頭
中
4
頭
に
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
河
野
先
生
の
指

導
の
下
、
本
技
術
の
手
順
や
実
技
を
講
習

し
て
い
た
だ
き
、
本
学
獣
医
師
へ
の
技
術

の
伝
承
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

後
日
、
妊
娠
診
断
し
た
と
こ
ろ
、
実
施

し
た
4
頭
中
2
頭
の
妊
娠
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
、
大
変
す
ば
ら
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
子
宮
頚
管
内
授

精
に
よ
る
人
工
授
精
を
試
み
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
羊
へ
の
負
担
と
術
者
へ
の
負

担
が
な
る
べ
く
少
な
い
Ａ
Ｉ
技
術
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。  

写真を 
入れてください 

写写真真をを  
入入れれてて  
くくだだささいい 

写真を 
入れてください 

万太郎くん 
（享年10歳） 
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FSCだより FIELD SCIENCE CENTER 
vol.75 

 
2020.3.26 

 ＦＳＣの設立趣旨   土地、植物、動物及びそれらを取り巻く環境を生命系として教育・研究を行うとともに、これらの研究成果を通して、広く 
                地域社会の発展に寄与することを目的とする。  

退
職
者
の
ご
紹
介
 

今号のどうぶつ紹介 

 
Ｆ
Ｓ
Ｃ
で
は
本
年
度
を
も
っ
て
２
名
の
教
員
が

ご
退
職
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
に
縁
の
深
い
、
大

動
物
臨
床
学
研
究
室
の
渡
辺
大
作
先
生
も
ご
退
職

さ
れ
ま
す
。
今
号
で
は
3
名
の
退
職
者
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

      ９
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

 
私
が
赴
任
し
た
の
は
東
日
本
大
震
災
直
後
、
２
０

１
１
年
４
月
で
し
た
が
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
中
、
貸

家
の
下
見
も
出
来
ず
に
い
き
な
り
十
和
田
に
越
し

て
参
り
ま
し
た
。
講
義
や
実
験
の
準
備
は
聞
い
て
い

た
通
り
大
変
で
、
慣
れ
る
の
に
３
年
、
５
年
経
て
ば

ゆ
と
り
で
き
る
、
ま
さ
に
そ
の
ま
ま
で
し
た
。
幸
い
、

農
場
の
方
々
に
は
大
変
親
切
か
つ
丁
寧
に
仕
事
を

補
助
し
て
い
た
だ
き
、
講
義
も
実
験
も
楽
し
く
効
果

的
な
も
の
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
特
筆

す
べ
き
は
、
南
相
馬
の
放
射
線
調
査
事
業
に
、
久
保

田
（
弟
）
さ
ん
、
泉
さ
ん
、
久
保
田
（
兄
）
さ
ん
に
休
日
を

使
っ
て
牛
の
解
剖
や
ら
草
地
造
成
、
土
壌
サ
ン
プ
リ

ン
グ
な
ど
力
仕
事
を
お
願
い
し
た
こ
と
で
、
あ
の
荒

れ
果
て
た
南
相
馬
の
高
線
量
条
件
下
で
良
く
動
い

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
３
月
で
定
年
退
職
す
る
の
で

す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
は
何
な
の
で

し
ょ
う
。
ま
る
で
９
年
前
の
よ
う
な
騒
然
と
し
た
中
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
少
々
寂
し
い

思
い
で
去
る
こ
と
に
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
 

     F
S
C
頑
張
っ
て
 

 
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
何
と
か
定
年
退
職
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
畜

産
学
部
畜
産
学
科
の
4
年
生
の
夏
に
卒
業
研
究
で
、
実

践
教
育
の
場
所
と
し
て
民
間
か
ら
大
学
が
購
入
し
た

八
雲
牧
場
に
来
場
し
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
1
年
間

の
実
習
生
を
経
て
、
職
員
、
教
員
と
し
て
学
部
学
生
の

牧
場
実
習
の
指
導
、
肉
用
牛
の
飼
育
管
理
、
実
践
教
育

牧
場
の
運
営
に
3
4
年
間
係
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
十
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
8
年
間
F
S
C

の
一
員
と
し
て
、
学
部
学
生
へ
の
畜
産
学
の
教
育
指
導

は
も
と
よ
り
、
F
S
C
の
目
的
で
あ
る
「
土
地
、
植
物
、

動
物
お
よ
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境
を
生
命
系
と

し
て
教
育
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
研
究

成
果
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と

し
て
、
地
元
の
肉
牛
生
産
者
と
の
交
流
に
よ
り
微
力
な

が
ら
貢
献
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

F
S
C
が
学
部
学
生
の
貴
重
な
畜
産
教
育
、
研
究
の
体

験
の
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
社
会
の
発
展
に
も
貢
献
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
今
後
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

  【【
  
渡渡
辺辺
  
大大
作作
  
教教
授授
／／
大大
動動
物物
臨臨
床床
学学

研研
究究
室室
  
】】
  

緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
未
来
 

 
「
十
和
田
農
場
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
」
と
思
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
原
生
林
？
と
緑
の
草
地
が
広

が
っ
て
い
る
風
景
は
美
し
く
、
四
季
折
々
に
眼
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。
獣
医
学
部
に
赴
任
以
来
１
５
年
、
そ

の
う
ち
の
７
年
間
農
場
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
 

おしらせ と 編集後記 

最
近
は
動
物
を
用
い
た
実
習
や
研
究
が
少
な
く

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
。
な
か
で
も
、
豚
は
畜
産
物

と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
臨
床
実
習
は
多
く

の
大
学
で
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
実
習
で
は
、
豚
の
保
定
、
注

射
法
、
麻
酔
、
去
勢
、
採
血
な
ど
を
実
施
、
学
生
た
ち

に
教
育
で
き
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
豚
舎
が
あ
れ

ば
こ
そ
の
実
習
で
あ
る
。
農
場
で
は
衛
生
検
査
も

毎
年
実
施
し
、
豚
で
は
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
農
場

に
蔓
延
し
て
い
る
P
R
R
S
ウ
イ
ル
ス
や
サ
ー
コ

ウ
イ
ル
ス
が
フ
リ
ー
で
、
牛
の
白
血
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 FSCでは、今回ご紹介した御三方のほ
かに、八雲牧場の教育系技術職員、庄
司勝義さんがご退職されます。ご退職
される４名の皆様におかれましては、長
い間本当におつかれさまでした。第二
の人生の門出をFSC教職員一同よりお
祝い申し上げます。 
 また、次号からの来年度４号分は休
刊となります。２０２１年度より再開しま
すので、よろしくお願いいたします。 



ご退職者からのご寄稿
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　「十和田農場があってよかった。」と思う。キャンパスの中に原生林？と緑の草地が広がっている風景は

美しく、四季折々に眼を楽しませてくれた。獣医学部に赴任以来15年、そのうちの７年間農場長をさせて

いただいたが、最近は動物を用いた実習や研究が少なくもったいないと思う。なかでも、豚は畜産物とし

て重要であるが、その臨床実習は多くの大学であまり行われていないのではないだろうか。私たちの実習

では、豚の保定、注射法、麻酔、去勢、採血などを実施、学生たちに教育できた。キャンパス内に豚舎が

あればこその実習である。農場では衛生検査も毎年実施し、豚では全国のほとんどの農場に蔓延している

PRRSウイルスやサーコウイルスがフリーで、牛の白血病ウイルスも陽性牛は出ていない。これらのウイ

ルスが畜産に大きなダメージを与えている現在、数少ない貴重なモデル農場といえる。牛の削蹄実習も10

年以上、青森県装削蹄師協会の協力を得て実施していて、他大学にはない充実した実習となっている。今

後も、都会にはない緑のキャンパスを前面に出して、教育と研究に活用してもらいたいと願っている。

FSC十和田農場の恩恵

� 大動物臨床学研究室　渡　辺　大　作　

豚の保定・採血実習 牛の削蹄実習
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　私は2011年、あの震災の年に農研機構からFSCに採用されました。これまでずっと公務員として北海道

や関東の研究機関で草地の研究をひたすら走り続けて来た私が、大学の教員になることは当初の計画には

全くなく、前任者の粘り強い、あるいは丁寧な（あるいは執念を持った）勧誘に乗り、教員になってし

まった、というのが正確なところです。

　先輩諸氏から講義資料作りに３年、慣れるのに５年かかると言われていましたが、それはその通りでし

た。たまたま留学生が大学院にいたため、講義資料を英語で作成したことは、その後も役に立ちました。

授業は、話している私の立場からは、自分の研究に基づいたストーリーを展開するので、楽しかったですが、

果たして学生たちがどれほど理解してことの重要性を記憶したかは、いまいちわかりませんでした。研究

についても、大学院生とともに窒素循環について必要最小限のデータで良い論文が書けたことは誇らしい

ことです。

　問題は、FSCの責任者として担当した八雲牧場の運営にありました。当初、前任者からおおよその雰囲

気は聞かされていましたが、聞くのとみるのとは大違い。逆風が吹きまくる中で、どうやったら牧場の重

要性を理解してもらい、北里の財産として位置づけてもらえるか、結局、最後まで悪戦苦闘しました。大

学に来る前から八雲牧場の循環型畜産のことはよく知っており、北里八雲牛の生産牧場だからこそ、私は

喜んで着任したと言えます。しかしあいにく、多くの教職員が牧場の存在意義についてのご理解は必ずし

も高くは無く、定員管理が厳しくなるにつれて、さらに財政的な視点も加味され、一層、立場は苦しくな

りました。そんな中、救われたことは、牧場職員が一丸となってよりよい牧場、つまり効率的な肉牛生産

と、学生実習の充実に努め、研究成果も次々と発表できたことです。十和田農場については渡辺大作先

生、黒瀬陽平先生の力強い農場長のおかげで私は何も心配することはありませんでした。

　学外の研究者たちからは常に高く評価されている八雲牧場なので、社会的には私は非常に鼻が高かった

です。国際学会での反応も総じて好意的で、日本にそんな有機畜産のグラスフェッドビーフがあるんだ、

と驚きの反応が得られることが多くありました。

　現在、八雲牧場は収益改善事業に取り組んでおり、2022年には人件費も含めて赤字を解消する計画を推

進しています。八雲町のふるさと納税も始まりました。皆様にはぜひ、八雲牧場と北里八雲牛が北里大学

の誇るべきセールスポイントとしてご支援下さい。

　コロナウイルス騒動の中、大したご挨拶もできないまま立ち去ることになりました。９年間、ありがと

うございました。

　

定年退職を迎えて

� 寳示戸　雅　之　
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　FSC報告書は、現在の北里大学獣医学部附属フィールドサイエンスセンター報告書になるまでに３回の

名称変更がありました。

　第１号は1977年で「北里大学獣医畜産学部附属八雲牧場報告書」の名称で八雲牧場の年報として発刊が

始まりました。

　八雲牧場報告書は、1977年～1992年、１号～16号まで発刊されました。

　第１号は、当時の獣医畜産学部長の椿精一先生が八雲牧場の開設の意義などを巻頭言で執筆され、あと

は八雲牧場の取得に関する手続きや取得した土地や建物、機械などの報告が中心でした。

　第２号からは実習生として入職した時であり、その後は定年退職を迎えた本号まですべてに関わってき

ましたが、第１号は学生時代であり関りない事と思っていたのですが、学部図書館で第１号を確認したと

ころ、４年生時の私のグループの八雲牧場での卒業研究「外部寄生虫類の調査」が掲載されていて、改め

て報告書に対する愛着を感じました。

　当初の八雲牧場報告書は、八雲牧場の年報として発刊されましたが、１回目の変更の1993年からは「北

里大学獣医畜産学部附属農・牧場報告」となり、現在の報告の形態の十和田農場、八雲牧場、牡鹿牧場の

年報の形態に変更となりました。この報告は、1993年～2001年（17号～25号）まで続きました。

　その後は、牡鹿牧場が閉鎖され、十和田農場と八雲牧場がフィールドサイエンスセンターに統合された

ことから「獣医畜産学部附属フィールドサイエンスセンター報告」として、2002年～2006年（26号～31

号）まで刊行されました。

　2007年からは、学部名称が獣医畜産学部から現在の獣医学部に変更され、「獣医学部附属フィールドサ

イエンスセンター報告」となりました。

　八雲牧場在籍時は、年報としての報告、1993年～1996年、1999年は十和田農場、牡鹿牧場、八雲牧場３

農牧場の共同研究を報告、執筆、編集を行ってきました。その後も編集を担当し、長きにわたり報告に関

わってきました。

　最近でも、過去の経過を調べたりするのに重宝する貴重な年報と考えています。

　今後も、農牧場の歴史を記す貴重な年報として、編集委員の皆様にご苦労をお願いして、文末といたし

ます。

FSC報告とともに

� 畔　柳　　　正　
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